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◆　プロローグ　◆







　視界の中で、白い結けつ晶しよう達たちが激しく踊おどっている。

　ヒュウヒュウと激しく吹雪ふぶく音が、くぐもった響ひびきを帯びて耳に入って来る。

　相当に冷えるはずなのだが、実際はそうでもない。

　精せい霊れいの力を帯びた鎧よろいが、全身を覆おおっているから。

　それに何より、手に握にぎった分厚い刃はが、真っ赤な焔ほのおを纏まとっているから。

　その熱が、体を温めてくれている。

「何処どこだ、あの野や郎ろう……！」

　焦あせりが口から洩もれる。

　雪で化け粧しようをした、背の高い木々が並ぶ林の中。

　地面には多くの足あし跡あとと、雪と血の水分を含ふくんだ赤い泥どろ。

　そして軍装に身を包つつんだ、もう動かない肉の塊かたまり。

　あるものは首が無く、またあるものは体の下半分が無くなっている。

　味方の、友軍の兵士達たちだ。

　目を背そむけたくなるような、地じ獄ごく絵図。

　何より許しがたいのは、この光景の元げん凶きようである男も、友軍の筈はずだったという事だ。

「……！」

　悲鳴が聞こえた。絶ぜつ叫きように近い、苦く悶もんの声。

　右後方！　そちらに向けて走る。

　目に入って来るのは、右の肩かたから先を失ってしまった兵士と、黒い影かげ。

　影は四本足の獣けものの姿で、体と同じ黒の翼つばさ。目が赤く光り、頭からは角が生えている。

　それが兵士を襲おそい、今にも命を奪うばおうとしている。

「やらせるかよっ！」

　全力で走り込み、獣の胴どうに、焔の刀身を叩たたきつけた。

　獣は体を二つに断たち割わられ、白い地面に崩くずれ落おちると、すぐに跡あと形かたも無く消しよう滅めつする。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　うずくまる兵士の前に、しゃがみ込む。

「く、紅くれない……剣けん鬼き……？　き、君なら――あっちだ、頼たのむ……」

　言って後方を指差すと、それっきり動かなくなる。

　呼よび掛かけても、揺ゆさぶっても、返事はない。

「ちっ……！」

　名も知らぬ男の遺ゆい言ごんに従い、林を駆かける。

　そして、木々が吹ふき飛とんで広場と化した場所に辿たどり着つく。

　屍しかばねの山の中心に、その男はいた。

「キルマール！　てめえっ！」

「ククク……よォ」

　全身を覆う黒い装そう甲こうは、返り血を浴び過ぎたせいで、今は赤黒く見える。

　闇やみの精霊を宿した鎧だ。あちこち損傷しており、決して無傷ではない。

　それでもそんな事は歯し牙がにもかけず、男はこっちを見て嬉うれしそうに言う。

「遅おそかったなァ。お前が来るのを待ってたよ、どうだ？　俺おれを殺したいかなァ？」

「てめえが生きようが死のうが、俺の知った事じゃねえ！」

　ただ一つ言えるのは、このまま逃にがす訳には行かないという事だ。

　精霊の炎を帯びた、精霊の生み出だした巨きよ大だいな刃。その獲え物ものを握る手に、力を込める。

　雄お叫たけびと共に、全力で地面を蹴けった。







◆　第一章　反乱　◆







　港に停てい泊はくした大型の蒸気船に、乗客が次々と乗り込んで行く。

　その中に、赤茶けた短たん髪ぱつと、同じ色の目をした男が混ざっていた。

　それなりに背が高く、それなりに目鼻立ちが整っているが、気だるそうな表情が部分部分の好印象をぶち壊こわしにする。そんな男である。

「あーだりぃ」

　男――リオスは呟つぶやいた。

　口くち癖ぐせみたいなものだ。息をする位簡単に、だりぃか、めんどくせぇが口から出るのだ。

　この世の物事は、二通りのモノに大別できる。

　つまり、面めん倒どう臭くさい事と、面倒臭くない事だ。

　割合的には前者が八割、後者が二割といった所である。

　今から行う事も、当然前者の中に入る。

　定期船に乗り、約四日間の船旅を経へてオフィンバンド島に到とう着ちやく後、赴ふ任にん先さきの総そう督とく府ふに向かって着任の挨あい拶さつ。これが今からやらなければいけない事である。

　その後の事はまぁ今はどうでもいい。考えるのは面倒臭い。

「狭めーな、もうちょいなんとかなんねーのかよ」

　客室に荷物を叩き込むと、リオスはそう漏もらした。

　狭せま苦くるしい部屋の中には、これも狭苦しい寝しん台だいが二つ設置されている。

　天てん井じようから薄うすい布がぶら下がっていて、申し訳程度に二つの寝台を間仕切りしていた。

　とりあえず寝台の一つに腰こし掛かける。殆ほとんどと言うか、実質相室である。

　面倒臭い事になるかも知れない。もう一つの寝台を使う人間が酷ひどくうるさい人間だったり、体たい臭しゆうがきつかったりしたら、地獄の航海になってしまうではないか。

　軍支給の安チケットとは言え、もうちょっと何とかしてもらいたいものである。

「うわ狭っ！　もうちょっと何とかならねーのかよ！」

　客室の入り口から、そう言うのが聞こえた。

　無む闇やみによく通る声質で、これまた無闇に威い勢せいがいい。

　とりあえず、リオスは面倒臭い事になったことを確信した。

「うるせぇ。無む駄だに声張るんじゃねーよ」

　言いながら、客室の入り口に目を向け、そこに立つ人ひと影かげに注目する。

　かなり若い。十五、六歳さいくらいだろうか。

　柔やわらかそうな金きん髪ぱつが耳を半分くらい隠かくし、長い後うしろ髪がみは、首の所で一つに束ねている。

　それがまるで、小動物の尻尾しつぽのようだ。

　大きな空色の瞳ひとみは綺き麗れいに澄すんでいて、睫まつ毛げが長い。それでいて顔立ちには凛り々りしさがあり、少女なのか少年なのか一いつ瞬しゆん判断がつかない。中性的な雰ふん囲い気きである。

　判断に困り、着ている物に目を向ける。

　薄い青色の上着は、裾すその長さが正面と背面で一いつ緒しよではなく、背面のほうが膝ひざくらいまで伸のびている。腰こしより少し上の位置に、細く絞しぼるためのベルトが付いていた。

　下も同じ色のズボンで、この格好はファスラーン王国軍の男性用制服である。

　リオスとお揃そろいの格好だ。という事は、少年なのだ。そう判断する。

　少年の制服は皺しわ一つない新品そのもので、着慣れないのか、着ると言うより着られている。恐おそらく、新兵なのだろう。

　肩からは長い筒つつ状じようの物――銃じゆうだ。銃じゆう口こうの横に短たん剣けんを取り付ける事もできる。

　王国兵の標準装備であるが、まともに扱あつかえるのか疑問である。

「そっちこそうっさいんだよ、おっさん」

　少年はそう言って来た。見た目の割りに口が悪いらしい。







[image: ]







「……おいガキ、ちょっとこっち来い」

　リオスは少年を手招きした。

　なんだよ、と言いながら近づいてきた少年の頭に、拳げん骨こつを落とす。

「いってぇ！　何すんだよ！」

「誰だれがおっさんだ。俺ぁまだ十九だ」

「オレより四つ上なだけ？　嘘うそつけ、何か雰囲気が枯かれてるもんお前。目が死んでるし」

　もう一発拳骨。

「大人っぽいとか、落ち着いてるとか、そういう風に言え」

「いってーな！　この野郎！」

　怒おこった少年が反はん撃げきしてくるが、リオスはその拳こぶしを体をずらしてひょいと避さけた。そのまま腕うでを掴つかんで動きを止める。

「くそっ！　離はなせよ！」

「躾しつけがなってねーガキは鉄てつ拳けん制裁が社会の決まりだ。てめー人の嫌いやがる事は言わないって母ちゃんに習わなかったのかよ。ああ、母ちゃんが人間じゃねえのかぁ？　何に育てられた？　言ってみろ、猿さるか？　馬か？」

「人の母ちゃんを勝手に動物にすんな！　お前も人の嫌がる事言ってるじゃねーか！」

「知るかよ。俺のこれは季節の挨拶みてーなもんだ」

　そう言いながら手を離すと、少年は恨うらめしそうな目つきでこちらを睨にらんでくる。

「……勝手な奴やつだなー。お前」

「お前じゃねえ」

「じゃあ、何て呼べばいいんだよ？」

「てめーなんぞに名乗る名はねえ」

「……どうしろっていうんだよ？」

「黙だまってろ。話しかけんな。どっか行け。俺からは以上」

　リオスがぴしゃりと言い放つと、少年は怒いかりで顔を紅潮させた。

　それを無視して、少年に背を向けて寝台に寝ね転ころがる。

　何かぶつぶつ言っているようだったが、やがて静かになった。

　そのまま眠ねむりに落ちたリオスを叩き起おこしたのは、少年の叫さけび声ごえだった。

「あーっ！」

「だーっ！　うっせえぞコラ！」

　飛び起きて文句を言う。懐かい中ちゆう時計を取り出して時間を確かく認にんすると、数時間経たっていたらしくもう夕刻である。

「しょ、しょうがないだろ！　財さい布ふがないんだよ！　どうしよう……」

「ハッ。大方港でスられたんだろ。てめーみたいなアホそうな奴はいいカモなんだよ」

「うっさいな！　ああ、これじゃ飯も食えない……」

　少年はがっくりと肩を落としてうなだれる。その腹がぐうと鳴った。

「ああそういやそろそろメシ時だなー。じゃあ俺は失礼して飯でも食ってくるかなぁ」

　懐ふところから財布を取り出そうとして、懐がやけに軽い事に気が付く。

「……あれ？　おいおい冗じよう談だんだろこれ」

「プッ。お前もスられてんじゃねーか。お前もアホそうに見えたんだな」

「……」

「なっさけねえの。オレより四つも上のくせによ」

　勝かち誇ほこった少年が小こ馬ば鹿かにしてくる。

「やれやれ」

　リオスは少年を無視して、持ち込んだ鞄かばんの底をまさぐり、財布を取り出した。

　こんなこともあろうかと、財布は複数用意してある。

「あーっ！　ずりい！」

「基本だ基本。何かあったときの備えってのは常に考えとくもんだぜ」

　リオスは努めて爽さわやかな笑え顔がおで、少年に笑いかけた。

「さーてじゃあメシメシ」

「うー……」

　少年は悔くやしそうにこちらを見送ろうとする。

「おい早く来い。置いてくぞ」

　部屋の出口で立ち止まり、リオスは少年を振ふり返かえった。

「えっ!?　奢おごってくれんの!?」

　少年はぱっと顔を輝かがやかせる。

「ふん。隣となりで餓が死しでもされちゃ面めん倒どうだしな。いいから早く来い」

「うん！　ありがとう！」

　屈くつ託たくのない笑顔を向けられると、そんなに悪い気はしなかった。

「あのさ、オレ、フィリアだ。お前は？」

　少年はそう名乗った。男の名前ではない。ちょっと驚おどろく。

　口ぶりと色気のない体形、更さらには着ている制服が男性用という事もあって、男とばかり思っていた。

「リオスだ。って言うかお前もしかして女か？」

「悪いかよ。言っとくけど、女だからってなめてるとぶっ飛ばすからな」

「いや、お前みたいな色気のない奴は男だろうと女だろうとどっちでもいい」

　顔の方はさておき、胸の所が完全に平面である。

　個人的に女は出る所は出ていないと嫌だ。

「何かむかつくけど、女扱いしないなら許してやる」

「奢ってもらう立場で偉えらそうにすんなっての。つーか女なら何で男用の制服着てんだよ。紛まぎらわしいぜ」

「いや、こっちの方がいいって言ったら、着てていいって言われたから」

　フィリアはあっさりそう答える。

　仮にも軍なのに、そんなにも自由でいいのだろうか？

　一瞬疑問に思ったが、すぐにどうでも良くなったので、ふーんとだけ答えておく。

　船内には小さいが食堂がある。リオスとフィリアは連れ立ってそこに向かった。

　メニューを選べる程ほど親切では無く、シチューとパンしか用意されていなかったが、まあ十分である。

「オレさあ、兵学校を出たばっかりでさ、オフィンバンド島で初配属なんだ」

　シチューをすすった後、即そく座ざにパンを頬ほお張ばりつつ、フィリアが言う。

　新兵だろうというリオスの見立ては、当たっていたようだ。

「……喋しやべるか食うかどっちかにしろ」

　まるで躾のなっていない子供そのもので、微み塵じんも女らしさが無い。

「何だよ、細かい事気にすんなよ。みみっちい奴だなあ」

　言いながらフィリアは、残り少なくなったシチュー皿を持ち上げて、直接口をつける。

「おいスプーンあるんだから最後までスプーン使え。スプーンに失礼だろうが」

「腹減ってんだからちまちま食ってられねーよ。なあ、おかわりしていい？」

　リオスが許可すると、フィリアは嬉しそうに次のシチューを注文しに行った。

「何なんだあいつは……」

　どんな育ち方をしたのか、流石さすがにちょっと呆あきれてしまう。今まで接した事の無い類たぐいの少女である。リオスの知っている少女というのは、皆みなお上品で、男の前で物を食べるのすら恥はずかしがるような生き物だった。

「で、お前はどうなんだよ？　お前も新兵だったりするわけ？」

　戻もどって来たフィリアがそう尋たずねて来る。

「んなわけあるか。前は本土の方で北方守備隊にいたんだけどよ、配置転てん換かんでオフィンバンドの総そう督とく府ふ詰づめになるんだと。あーめんどくせえったらねーぜ」

　リオス達の国、ファスラーン王国は、ガーフィル半島及および、オフィンバンド島を筆頭とするいくつかの離れ島じまからなり、本土とはガーフィル半島の領土の事を指す。

　本土の北方では、本格的な戦争とは行かないが、隣りん国ごくルキアとの間で国境線を巡めぐった争いが散発的に起こっており、北方守備隊では何度も戦いを経験した。

「何だよやる気ねー奴だなあ。だからそんな死んだ魚みたいな目になるんだぞ」

　呆れたように言うフィリアの頭を、すかさず叩く。

「うるせえ。ほんっと口の悪いガキだなお前は。ちっとは年長者を敬え」

「いててて……だって事実じゃねーか」

「ふん。死んだ魚みたいな目だろうがなんだろうが、やる事やってりゃ文句言われる筋合いはねえな。やる気と能力は比例しねーんだよ。少なくとも俺はお前より役に立つぜ」

「ほんとかよ。言っとくけどオレ、こう見えても騎き乗じよう射しや撃げきは同期でも一番だったんだぞ」

「へえ。お前竜騎兵ドラグーンか」

　そうだよ、とフィリアは自じ慢まんげに胸を反らしてみせる。

　竜騎兵とは、専用の馬上銃で武装した騎き兵へいの事である。

　その火器が火を噴ふく様から、同じく火を吐はくという竜りゆうになぞらえてそう呼ばれる。

　歩兵、騎兵、砲ほう兵へいを主要兵科とする一いつ般ぱん的てきな軍制の中では、花形的な存在である。

「お前は？　何兵なんだ？」

「俺はあれだ、精霊操者エヴオルターだ」

　ファスラーン軍は一般的な軍制とは事情が異なっていて、主要兵科に精霊操者というものが加わる。精せい霊れい装そう甲こうと呼ばれる、ファスラーン発はつ祥しようの兵装を専門に扱う兵科である。

「おーマジ？　精霊操者ってあれだろ、魔ま法ほう使えるんだろ。すげーな、見せてくれよ」

「見せモンじゃねえぞ。それに今は装備がねえから無理だな」

　確かにフィリアの言う通り、精霊操者は魔法が使える。

　だがそれは、精霊装甲を装着している時に限られるのだ。

　普ふ通つうの状態で魔法を使える人間は、多分この世に存在しない。

「そうなのか？　何だつまんねーの。いつでも使えるってわけじゃねーんだな」

　フィリアはつまらなさそうにテーブルに肘ひじをつく。

　いつの間にか二杯はい目のシチューも空にしていた。

「つーかそのくらい兵学校で習うだろうが。お前何聞いてたんだよ」

「いやーオレ竜騎兵だし？　関係ない話の時は頭に入って来なくってさ」

「アホか、戦場じゃ精霊操者と組んで戦わなきゃいけねーんだぞ。組む相手の事くらい知っとけって話だ」

「うーん。教官にはお前は深い事考えずに、とにかく敵撃うってろって言われてたからな」

　フィリアは何にも考えていなさそうな笑顔を浮うかべた。

「そりゃ諦あきらめられてんだよ、教官もお前のアホさは手に負えんってわけだ」

「うるさいなあ。お前的に言うなら、アホでもやる事やってればいいんだろ？」

「アホと死んだ魚の目なら、死んだ魚の目のがマシだと思うがな」

「ふん。アホはアホなりに、一いつ生しよう懸けん命めい目を輝かせて働いてやらあ。オフィンバンド島には家族も住んでるしな」

「ああ、お前オフィンバンド島の出身なのか」

　そう尋ねると、フィリアは首を振った。

「いや出身はもっと西の方だけどさ、オレがまだ小さい頃ころに戦争で焼け出されて、オフィンバンド島に逃げて来た」

　辛い過去なのだろうが、フィリアの口ぶりには暗さは無かった。

「シノン総そう督とくは移民にも優やさしいしさ、気に入ってるんだ、あの島。だから島のためになんかしたいと思ってさ。オレ頭悪いから、兵士くらいしか出来ないけど」

「ふーん。バカなりに考えてるじゃねーか。褒ほめてやってもいいぞ」

「何でそんなに偉そうなんだよ」

　フィリアが呆れ口調になる。

「で、お前は何で兵士やってんだ？」

「何となくだ」

　リオスは胸を張って言った。

「おいおいオレよりよっぽどアホ臭くさいぞ」

「まーあれだ、これでも家が代々武門の家いえ柄がらっつーか、軍人一家でな。軍に入るのが当たり前みたいになってんだよ。ガキの頃からそうしろって言われて育って来たしな」

　そう言いつつ、自分がまともに答えている事に驚く。

　初対面の少女に身の上話をするなど、自分の常識からは考えられない。

　何かするっと心の内側に入り込んでくるような気安さが、この少女にはあるのだ。

「何だよ、それが嫌だから不ふ貞て腐くされてそんな死んだ目になってんのか」

「別に嫌じゃねーよ。何かめんどくせえだけだ」

「それ嫌がってるって言うんだろうが」

「言わねーよ。つーかもう戻るぞ」

　リオスが立ち上がろうとすると、フィリアが呼び止めて来る。

「待った！　なあもう一いつ杯ぱい食っていい？」

「……よく食うな、お前」

「育ち盛りだからな」

「どこがだ。女として重要な所が全然育ってねーぞ。山も谷もねえ体しやがって」

　そう言うと、向むこう脛ずねを蹴っ飛ばされた。




◆◇◆




　それからの航海は、時々フィリアの寝ね言ごとがうるさい以外は、概おおむね順調と言えた。

　オフィンバンド島に到着予定の夜、リオスは客室で眠りについていた。

　意識を覚かく醒せいさせたのは、パーンという甲かん高だかい音だった。続いて悲鳴も。

　上の方から聞こえた。この客室は船底の方にあるので、上部の甲かん板ぱんの方からだ。

「銃だろ今の……何があったんだ」

「わあああああああっ！」

　悲鳴と共に、船室に人影が転がり込んで来た。

　若い女だ。リオスより少し下、十七、八歳くらいだろうか。

　着ているのは、ファスラーン軍の女性用の制服。

　女性用の制服は下がスカートに、膝ひざ下したまであるブーツになっている。

　肩かたまでの黒い髪かみに、同じ色の大きな瞳。

　制服の腕の丈たけは余りがちなのに、胸の所はかなりきつそうで、無理やり詰つめ込まれている、といった様相である。

　本来愛あい嬌きようのありそうな顔立ちは、今は恐きよう怖ふに歪ゆがんで引ひき攣つっている。

　その女性兵士は、全身を震ふるわせながら床ゆかに座すわり込んでしまった。

「おい！　どうした!?」

　肩を揺さぶると、黒い瞳がこちらを見て、その表情を恐怖に歪めた。

「あああああっ！　ここにも兵隊っ!?　おっお願いします！　命だけは……」

　何故なぜか分からないが、命いのち乞ごいを始める始末である。

「いや、お前も兵隊だろうが。何びびってんだよ」

「え……？　あ、ひょっとして船の乗客……ですか？」

　そうだ、と答え、何があったのかと問とい掛ける。

「わ、わたしもよく分からないけど……さっき入港して、船を降りようとしたら、兵隊が待ち構えてて、いきなり襲おそってきたんです！　誰だろうとお構いなしで！」

「んだと!?　じゃあこの音、島の兵隊が乗客を攻こう撃げきしてんのかよ」

　そうです、と女性兵士は頷うなずいてみせる。

「何でんな事になってんだ……」

　兵隊が定期船の乗客を襲うなど、異常事態という他ほかは無い。

「んで、お前は逃にげて来たのかよ？」

「だ、だってわたし工兵だし……オフィンバンド島なら戦せん闘とうは無いって聞いてたのに……こ、こんなの聞いてないよーっ！」

　答えになっていない言い訳を女兵士が始めた時、船室の入り口に人影が現れた。

　先せん端たんに着ちやつ剣けんした銃を携たずさえた兵士である。

「ここにいたか！」

「ひいいいっ！」

　兵士は銃じゆう剣けんを振り上あげて、床にしゃがみこむ女に剣けん先さきを突つき立たてようとする。

　リオスは舌打ちしながら女と兵士の間に体を滑すべり込ませ、両手で兵士の腕を掴んで銃剣が突き下ろされるのを阻そ止しした。

　そのまま押おし込みつつ足を払はらうと、相手は大きく体勢を崩くずして転てん倒とうする。

　銃剣が床に落ちて音を立てる。

　背中から床に落ちて、動きが止まる兵士の腹部を、すかさず踏ふみ抜ぬく。
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　体を折り曲げて悶もん絶ぜつする所に、追つい撃げきで頭部を蹴けりつける。

　気絶したらしく動きが止まった。

「あ、ありがとう！　つ、強いですね！」

　白兵、特に一対一の戦いは、最も得意とする所である。この程度なら何とかできる。

　その代わり射しや撃げきの腕の方は、人並み以下だ。どうにも苦手である。

「大したことねえよ。ったく、兵士なら自分の身くらい自分で守れよな。えーと……」

「ア、アリエッタです」

「おうアリエッタ。俺おれはリオスだ。めんどくせえから敬語はいらねえ。普通に喋れ」

「あ、はい……いえ、うん」

　頷くアリエッタ。

「んで、そこでまだ寝ねてるバカはフィリアだ」

　リオスは騒さわぎにあっても眠り続けるフィリアを、アリエッタに紹しよう介かいした。

「ず、図太い……」

　アリエッタも驚いたようにフィリアを見る。

「おいフィリア、起きろ。何かヤバそうだぞ」

　幸せそうな顔で涎よだれを垂らしているフィリアの頬ほおを、軽く叩たたいてやる。

「ん～？　母ちゃんオレもうちょっと寝たい……」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　素すっ裸ぱだかにして海に放ほうり込むぞ！」

　今度は少々手て荒あらに蹴ると、フィリアは寝しん台だいから転げ落ちた。

「いってててて！　何すんだよこの野や郎ろう！」

　取り合わずにリオスは自分の銃剣を掴み、更に荷物から弾だん薬やくを詰つめた鞄を取り出だした。

　鞄をたすき掛がけに身に着け、中から火薬と弾だん丸がんを紙でくるんだものを摘つまみ上げる。

　一袋ふくろあたり一発分である。端はしを口で破って、銃口から中身を装そう填てんする。

　そして銃じゆう身しん下部から鉄の棒を抜き取とり、銃口から突き入れて中身を押し固める。

　予あらかじめこうやって弾たまを込めておかないと、銃は使えない。結構面倒な作業である。

　装填作業の間は隙すきだらけになるので、接近戦ともなると、一発撃った後の銃剣は、銃ではなく、長細い筒つつの先に刃は物ものが付いただけの、極きわめて槍やりに近い存在と化す。

「な、何があったんだよ？」

　意識が覚醒して周囲の異常に気が付いたのか、フィリアは緊きん張ちよう気味だ。

「船が兵隊に襲われてるんだと。だりぃけど乗客がやらてんのを見てるわけにもいかねえし、迎げい撃げきするぞ。弾込めとけよ」

　降りかかる火の粉は、払うのみである。

「う、うん。分かった」

「アリエッタ、お前はこれ使え」

　リオスは丸まる腰ごしのアリエッタに、気絶した兵士が落とした銃剣を拾って渡わたした。弾薬をくるんだ紙も何個か手て渡わたしてやる。

「う、撃てるかなあ、わたし……」

　受け取ったアリエッタは緊張のせいか、手ががくがく震えていた。

　いくら陣じん地ちの設営や架か橋きよう等の土木建築を主に行い、直接戦闘をしない工兵と言えど、これでは余りにも頼たよりない。大だい丈じよう夫ぶなのかと不安になる。

　新兵とまるで役に立たなさそうな工兵を連れて、上手うまく立ち回れるだろうか。

　精霊装甲があればどうにかする自信はあるが、今は持っていない。

　北方守備隊を離れる時に、隊に置いて来たのだ。高価な装備であるため、隊毎ごとにきっちり数量が管理されており、勝手に持って来ることは出来なかった。

　二人が装填作業をする間にも、混乱は船内中に広がりつつある様子だった。

　あちらこちらから、叫び声や発はつ砲ぽう音おんがする。

　客室の入り口から顔を出して、外の様子を窺うかがってみる。

　数人の集団が、顔を引き攣つらせながら、リオス達たちの客室の前を走はしり抜けて行く。

「アリエッタ、攻せめて来たのは何人くらいだ？」

「よ、よくわからないけど……十人いたかいないか……そのくらい」

「まあ十対三か」

　そのくらいであれば、上手く立ち回れば切きり抜けられるかも知れない。

　あくまでそれ以上の増ぞう援えんが無ければ、の話であるが。

　二人が弾込めを終えるのを見届け、リオスは先頭に立って通路に出る。

　この辺りは狭せまい船室がいくつも並んでいる区画で、通路も狭かった。

　右に行き突き当あたりを曲がると、二層構造になった船内の、上の層に出る階段がある。

　左に行くと、船を動かす蒸気機関の機関室と、それに並んで船倉がある。

「上行くぞ」

　右に向かって走り、突き当たりを曲がった所で、船の船員らしき男が階段から転げ落ちて来るのが視界に入った。

　それを追いかけて兵士が一人降りて来る。

　転んだ船員を上から踏みつけて、銃剣の穂ほ先さきを突き刺さすべく、大きく振りかぶる。

「あぶないっ！」

　アリエッタが悲鳴を上げる。

「クソッタレが！」

　こちらから船員までは、多少距きよ離りがある。すぐには飛び込めない。

　銃じゆうで撃って止めるしかない。だが首しゆ尾びよく兵士に命中するか、自信は無かった。

　下手したら船員に当ててしまうかもしれない。だがこのままでは、船員は助からない。

　これは賭かけだ。

　リオスが意を決して引き金に指を掛けようとした時、甲高い発射音が響ひびいた。

　フィリアだった。横に居たフィリアが、リオスより早く発はつ砲ぽうしたのだ。

　しかも見事に兵士の持っていた銃剣に当たり、弾はじき飛とばした。

「いいぞ！」

　リオスは一気に走り込み、驚いている兵士の鳩尾みぞおちを銃剣の尻しりの部分――銃じゆう床しようで突いた。

　呻うめき声ごえを上げてうずくまる所に、銃床で顎あごを横よこ殴なぐりにする。

　兵士は白目をむいて気を失った。

「おー！　お前やるなあ」

　寄って来たフィリアが、目を丸くした。

「いや……お前こそさっきのは相手の銃じゆう狙ねらったのか？」

「うん。あのくらい楽勝だぞ。もっともっと離はなれてても大丈夫だ」

　リオスには難しい技術である。正直彼かの女じよを見くびっていた。

　優ゆう秀しゆうな狙そ撃げき手しゆであると言っていいかも知れない。

「ほーなかなかやるじゃねーか」

「へへへ。言ったろ、射撃は得意なんだよ」

　フィリアは誇ほこらしげに、平らな胸を反らして見せた。

「ホントだね。凄すごいよフィリア！」

「お前は何かしろよな、アリエッタ。見てただけじゃねーか」

　リオスがそう言うと、気弱な女性兵士は後ろ頭を掻かいた。

「いやー。あははは。撃つの怖こわくって……」

「ったく……しょうがねえなぁ。んじゃアリエッタは弾込め係りやれ。フィリアにくっついて、こいつが撃った後に弾入りの銃と交こう換かんして、撃ってる間に次を用意しとくんだ」

　フィリアは撃つ専門、アリエッタは弾を込める専門と分業し、正確なフィリアの射撃を高回転で行えるようにするのだ。その方がアリエッタに撃たせるより良さそうである。

「そ、そうだね。わたしもその方が気が楽だよ」

「よろしくな、アリエッタ！」

　フィリアがアリエッタの背中を勢いよく叩く。吃驚びつくりしたのかアリエッタはむせていた。

「助かりました！」

　船員が寄ってきて、礼を言って来た。

「気にすんな。それよりあんた、すぐに出航できねーか？　さっさと逃げるに限るぜ」

　港を離れてしまえば、船内の敵を排はい除じよするだけでいい。

　だが停てい泊はくした状態だと、いつ新手が乗り込んでくるか分からない。

　その危険は早く無くしたい。

「錨いかりを上げないと無理です」

「錨か。甲板が安全にならねーとだめか……めんどくせえなあ」

　船員はリオスの言葉を頷いて肯こう定ていした。

　ならば急いで甲板に上がって、安全を確保しなければならない。

「よし、あんたは暫しばらく隠かくれてろ。上の安全が確保できたら呼びに来る」

　船員にそう言い置いて、リオスたちは上の層に上がった。

　甲板へと登る階段は下り階段の反対側に位置しており、襲ってくる兵士から乗客を助けつつ、そちらへ向かうことにする。途と中ちゆうで出くわした兵士は全すべて撃げき退たいする事に成功した。

　フィリアが大だい活かつ躍やくで、殆ほとんどは彼女の銃じゆう撃げきによって足や腕うでを撃たれ、動けなくなった。

　アリエッタも弾を込めるだけなら、工兵故ゆえの手先の器用さか意外に手て際ぎわが良く、二人の連れん携けいのお陰かげで、リオスの方が見ているだけに近いという有様だった。

「一気に甲板まで押さえちまうぞ！」

　甲板に続く階段の手前で、リオスはフィリアとアリエッタにそう号令した。

「次はお前ももうちょっと働けよ！」

　口の減らないフィリアが、茶々を入れてくる。

「うるせー余計なお世話だ！」

　甲板に出ると、ひんやりとした夜の空気が頬を撫なでて来る。

　遠い空に月と星と、蜘蛛くもの網あみのように細かく浮き上がる文様が目に入った。

　全ての空を包つつんでいると言われるこの煌きらめきは、リュミエール大結界だ。

　昼は透とう明めいになっているが、夜になるとこうして発光して、空に彩あやを添そえるのである。

　この結界の下では、ありとあらゆる生き物は、魔マ力ナの働きを抑よく制せいされる。

　それは、それまで隆りゆう盛せいを極めた魔法文明を歴史から消し去り、人は魔法の代わりに銃や大たい砲ほうをはじめとする火器や、蒸気機関などの技術を生み出したのである。

「ああっ！　ひでえ……」

　甲板上の様子を見たフィリアが、声を上げた。

　乗客が何人も血を流し、倒たおれている。ある者は苦しそうにうめき声を上げ、またある者は意識がないのか、全く動かない。血の嫌いやな匂においが鼻を突いた。

「何者だ!?」

　船せん尾びの方向から、鋭するどく詰きつ問もんする男の声がした。

　そちらに目を向けると、ファスラーン王国軍の軍服に身を包んだ中年の男だった。

　武器は持たず丸腰で、鋭い眼光でこちらを睨にらむ。

「貴様ら、ウチの隊の者じゃないな！」

「この船に乗ってたんだよ。乗客を攻撃するなんて、てめえら何考えてやがる！」

「総督の御ご命めい令れいだ。何人たりとも島に立ち入らせはせん！」

「なんだと……！」

　総督とは、この島の軍事、行政を取り仕切る最高責任者だ。

　島とそこに住む人々を守る立場の総督が、何故港を封ふう鎖ささせ、何の罪もない人間を攻撃させるのか。一体何が起こっているのだろう。

「ウソ言うな！　シノン総督がそんな酷ひどい命令するわけねえだろ！」

　フィリアが怒いかりの表情で、軍服の男に銃じゆう口こうを向けた。

「リオス！　撃つぞ!?　いいか!?」

「殺すなよ！　聞き出してえ事もある」

「任せろ！」

　フィリアが狙ねらいを定める。

　男は向けられた銃口にたじろぎもせず、落ち着いた様子で一言漏もらす。

「『展開エヴオルト』」

「！　精霊操者かよ、めんどくせえ……！」

　リオスが舌打ちする間に、軍服の男の身が金属の鎧よろいに覆おおわれる。

　外を見る覗のぞき窓以外の全身を包み込む様は、かつて戦場を席せつ巻けんした全身鎧プレートアーマーを髣ほう髴ふつとさせる。これが、甦よみがえった魔法技術の結けつ晶しよう、精霊装甲である。

　基本色は白銀、更さらに全体に赤い色の意い匠しようが施ほどこされている。尾おのようなものが腰こしの後ろから生えていて、その部分も赤い。

　赤は火の精せい霊れいが宿っている事を表し、尾が付いているという事は、火の精霊の中でも、火トカゲと言われる、サラマンデルの加護を受けていると判別できる。

　意匠の色や装そう甲こうの形状に、その精霊装甲が宿す精霊に応じた特とく徴ちようが出るのだ。

　サラマンデルは火の精霊装甲の中でも基本的なものであり、展開時に使用できる魔法も扱あつかいやすい。リオスも北方守備隊に居た頃はこれを使用していた。

「こんにゃろ！」

　フィリアの声と共に発砲音。

　だが銃じゆう弾だんは装甲の表面を弾はじいただけで、中の人間には届かなかった。

「き、効いてないっ！」

　アリエッタが怯おびえたような声を上げる。

　戦場の歴史において、全身鎧は銃をはじめとする火器に対たい抗こうできず姿を消した。

　銃弾に耐たえ得る程ほどの重装甲にすると、その重量は装着者の動きを著いちじるしく阻そ害がいしてしまうのである。それでは使い物にならなかった。

　だが精せい霊れい装そう甲こうは、従来の鎧を遥はるかに凌りよう駕がする強度と軽さを併あわせ持もち、銃弾一発程度では貫つらぬかれない。言わば一度駆く逐ちくされた全身鎧が、精霊の力を得て戦場に返かえり咲ざいた姿だ。

「くそっ！　アリエッタ次！」

　フィリアがそう要求すると、アリエッタが自分の持っていた銃をフィリアに手渡す。

「顔のとこ狙え！　目くらましにはなる！」

「うん！」

「小こ癪しやくな！」

　中年の男はそう言いながら、胸の前で両手を弾き合わせる。

「！　フィリア！　アリエッタ！　離れろ！」

　リオスは鋭く警告を発した。あの仕草は、魔ま法ほうを使う前の所作だ。

　魔法とは精霊に体内の魔力を差し出し、見返りとしてその力を振ふるってもらう技能である。金で傭よう兵へいを雇やとい、働いてもらうようなものだ。金の代わりが魔力である。

　リュミエール大結界には、人が精霊に魔力を支し払はらう行こう為いを封ふう印いんする効果がある。

　が、精霊装甲は意匠の部分が、大結界の効果を緩かん和わする抗こう結けつ界かい紋もん章しようになっている。

　この紋章が刻まれた鎧に全身を覆われているため、精霊装甲に宿る精霊と装着者の間では、魔力の取引が成立するのだ。

　抗結界紋章の刻み方は最高度の軍事機密であり、リオスも刻み方自体は知らない。

　男は手を弾き合わせた後、指先で魔法文字の印を切る。

　指先の動きを目で追うと、『弾』を現す内容だった。

　これは、着ちやく弾だんすると爆ばく発はつする火球を生み出す魔法だ。

　リオスの警告に従って、フィリアとアリエッタは退たい避ひして行く。

　男は印を切った後、もう一度手を弾いた。これで魔法を使う手続きは完かん了りようした。

　装甲に包まれた両手の間に、人間の頭部程の大きさの火球が生み出される。

　その火球を掲かかげて、投げ付けるべく、男は振りかぶる。

「二人とも伏ふせろ！」

　リオスは男とフィリア達の間に割り込んだ。

「喰らえっ！」

　火球が放たれる。

　リオスは銃剣を火球に向かって投げ、すぐにその場に身を伏せた。

　銃剣と衝しよう突とつした火球は空中で爆発し、その余波は地に伏せていたリオスの体を浮うかせ、吹ふき飛ばした。背中から甲板に落ちて、一いつ瞬しゆん息が詰まる。

　煙けむりに咳せき込みながらも半分身を起こした所で、精霊操者がこちらの目の前に立つ。

　顔面を蹴り上げられ、リオスはまた甲板に転がされた。

　強固な装甲は、それを相手にぶつけるだけで、十分な威い力りよくを持つ凶きよう器きと化す。

　精霊装甲は防具であり、また殴おう打だ用の武器でもあるということだ。

　一瞬意識が飛びかけるが、何とか留とどまる。

　こちらの腹を踏み抜こうと足を落としてくるのは、転がって避さける事に成功した。

「っと！」

　隙を見て一気に跳はね起おきる。口の中が切れたのか、血の味がする。

　しかし気にしていられない。上着裏側の留め具から、接近戦用の短たん剣けんを抜く。

　相手を視線でけん制しつつ、腰を落として構えを取る。

「リオスっ！　大丈夫か？」

「フィリア！　アリエッタ！　お前らは隠れてろ！」

　二人に白兵戦は余り期待できそうにない。

　フィリアには力が足りないし、アリエッタにはそれに加えて勇気も足りない。

　下手に近づくと危険だ。一対一の方がまだ戦いやすい。

「ふん……」

　男は短剣を構えるリオスを見て鼻を鳴らした。だが、油断するような響きは無い。

　精霊装甲に短剣で立ち向かうのが、あながち間ま違ちがいではない事を知っているのだ。

　生身で精霊装甲に対応する方法はいくつかあるが、覗き窓などの隙すき間まから、短剣などの細い武器を差し込むのもその一つと言える。

　いくら全身を覆っているとは言え、僅わずかな隙間はあるのである。

　問題は相手に狙いが丸わかりの状態で、それを成功させる事が出来るかどうかだ。

「来いおっさん！　もう若くねえって思い知らせてやらあ！」

「若造がっ！」

　リオスが挑ちよう発はつすると、男は怒りの声を上げながら拳こぶしを振り上げた。

　装甲に包まれた拳が、顔面目め掛がけて突とつ進しんしてくる。

　リオスは片足を後ろに引き、半身になってそれをやり過ごす。

　空を切った拳はすぐさま軌き道どうを変え、手の甲こう部分が鼻先に迫せまる。

　それを身を沈しずめて避けると、今度は低くなった顔を狙った蹴りが飛んで来る。

　予想できていた攻こう撃げきだ。後ろに向かって仰のけ反ぞりながら、甲かん板ぱんを蹴った。

　そして、体の反りと手による地面の突き放しを利用して、回転する。

　二回それを繰くり返し、着地してすぐに顔を上げると、男は『弾』の印を切っていた。

　手を弾き合わせると、燃え盛るような火球が生み出される。

　男がそれを掲げる。リオスは真正面に向かって走り込んだ。

「自殺行為だっ！」

　確かに真正面から突っ込むのだから、いい的だ。

　だが大きな攻撃をする時こそ、大きな隙が生まれるものだ。

　多少の無む茶ちやをしなければ、武装の差を覆くつがえす事などできはしない。

　失敗したら、それまでだったという事だ。大した事は無い。

　火球が放たれる。リオスは足の先を放り出し、甲板に体を擦すりつけて滑り込んだ。

　頭のすぐ上を火球が通り過ぎる。

　男の横に足から滑り込んだリオスは、すかさず膝ひざの裏の部分を蹴り上げた。

　間接部分を狙いすました一いち撃げきに、男の姿勢が崩くずれて膝をつく。

　その隙を見み逃のがすわけには行かない！　立ち上がりながら男の背後に回り、肩かたから全力で体をぶつける。男の体はたたらを踏ふんで、船ふな縁べりに追い込まれる。

「くっ！　貴様っ！」

「落ちやがれっ！」

　更に押おし込み、男を海に突つき落おとす事に成功した。大きな音と飛沫しぶきが上がる。

「よし！　どっちでもいいから銃貸せ！」

　水の精霊装甲でもない限り、金属の鎧は水に沈む。

　溺おぼれたくなければ、装甲を解除するしかなくなる筈はずだ。

　アリエッタが持ってきた銃を受け取り、海面に目を向ける。

　果たして、装甲を解除した男が、水面に浮き上あがって顔を出す。

「おいおっさん！　撃うたれたくなけりゃ、言う通りにしろ！」

　リオスは銃口を水面に向け、そう宣告した。苦々しく男は頷うなずいて見せる。

「ロープ下ろすから、腕うで輪わを外して括くくりつけろ。その後引き上げてやる」

　要求に従い、男は白銀に赤の意匠が刻まれた腕輪を、ロープの先に括りつけた。

　非展開時の精霊装甲は、抗結界紋章に装そう飾しよくされた腕輪の形を取っている。材質は精霊銀という特とく殊しゆな金属だ。これには精霊が宿っており、ゆえに精霊銀と言う。

　精霊銀には魔力を流すと、変形してその供給源を覆ってしまおうとする特徴がある。

　精霊が好物である魔力をより多く求め、餌えさを逃のがさないようにしている――と考えられているらしい。これを被ひ覆ふく現象と言うが、その際の精霊銀の強度は、既き存そんの金属素材に比べてずば抜ぬけて高く、なおかつ軽量である。

　精霊装甲はその被覆現象を利用して、装甲を展開する兵装なのだ。

「フィリア、下行ってさっきの船員呼んで来い」

　腕輪を回収し、男を引き上げて縛しばり上げた後、リオスはフィリアにそう告げた。

「おう！　すげーなリオス！　強かったぞ！」

　フィリアは目を輝かがやかせてそう言うと、階段を下って行った。

「ホントあなた達にくっついてれば安心だよ、わたし」

「お前はもうちょっと役に立て。情けねえぞ」

「いやー……砦とりで作りとか、武器の修理とかならできると思うんだけど……」

　アリエッタの言い訳を聞きつつ、リオスは精霊銀の腕輪を自分の右みぎ腕うでに装着した。思わぬ所で装備が手に入った。これで追加で敵が現れても対応できそうだ。

「使えるの？　それ」

「ああ、前は同じの使ってたからな。扱いには慣れてる」

「そっかあ。ますます頼たのもしいね」

　そりゃどうかね、とだけ答え、リオスは軍服の男に話しかけた。

「さーて聞かせてもらうぞ。何で総そう督とくがこんな事をやらせる？　何が起こった？」

　オフィンバンド島には、専門に統治を行う総督府が置かれている。

　現在の総督はシノン・レンファーム。独特の難しい事情を抱かかえるオフィンバンド島にあって、その評判は決して悪くない人物である。

「シノン総督は、ファスラーンからの独立を宣言された。そして、移民や入植者共を排除し、この島を浄じよう化かなさろうとしている。港も封鎖せよとの御命令だ」

　男は仏ぶつ頂ちよう面づらで、そう答えた。

「ええっ!?　それって……」

　アリエッタの顔が青ざめる。

「反乱じゃねえか！」

　リオスも声が震ふるえた。

「いつだ!?　いつ反乱が起こった!?」

　男を揺ゆさぶると、三日前だと返って来た。丁度海の上に居る間である。

「おーい連れて来たぞ！」

　フィリアが船員を何人か連れて戻もどって来た。

　リオスはすぐに錨を上げるように船員に言った。早く本土に戻った方がいい。

　下手をしたら、自分達たちが反乱の報を持ち帰る第一号になるかもしれない。

「ああっ！　リオス！　兵隊が来るよ！」

　アリエッタが、船が停泊する桟さん橋ばしに向かって来る明かりを見つけて叫さけぶ。

「ちっ！　おいあんたら！　ここは食い止めるから、作業は続けてくれ！　錨を上げたらすぐ出航だ！」

「ね、ねえリオス。この人を人ひと質じちにすれば、あの兵隊さん達を退たい却きやくさせられないかなあ」

　アリエッタが非道な事を言い出だす。

「……意外に黒いな、お前」

「そ、そうかな？」

「このおっさんは船に乗せて、証人にする。あのくらいなら俺おれが追おい払はらってやる」

　リオスはそう宣言すると、船から桟橋に下りた。

「リオス！　オレもやる！　アリエッタお前も来い！」

　フィリアがアリエッタを引っ張って下りてくる。

「あのへんに隠れながら援えん護ごしてくれ」

　リオスは桟橋の隅すみに積み上げられた木箱を指差して言った。

「うん！　任せろ！」

　フィリア達が隠れるのを見届けて、リオスは息を整え、精霊銀の腕輪に号令した。

「『展開エヴオルト』」

　全身を精霊の加護を得た装甲が包む。

　装着すると、重量は見た目より遥かに軽い。

　これだけの重装甲でも動きを損そこなわないのは、非常にありがたい事である。

　両手を打ち鳴らし、そして『弾たま』の印を切った。

　もう一度両掌てのひらを弾き合わせ、精霊に魔法の発動を伝えると、手の中に焔ほのおが生まれる。

　それは、先さき程ほどの精霊操者の男が生み出したものより、倍くらい大きい。

　同じサラマンデルの『弾』の印でも、扱う人間の魔力の質によって威力が変わるのだ。

　リオスは火球を掲げ、近づいて来る十人程の兵隊に警告した。

「お前らそれ以上近寄るな！　あの船はやらせねーぞ！」

　兵隊は返事の代わりに、一いつ斉せいに銃を構える。

　基本的に精霊装甲は銃弾を弾くが、当たり所が悪ければ怪我けがを負う事もある。

　あえて喰くらおうという気にはなれなかった。

「ちっ！　警告はしたからな！」

　そう毒づいて、掲げた火球を兵隊達の間に投げ込む。

　爆発と噴き上がる炎ほのおが兵士達を巻き込み、半数近くが一撃で吹き飛とんで地面に転がる。

　威力や射程では、砲ほう兵へいの野や戦せん砲ほうには及およばないが、弾だん薬やくを食わないし、小回りが利きくという点では『弾』の魔法に分があると言える。

　リオスは混乱する残りの兵士達に突っ込んで、白兵戦を仕し掛かけた。

　精霊装甲は、展開維い持じや魔法の行使に装着者の魔力を必要とするため、魔力が尽つきてしまうと、解除されてしまう。暫く時間を置けば魔力は自然と回復するが、その間の精霊操者は単なる歩兵になってしまう。そこを突かれるのが、一番危険である。

　魔法は多量の魔力を食うため、無む闇やみに使うと、活動時間を縮める事に繋つながる。

　先の見えない状じよう況きようでは、なるべく魔法の行使を控ひかえておく方がいい。

『弾』の魔法一発で敵の出鼻はくじけた。それで充じゆう分ぶんである。

　フィリアの援えん護ご射しや撃げきもあって、暫くの時間の後、全ての兵士達が地面に転がっていた。

　新手の姿は見えない。出航までの時間は稼かせげそうである。

「なあ、排除ってつまり何しようとしてるんだ？」

　甲板に戻り、反乱勢力が移民や本土からの入植者の排除を目的にしていると伝えると、フィリアはそう言って首を捻ひねった。

「邪じや魔まだから、殺したり追い出したりするって事だな」

「ええっ!?　オ、オレここに残る！」

「あん？　あぶねーからやめとけ」

「そうだよ。この様子じゃ、基地に出頭してもしょうがないよ」

　アリエッタもリオスに続いて、フィリアを宥なだめた。

「違ちがう！　母ちゃんがここにいるんだよ！　心配なんだ！　オレ達、移民だし……」

「……そういやそんな事言ってたな」

「で、でも下手をするとフィリアだって殺されるよ？　戻って無事を祈いのろうよ」

「嫌だ！　オレが勝手に残るだけだから、お前達に迷めい惑わくかけないだろ！」

　フィリアは噛かみつきそうなくらい激しく、アリエッタに反発して見せる。

「ったく……あーめんどくせーめんどくせーめんどくせー」

　リオスは後ろ頭を掻かいた。大きな溜ため息いきが口から漏れた。

「何だよ！　母ちゃんの心配して何が悪いんだ！」

「うるせえ。おい、急いで荷物下ろすぞ」

「えっ？」

　フィリアが大きな空色の目をぱちくりとさせる。

「んだよ。荷物置いてくのか？」

「い、いや持ってく！」

「ちょ、ちょっとリオス！　あなたも残るの!?」

「ガキ一匹ぴき置いてくのも寝ね覚ざめわりいからな。俺おれ達たちがついてってやるしかねえだろ」

「ええっ!?　達って？　達って誰だれ!?」

　リオスはアリエッタの肩をぽんと叩たたいた。

「頑がん張ばれ。弾込め職人」

「そ、そんなぁ！　危ないよ！　怖こわいよ！」

「リオス、アリエッタ。ありがとう！」

　フィリアは顔を輝かせて、屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せる。

「うう……わたしは……」

「まあ、こいつの家族捜して、後は暫しばらくどっかに隠かくれてりゃいいんだ。連れん絡らくさえ行けば、すぐに本土から派兵して、鎮ちん圧あつしてくれるだろ。何とかならあ」

「そ、そうかなあ……」

「よし行くぞ！」

　リオスは有う無むを言わさず号令を掛かけた。




◆◇◆




　定期船の出発を見届けたリオス達は、フィリアの実家に向かう事にした。

　彼かの女じよの実家は、ここ――ライオードの街の貧民街にあるらしい。

　ライオードの街は、オフィンバンド島と外部との玄げん関かん口ぐちとも言える存在である。

　大きな港や市場があり、島で最も栄えている都市だ。

　旧王国時代はこの街が首都であり、現在の総督府もこの街に置かれている。

　地理的には街の東側は海、その他ほかは平野に面する。

　街から伸のびる街かい道どうは、南西に行けば行楽で有名なナトルハ、北西は炭鉱都市ゴラントに至る。また、これらの都市の間には鉄道も走っている。

　フィリアの実家があるという貧民街が位置するのは、街の南部になる。

　南の郊こう外がいに、島で犯罪を犯おかした者達を服ふく役えきさせる施し設せつ――タイゲイト監かん獄ごくがあるため、多少なりとも蓄たくわえがある者は、その近くには住みたがらないのだ。

　そのため自然と南側に貧しい者が集まるようになり、貧民街が形成される事になった。

　住民の暮し向きが南に行く程良くないのは、比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな層が多い港周辺から南に下って行くと、明らかに見て取れる。始めは庭がある一いつ軒けん家やばかりだった町並みが、狭せまい路地に押し込められた集合住宅に変わって来るのだ。

「人が全然歩いてないね」

　アリエッタが不安そうに口を開く。

「確かにな……いるのは兵隊だけだ。こりゃ異常だな」

　港から貧民街に入るまで、結構な距きよ離りを移動して来た。

　だが何組かの兵隊は見かけたが、住民の姿は全くなかった。

　兵隊に近づくのは危険なので身を隠してやり過ごしてきたが、外を歩いている住民が居れば、現在の状況について情報を得たい所なのである。

「外出禁止令でも出てるのかも知れねえな」

「だとしたら、この街は完全に反乱軍に支配されてるって事かなあ」

　そうかもな、と応じてアリエッタの言葉を肯こう定ていする。

「正規の軍の方は何してやがるのかねえ」

「全員寝ね返がえっちゃったのかなあ」

「そりゃねえだろ。移民とか、本土からの入植者も軍にはいるはずだ。そういう奴やつが反乱に加担するとは思えねえ」

　目の前にその例――フィリアが居る。

「そうだぜ。オレ反乱なんか絶対参加しねーぞ」

　フィリアが唇くちびるを尖とがらせてそう言う。

「そっか……ごめん。ねえ、そもそもこの島ってどういう状態だったの？　わたしはこの島の事よく知らなくって」

　ならば簡単に説明しておいた方が良いかもしれない。リオスはそう判断した。

「んー。この島が昔は独立国だった事は知ってるよな？」

「うん。二十年くらい前だよね？　ファスラーンに併へい合ごうされたのは」

　オフィンバンドの旧王国と、ファスラーンの間で戦争が起こり、勝ったファスラーンがこの島を領有するようになったのである。

　旧王国の王家は解体され、その代わりに総督府が置かれる事になった。

　それに対する島民の考え方は二つで、旧王国の復興を理想とする独立派、ファスラーンの一部となる事を容よう認にんする恭きよう順じゆん派に別れる。

「特に戦争を知ってる世代じゃあ、未いまだに本土への反発が強くてよ。独立派も無視できねえ力を持ってんだ」

「現に反乱が起きてるわけだしね」

　アリエッタが憂ゆう鬱うつそうに呟つぶやく。リオスはそうだな、と言って応じた。

「本土の方では何も対応を取って来なかったの？」

「やってたぜ。本土からの入植者とか、他国からの移民を積極的に島に入れてる。これは島の人間の独立意識を薄うすれさせて、本土と同化させちまおうっていう狙ねらいだな」

「色んな人間を混ぜれば、違う国だった事を忘れるのも早まるって事だね」

　本国の狙いとしては、オフィンバンド人という意識を捨てさせて、ファスラーン人としての帰属意識を持たせたいのである。

「だな。けど独立派の連中は、外から来た人間を外がい民みんなんて呼んで敵視してる。外民は漏もれなく恭順派だしな。だから、外民を直接攻撃したりしてたんだ」

「怖いね……」

「やられる側も黙だまってやられてるわけじゃねえ。恭順派と組んで独立派の排はい除じよを総督に働きかけたり、過激なのになると、これも相手を直接攻撃したりしてた。まあお互たがいの報復合戦を、総督が何とか押さえ込んでたって感じだ」

　リオスがそう説明を締しめくくると、アリエッタは首を捻ってみせる。

「うーん。その総督が何で反乱なんて起こしたのかな？　元々独立派だったの？」

「元々は皆みなに公平で、割かし評判は良かった筈だ。何でこんな事になってるのかは、わからねーな。正直俺も驚おどろいてる」

　リオスは肩を竦すくめて、お手上げの姿勢を示した。

「なあ、よく分からねえけど……」

　黙って聞いていたフィリアが、口を開く。

「いや、お前は分かってろよ。自分の住んでるとこだろうが」

「しょうがないだろ。お前の言い方、何か小難しいんだもん」

　不服そうに頬ほおを膨ふくれさせる。

「……知るか。お前がアホだからだ。んで、何か言いたい事でもあったのか？」

　フィリアはうんと頷く。

「お前、やけにこの島のことに詳くわしいなって思ってさ」

「ああ、そりゃ俺もこの島出身だしな」

　リオスがさらりと言うと、フィリアとアリエッタは、ええっと驚きの声を上げた。

「あ、あなたの家族の事はいいの？」

「そうだぞ！　オレに付き合わなくていいから、自分の家行けよ！」

「うっせーな。大だい丈じよう夫ぶなんだよ。俺の家、独立派だろうしな」

「えっ!?　そうなのか……」

　フィリアが気まずそうに視線を伏ふせる。

「お前もそうなのか？　お前もオレ達……痛っ！」

　フィリアが皆まで言い終える前に、リオスは彼女の後頭を叩いていた。

「ふん。俺が独立派だったら、さっさとお前ら捕つかまえて、さっきのおっさんに仲間にしてくれって頼んでるぜ」

「そ、そっか。そうだよな。ごめん」

　フィリアはそう言いながら、後頭を擦る。

「俺は誰と誰がいがみ合おうが、興味ねえ。そういうの、めんどくせえしな」

　ファスラーン軍の軍人である以上、上官が戦えと言った相手と戦うだけである。

　余計な事を考える必要は無いし、そのつもりもない。その方が楽でいい。

「んな事より、お前の家はまだかよ？」

　次の角を右に行ってすぐ、とフィリアは答える。

　その通りに進むと、そこは赤い外がい壁へきの集合住宅だった。その二階の一室が自宅らしい。

　狭い階段は真っ暗で、途と中ちゆうでアリエッタが躓つまずいてこけていた。

　二階に上がり、扉とびらが並ぶ通路を進む。フィリアは三番目の扉の前で立ち止まった。

「あれ？　変だ。鍵かぎ開いてる……母ちゃん！」

　勢いよく扉を開け、部屋の中に入って行く。リオス達もそれに続いた。

「母ちゃん！　帰ってきたぞ！」

　だが、それに答える者は誰も居なかった。室内に空むなしく響ひびくのみである。

「何処どこ行ったんだよ、母ちゃん……」

　フィリアはすっかり肩を落としてしまった。

「家族は母ちゃんだけか？」

「うん……」

　声をかけると、捨てられた子犬のような視線がこちらに向けられる。

「……とりあえず、仮か眠みんがてら朝まで待ってみるか。今外をうろうろするのもやばそうだしな。朝になれば様子も変わるかも知れねえ」

　リオスの提案に、横で聞いていたアリエッタが、そうだねと言って頷いた。

「でも……」

　気が気ではないフィリアは、ぐずるような様子を見せる。

「闇やみ雲くもに捜しに出ても、兵隊に見つかるだけだぜ。今は我が慢まんして寝ねとけ。朝まで帰ってこなかったら、一いつ緒しよに捜してやる」

「ここはリオスの言う通りにしようよ？　下手に無理して怪我でもしたら、お母さんも悲しいと思うよ」

「……分かったよ。毛布出して来るから、ちょっと待っててくれ」

　二人がかりの説得に、フィリアも折れて頷いた。







◆　第二章　紅くれない剣けん鬼き　◆







　大小二つの棺かん桶おけを運ぶ葬そう列れつの中に、赤茶けた髪かみと瞳ひとみをした少年が混ざっていた。

　少年の顔に表情は無い。まるで置物のように、ただそこにいるだけだった。

　大きくて骨ばった手が彼かれの肩かたに置かれても、その手の主を見る事すらしない。

　俯うつむかず、涙なみだも見せない少年を、立派であると評する人間も居た。

　だが、少年は努めてそうしていたわけではない。

　怒いかりや憎ぞう悪おが冷たい嵐あらしとなって少年を襲おそい、表情や涙を凍こおりつかせてしまったのだ。




　しばらくの時間が過ぎた。




　随ずい分ぶん髪かみの毛けが伸びた少年は、薄うす暗ぐらい廃はい墟きよの中にいた。

　立派な体格をした成人の男を組くみ敷しいて、その上に馬乗りになっている。

　もっと幼い頃ころから、過か剰じようなくらいに武術を仕込まれていたため、その程度は少年にとって難しい事ではないのだ。

　少年は無表情なまま短たん剣けんを取り出し、一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいも見せずに、男の胸に突つき立たてた。

　悲鳴。鮮せん血けつ。返り血。

　それらに対しても少年は無反応を決め込み、何度も何度も男の体を刺さした。

　心に吹ふく冷たい嵐に、突き動うごかされるがまま。




　しばらくの時間が過ぎた。




　少年の瞳の中には、棺桶を運ぶ葬列の姿が映し出されていた。

　それは、少年が殺あやめた人間のために用意された葬列だった。

　その中には、少年と同じような年とし頃ごろの子供達も混ざっていた。

　絹のような髪を、風に揺らす少女。

　闇やみを凝ぎよう縮しゆくして詰つめ込んだような瞳は、まるで以前の自分だ。

　それを見て、少年は悟さとった。

　そして、心に吹く冷たい嵐は、ようやく止やんだ。




　しばらくの時間が過ぎた。




　少年は、もう少年とは言えない位の年ねん齢れいに成長していた。髪も短く揃そろえている。

　肩で息をしながら、頬のこけた無ぶ精しよう髭ひげの男を睨にらみつけている。

　男は左の目から頬にかけて、縦にざっくりと刀傷を負っていた。

　だが、顔半分を真っ赤にしながらも、残った方の切れ長の瞳は、異様に輝かがやいている。

　また会おう――お前も俺の影かげにしてやる。

　男はそう言って笑った。

　思わず身み震ぶるいしたくなるような、凄せい惨さんな笑顔だった。




◆◇◆




「うっせぇ！　二度とそのツラ見せんじゃねえ！」

　幻げん影えいを打うち払おうと振ふりかざした手は、何かふにゃりとしたものの上に着地した。

　温かく、柔やわらかく、瑞みず々みずしく、本能的に吸い付いてしまうような手て触ざわりだった。

「えっ!?　や、や、やや、やめろアホっ！」

　上がった悲鳴に、ぼんやりとした意識が切きり裂さかれる。

　脳のう裏りに浮うかんでいた蛇へびのような男の顔は、若く、小こ綺ぎ麗れいに整ったものに変化していた。

　少女のような目元の柔らかさと、少年のような険を併あわせ持もつ様子は、小綺麗なはずなのにある種複雑で、どう捉とらえていいものか迷わせてくれる。

　そんな複雑な容姿の持ち主は、今は頬を上気させて、怒りの目をこちらに向けていた。

「死ねっ！　この野や郎ろう！」

　鳩尾みぞおちに拳こぶしが叩き落おとされる。避さけることが出来ずに、リオスは見事に悶もん絶ぜつした。

「ぐおおっ……！　てってめえっ！　いきなり何しやがる！　ぶっ飛ばすぞ！」

　何とか上半身を起こしつつ、リオスはフィリアに凄すごんだ。

　窓からは陽光が差し込んで、外から鳥の囀さえずりが聞こえて来る。

　どうやら完全に夜は明けているようだ。

「お前のせいだろっ！　い、いきなり人の胸触さわりやがって！」

　寝ね巻まき姿のフィリアは、胸むな元もとを護まもるように腕うでを組みながら、声を上げる。

「ああん？　うそつけ。お前にそんなありがてえもんが――」

　あるわけないと続けようとして、リオスは固まった。

　ある。小ぶりだが確かにそれと分かる山が二つ。

「あれ……？」

　今までそれらしいものはなかったはずだが。

「おいフィリア！　お前なんか生えてるぞ！　悪いモンでも食ったか!?」

「アホか！　これは元々だ！　普ふ段だんはこう、布でぎゅーってやってるだけだ」

　フィリアは不ふ貞て腐くされた表情で、ぶつぶつと文句を続ける。

「ったく、うなされてるからちょっと様子見てやったらこれだ。心配して損した」

「つーか隠すほど立派なモンでもねえだろうに。何でんな事やってんだよ」

　呆あきれて問とい掛ける。

「女ってだけでナメられるからな。だからそれっぽくないようにするんだ」

「お前がナメられるのは、女だからじゃなくてアホだからだと思うぞ、俺おれは」

　素す直なおな感想を述べると、思いっきり睨まれた。

「んで、母ちゃんはどうした？　帰ってきたか？」

　話を変えて尋たずねてみると、フィリアは首を振った。

「ううん。まだ帰ってきてない」

「そうか。んじゃ捜しに行かねえとなあ」

　伸びをして、体に活を入れる。毛布を借りて床ゆかで寝たので、多少首や肩が凝こっていた。

　そんなこちらの様子を見て、フィリアはその事だけど、と切り出だして来た。

「あのさ、さっき他の部屋に人が残ってないか見て来たんだ。そしたら知り合いの爺じいちゃんが一人残っててさ」

「へえ。その爺さんは何があったか知ってたのか？」

「うん。兵隊が来て、この辺に居る移民連中をタイゲイト監獄に連れて行ったんだって。爺ちゃんはずっと島の人間だから、助かったって言ってた」

「じゃあお前の母ちゃんもタイゲイト監獄か……めんどくせえ事になったな、こりゃ」

　タイゲイト監獄は、塀へいが高く更さらに周りを堀ほりで囲まれており、侵入も脱だつ走そうも至難である事で知られている。普段は犯罪者を服役させる場所だが、今や移民や入植者の収容所に早変わりという訳だ。逃にがさないように、普段より警備も厳重だろう。

「母ちゃん大丈夫かな……」

　もう殺されているかもしれない。そう思ったが口には出せなかった。

　捕まえた人間の食事代だってタダではないのだ。独立派の反乱軍は移民、入植者を排除しようとしているのだから、わざわざ生かし続ける積極的な理由も見当たらない。

「とにかく行動だ。監獄の様子を見に行こうぜ」

　無責任な気休めは言えない。ただ背中を押おしてやる事しかできない。

　リオスたちはアリエッタを起こし、すぐに準備を整えて外に出る事にした。

　向かうのは街の南側の郊外にある、タイゲイト監獄である。

　目立たないようにするため、三人とも普ふ段だん着ぎで、銃じゆう剣けんも置いて来た。

　リオスは黒いズボンと白い襟えり付きのシャツを身に纏まとい、袖そでに隠してサラマンデルの宿った精せい霊れい銀の腕うで輪わを身に着けておいた。いざという時はこれに頼たよるしかない。

「なあ、結構人いるな」

　そう言うフィリアは男装をしており、傍はた目めには背が小さく、線の細い少年だった。

「だな……こいつらみんなタイゲイト監獄に行くのか」

　確かにフィリアの言う通り、リオス達たちが歩く道には結構な人通りがあり、皆同じ方向に歩いている。兵隊も結構道に出ているのだが、それを咎とがめる様子はない。

「ね、ねえ大丈夫なのかなあ？　兵隊が沢たく山さん居るよ」

　アリエッタの格好は、薄い黄色のブラウスに、黒のスカート。

　やっぱり胸の所がかなりきつそうである。

「ビビるな。怪あやしまれるぞ。何食わぬ顔してりゃばれねえよ」

　怯おびえて挙動がおかしくなりそうなアリエッタを窘たしなめる。

　兵隊の前を平気で歩いているのを見るに、今外にいるのは、移民や入植者ではない、元々の島の住民達だろう。元々の住民は反乱軍の拘こう束そく対象外だ。中に紛まぎれてしまえば、きっと兵隊からは見分けがつかない。

　呼び止められて詰きつ問もんされたら困るが、そうならないためには、兵隊の目に留とどまらないよう自然にしておく必要がある。アリエッタのように怯えた様子を見せるのはよくない。

「な、何かあったらお願いね？　わたし達たち丸まる腰ごしだし」

「お前は武器持ってても変わんねーじゃねーか」

　フィリアがあっさりそう言って論破した。

「い、いやそうなんだけどね……気分って言うか何ていうか……」

　アリエッタはしょんぼりと肩を落とした。

　リオス達の歩く道は街の外まで繋つながっており、かつての城じよう塞さいを潜くぐり抜ぬけ、薄暗い森の中へと周りの風景が変わって来た。湿しめり気けのある空気が、生なま温ぬるく肌はだにへばりついてくる。

「な、何か不気味な森だねえ」

「タイゲイト監獄はな、旧王国が更に別の国だった頃からずーっとこの森の中にあって、ずーっと監かん獄ごく兼けん処しよ刑けい場じようだ。この森には処刑された奴やつ等らの無念が積もりに積もってるのさ。昼間でも出るって言うぜ」

「で、出るって何が……？　そ、そういう冗じよう談だんは止めようよ」

「そ、そうだぞっ！　そういうのは止めろっ。趣しゆ味みわりいぞ」

「何だよお前までビビッてんのか。ちっとは女らしいじゃねえか」

「う、うっさい！」

「まあ気をつけろよ。ビビッてるやつから取とり憑つかれて、体を奪うばわれるらしいぜ？」

　含ふくみ笑わらいしながら言ったこちらの言葉に、二人はごくりと喉のどを鳴らす。

　出し抜けに、わあっという歓かん声せいが離はなれた所から上がった。

「うわわわわっ!?」

「ちょっ……！　抱だきつくなアリエッタ！」

「うっせえなあ。静かにしてろ。しかし何だ？」

　リオスは歩を早め小走りになって、それまで登っていた坂の頂点まで駆かけた。

　斜しや面めんが邪じや魔まして分からなかった向こう側の様子が、見み渡わたせるようになる。

　目に入ってきたのは、巨きよ大だいで分厚い灰色の塀と、それを取り囲む濁にごった水を溜ため込んだ堀、その外側の脇わきに設けられた、柵さくで囲まれた広場に集まる人々の姿だった。

　その広場は、監かん獄ごくに併へい設せつされた処刑場である。中央には大きな木製の処刑台があり、その台の上には処刑器具――ギロチンが五台も並んで設置されていた。

「な、何事？」

　追いついてきたアリエッタが愚ぐ問もんを発する。

「あれ見りゃ分かるだろ、公開処刑だ。朝っぱらからいい趣味だねえ」

　ギロチンを指差して、リオスは毒づいた。ここに向かっていた人間は、処刑を見物に来たのだ。また歓声が上がる。台の上に男が立って、民衆に何事か呼びかけ、煽あおっていた。

「！　あいつ……！　何でこんな所にいやがる！」

　頬のこけた、無精髭の男だ。左の目から頬にかけて、縦に大きな傷がある。

　残った右の瞳は切れ長で、受ける印象はさしずめ手負いの大だい蛇じやと言った所だ。

　二度と顔を見たくなかったのに、希望は叶かなわなかったようである。

　嫌いやな汗あせが出て、体中が緊きん張ちようした。そんなに大それた望みだっただろうか。

　この広い世界で、たった一人の人間にもう会いたくないというだけなのに。

「知り合い？」

　知らないアリエッタには、リオスの緊張は伝わっていないようである。

「顔は知らねえか？　でも名前聞けば分かるぞ。あれがキルマールだ」

「ええっ!?　それってあの反逆者キルマールの事？」

　アリエッタは吃驚びつくりして顔を引き攣つらせる。

「ああ。そうだ」

　リオスは頷うなずいて肯こう定ていした。

　半年程ほど前の事である。

　北方守備隊の慰い問もんに訪おとずれたファスラーン国王が、式典中に襲しゆう撃げきされる事件が起きた。その襲撃犯が、当時精霊操者エヴオルターの一部隊を率いていた隊長――キルマールだった。

　国王は命は取り留めたものの大おお怪け我が。その他ほか多くの将校や兵に死傷者が出た。

　当時は国中大おお騒さわぎで、反逆者キルマールの名は広く知しれ渡わたっている。

「オレも聞いたことある。でも、そいつ死んだんじゃなかったのか？」

　色々と物事に疎うといフィリアも流石さすがに知っていたようで、そう尋ねてきた。

　確かに世間的には、その場でキルマールは殺された事になっている。

「ありゃ嘘うそだ。実際は逃げられてる。国王陛下が大怪我してるのに取り逃がしたなんて、面めん目ぼく丸まる潰つぶれだろ？　世せ間けん体ていを取り繕つくろったんだよ」

「お前北方守備隊に居たんだっけ。もしかしてその時にいたのか？」

「ああ。気をつけろよ、目をつけられる様な事はするな。あいつに狙われたら、まず間ま違ちがいなく殺されるぞ」

「そ、そんなに強いの？　あなたでも敵かなわないの？」

「今の俺じゃ、十回戦ったら十回負けるね。戦う気も起きねえ」

　キルマールも精せい霊れい装そう甲こうを使う精霊操者だったのだが、魔ま力りよくの質、量共に常人の域を遥はるかに超こえ、その実力は、全すべての精霊操者の中でも三本の指に入ると言われていた。

「あいつの精霊装甲には、上級精霊が宿ってる。上級精霊なんてよっぽどずば抜けた魔力の持ち主じゃねえと扱あつかえねえんだ」

　精霊には多種多様な存在がおり、力の強さや性質も様々である。

　それを体系的に区分けするために、属性、象しよう徴ちよう、階級という用語が定義される。

　属性とは、大まかに分類した性質の事であり、これは火水土風光闇の六種類。

　象徴とは、各属性の下の、もう少し細かい精霊の性質の分類を示す。

　例えばサラマンデルであれば、属性は火で象徴は焔ほむらだ。

　そして階級とは、属性や象徴に関かかわらない、純じゆん粋すいな精霊の力を示す。

　これは下級、中級、上級の三段階に別れる。

　一いつ般ぱん的てきな精霊操者の能力は、火なり土なりいずれか一系統属性の中で、一つの象徴の下級精霊を操あやつる事が出来る。と言った程度である。

　中級以上の精霊装甲を扱えたり、複数の種類の属性を扱える者は、それだけで優ゆう秀しゆうな部類に入る。

「ちなみに俺のサラマンデルは火の下級精霊な。正直格が違ちがう。あの事件の時、あいつは何百人もいた兵隊を一人でほぼ壊かい滅めつさせたんだぜ？　俺には真似まねできねえよ」

　肩を竦すくめてそう述べ、リオスは先頭に立って処刑場の広場に足を踏ふみ入いれた。

　周囲を包つつむ異様な熱気は、手を荒あら縄なわで縛しばられた囚しゆう人じん達たちが連行されて来ると、更に高まりを見せた。自分は趣味ではないが、処刑を金のかからない見世物とする考え方もある。

「ああっ！」

　フィリアがいきなり大声を上げる。

　どうしたのか尋ねる前に駆け出してしまい、処刑台に上ろうとするが、警備の兵士に止められ、取り囲まれてしまう。

「フィリア！　やめろ！　騒さわぐなって言っただろうが！」

「だって母ちゃんが！　あそこにっ！　母ちゃんっ！」

「何っ!?」

　処刑台に居る囚人達の内の一人、長い金きん髪ぱつをした中年の女性が、フィリアの方を見て吃驚したように目を見開く。そして唇くちびるが動いて、娘むすめの名を――

　呼ぼうとしたのだろう。だが、それは出来なかった。

　その前に、首が飛んだのだ。首のない人間は、話す事など出来はしない。

　キルマールだ。その体は、いつの間にか精霊装甲に包まれていた。

　頭から生える雄お鹿じかのような、曲がりくねった二本の角。背には骨組みだけの翼つばさ。左右の手の甲こうから伸のびる鈎かぎ爪づめ。全身の文様。それら全てが真っ黒く、禍まが々まがしい。

　人を殺し、影を奪うと言われる闇の上級精霊――ペリュトンの精霊装甲だった。

　その鈎爪が、フィリアの母と、その他の囚人達の首を次々と落としたのだ。

　絶ぜつ叫きようするフィリアに、処刑台の上からキルマールが視線を送る。

　指先が、魔ま法ほうのための印をなぞり始めた。

　その時既すでにリオスは精霊装甲を展開エヴオルトしていた。フィリアを囲む兵士をなぎ倒たおし、有う無むを言わさず手を引っ張る。そして、一目散に処刑台に背を向けた。

「アリエッタ！　逃げるぞ！」

「う、うん！」

　だが広場の出口を、騒ぎを見た別の兵士が固めていた。後ろからも兵士が追って来る。

　挟はさみ撃うちだ。リオスはフィリアをアリエッタに任せ、素す早ばやく『壁かべ』の印を切った。

　火柱がいくつも噴ふき上あがり、横一列に並んだ壁を形成する。

　それは後方から追ってくる兵士達と、こちらを隔へだてる障しよう壁へきとなる。この壁は少しの間、消えずに持続する性質を持っている。今の内に出口を破って逃げる！

　出口を固める兵士達は、一いつ斉せいに銃剣を発はつ砲ぽうする姿勢で構える。
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　周囲に観衆が居るのに、である。

「！　二人とも伏ふせろ！」

　二人の前に出て、銃じゆう弾だんの軌き道どうを防ぐため、覆おおい被かぶさる。同時に『弾たま』の印を切る。

　一斉に発はつ砲ぽう音おんがし、何発かの弾だん丸がんが装そう甲こうの表面を叩たたいた。

「無事か!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　アリエッタの返事を聞きながら、両手を弾き合わせる。火球が両手の中に生まれる。

　それを出口側の兵士達に投げ入れる。爆ばく発はつと噴き上がる炎ほのおに、たちまち隊列が崩くずれる。

　急いで通とおり抜け、森の道に出る。今の所、キルマール自身は追いかけて来ない。油断しているのか興味が無いのか、分からないが、とにかく来ないうちに逃げるしかない。

　だがまた、進行方向の道を兵士が固めていた。

「ちいっ！」

　もう一発『弾』の魔法を発動させるべく、印を切り始める。

　この調子で魔法を連発していれば、程ほど無なく魔力が尽つきるだろう。いい傾けい向こうではない。

　リオスは生み出した火球を掲かかげ、兵士達に投げ込もうとした。

　が、その前に兵士達は頭上から襲う強風に煽られて、次々に吹き飛とばされて行った。

「な、何!?」

　アリエッタが驚おどろきの声を上げる。

　リオスは衝しよう撃げき波はの向かって来た方向――上を見上げた。

　そこに居たのは、黄緑の抗こう結けつ界かい紋もん章しように包まれた精霊装甲だった。

　露あらわになっている長い銀ぎん髪ぱつや、丸みのある体形から、女性であることは一目で分かる。

　頭の部分が幅はば広ひろの額冠サークレツトの形状をしており、その他の部分もやや薄うす手での装甲だ。

　各精霊固有の外見的特とく徴ちようを除くと、展開時の装甲の形状は、装着者の魔力の性質によってやや左右される。このような装甲になる者は、逆に魔法を使った時の威い力りよくは高めになる傾向がある。

　女精霊操者の、額冠の側頭部に注目する。

　大きな羽はね飾かざりがあしらわれており、これも抗結界紋章と同じく黄緑。

　宙に浮いているのは、魔法の力だ。飛行用魔法は風の精霊装甲の大きな特徴である。

「シルフィード……！」

　風の下級精霊である。象徴は、強風。

　緊張感を漲みなぎらせ、その主は呼びかけて来る。

「私の手に掴つかまって！」
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「そうですか……お母さんが」

　フィリアの部屋に戻もどって事情を説明すると、風の精霊装甲の主は大きく溜ため息いきを吐ついた。

　リオスと同じくらいの年頃の、長い銀髪の女である。名前はミレイユと言うそうだ。

　少し目め尻じりの下がった切れ長の瞳ひとみに、すっきりした鼻筋、やや厚めの唇。顔立ちから受ける印象は柔らかく知的である。それでいて出る所が出て、引っ込む所が引っ込んだ理想的な体つきからは、肉感的な艶なまめかしさを感じる。

　絵画の中の美女が、肉を得てそのまま出てきたかのような、隙すきの無い美び貌ぼうだ。

　着ている上下一体の白い服は、裾すそがやや短めで、少々目の毒にも感じる。

「とにかく、あんたのおかげで助かった。礼言っとくぜ」

　彼かの女じよがシルフィードの『翼』の魔法で、リオス達を空に運んでくれたのだ。それで何とか逃げのびる事が出来た。

「いいえー。いいんですよう」

　ぱたぱたと手を振る。

　見た目の割に口調が間延びしていて、ちょっと肩かた透すかしを喰くった気分になる。

「それより、皆みなさんはこれからどうされるおつもりですか？」

　そう言われて、リオスとアリエッタはお互たがいの顔を見合わせた。

　特に何も決めていない。フィリアの母を捜さがして、その後反乱鎮ちん圧あつまで潜せん伏ぷくするつもりだったが、いきなり最初の段階で躓つまずいたのだ。

　フィリアの方を見ると、壁にもたれかかりながら膝ひざを抱かかえ、俯うつむいているだけである。

　まだ衝しよう撃げきが大き過ぎて、何も考えられないと言った様子だった。

「よろしければ……私達に御ご協きよう力りよく頂けませんか？」

「あんたは、正規の軍の方の人間だな？」

　服装は軍服でも何でもないが、精霊装甲を持っている以上、ほぼ間違いなく軍に属する人間だろう。精霊装甲は民間には流通していない。そして、反乱軍の手からリオス達を助けたという事は、それと対立する立場である。そのくらいは容易に想像がつく。

「ええ。今は少しでも戦力が必要です。是ぜ非ひお願いします」

　ミレイユは真しん剣けんな瞳でこちらを覗のぞき込む。リオスは頬ほおを掻かいた。

　反乱軍に協力する気はない。ならば正規の軍の方に合流して戦うのが、ファスラーン軍の人間としては正しい。

　リオス一人だけならそうするのだが――気になるのはフィリアだ。

　今の状態で戦わせるのは酷こくだ。安全な所に匿かくまって、落ち着けるようにする必要がある。

　リオスが何か言う前に、フィリアの方が口を開く。

「オレも協力する！　母ちゃんを殺した奴やつらと戦うんだろ？　オレも戦いたい！」

「……お前はやめとけよ。無理すんな」

「無理じゃねえ！　黙だまってじーっとしてる方が耐たえられねえよ」

「ありがとう、フィリアちゃん。歓かん迎げいしますよ。さあお二人はどうされますか？」

　にこにこと、ミレイユは問い掛かけて来る。

「……」

「……わたし達も一いつ緒しよに行くしか――ないよね？」

　アリエッタまで折れて、こちらに同意を求めた。リオスも黙って頷いた。

「で、今どういう状じよう況きようになってんだ？　教えてくれ」

　とりあえず、現状の把は握あくが十分ではない。

　まずは、知り得る限りの情報を頭に入れておきたい。

「皆さんもうご覧になったかと思いますが、この街は完全に反乱軍の支配下です。三千名の兵員の内二千が反乱軍に、残りは殺されるか、タイゲイト監獄に囚とらわれています」

「……他の街の部隊は？　全部総そう督とくについたのか？」

「ナトルハの部隊は総督につきましたが、ゴラントのバーナード大たい佐さの部隊は反乱への加担を拒きよ否ひしています。現在反乱軍側の兵力は――ナトルハの部隊と合わせておよそ三千。正規軍の方はバーナード大佐の部隊のみ――およそ千名です。私も本来は、バーナード大佐の副官なんですよねえ」

「三倍の兵力差ね。で、どう逆転するつもりだ？　副官のあんたが敵地に乗り込んで来てるのは、何か作戦があるんだろ？」

　ミレイユは一つ頷いて、説明を始める。

「まずは足止めですね。ライオード市街に展開中の敵軍を散発的に攻こう撃げきし、警けい戒かい心しんを掻き立たてます。それによって反乱軍のゴラントへの出兵が遅おくれて、本土からの援えん軍ぐんが間に合えば言う事無しです」

「ふーん……」

　リオスは腕うで組ぐみの姿勢を取った。

　反乱軍側に立って考えると、一刻も早く島全土の支配権を得て、本土からの出兵に対たい抗こうできる態勢を整えないと、話にならない。それは向こうも承知だろう。

　ならば多少の被ひ害がいなど無視して、ゴラントに襲おそいかかるのではないか、と思える。

　無視できない被害を与あたえられれば別だが、それには相当な戦力がいる。

　それ程の戦力がライオードに潜伏しているとは思えない。そんなに戦力を裂さいてしまうと、逆にゴラントが手て薄うすになってしまい、反乱軍が攻せめて来た時に対応できないからだ。

　最悪、ライオードに潜伏している側と、ゴラント側の部隊が各個撃げき破はされる。

「それが作戦の本命ってわけじゃねえんだろ？　次はどうする？」

「はい、反乱軍がゴラントへ侵しん攻こうを始めたら、タイゲイト監獄を襲撃して、捕つかまっている兵員を解放し、ゴラントの部隊とで挟み撃ちにしちゃおうかなあって」

　上手うまく行けば兵力差も縮まり、挟きよう撃げきの態勢が取れるという点でも優位に立てる。そうミレイユは付け足した。

「なるほどな……タイゲイト監獄の襲撃が肝きもだな」

「ええ。いざ襲撃する時のために、偵てい察さつしてたんですよお。そしたら皆さんが大変で」

「ああ、悪かったな、手間かけてよ」

「とんでもない。貴重な戦力に加わって頂ける事になりましたし――ね？」

　ミレイユは、意味深な笑え顔がおをこちらに向ける。

　アリエッタがどういう事かと視線を向けて来る。が、リオスはそれを無視した。

「話は決まった。行こうぜ、ぐずぐずしてられねえ」

　リオス達は荷物を纏め、ミレイユの案内で彼かの女じよ達たちが使用している拠きよ点てんに向かった。港に近い所にある高級住宅街――その中にある屋や敷しきの一つがそれであるそうだ。
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　タイゲイト監かん獄ごく襲しゆう撃げき部隊の潜伏先の一つとなっている屋敷には、ミレイユ以外の人間も何人かおり、皆仲間であると説明された。

　リオスは一人で部屋を一つ使っていい事になり、フィリアとアリエッタはミレイユと同じ大部屋を使う事になった。

　屋敷には中庭があり、そこで運動や作業が出来るのだが、今日のアリエッタはずっと中庭だ。何かを作りたいらしい。

　夕刻。ミレイユ曰いわく『夜遊び』に出かける少し前、丁度中庭に出ていたリオスに、アリエッタが駆け寄よって来た。

　何か木製の傘かさ立たてのような物を抱えている。

「ねえリオス、これ見て！」

「何だそれ？」

　どうやらこれをずっと作っていた模様である。

「銃じゆうを沢たく山さん持ち運べるようにって。ほら、背負えるんだよ、これ」

　アリエッタが、木き枠わくにくっついたベルトに肩かたを通す。

　よいしょと背せ負おうと、その動きに合わせて胸が波打つように揺ゆれる。

　これだけ大きいと、肩が凝こるのではないかと、どうでもいい事が一いつ瞬しゆん気になる。

　とりあえず、傘立てならぬ銃立てらしい。

「何でまたそんなもん」

「これで沢たく山さん銃じゆうを持って行けば、少しでもフィリアの役に立つかなって思って」

「まあ銃がいっぱいありゃあ、連射はできるわな」

　リオスがそう言うと、アリエッタは満足気だった。

「良かった。わたしがしてあげられるのって、これくらいだから」

「やけにやる気だな、お前」

「そりゃあ、フィリアを見てたらね。わたしもやらなきゃって気になるよ。あんな事があったのに泣きもしないで……立派だよホントに。出来るだけ、何かしてあげたいんだ」

　気弱ながらも目に光を込め、アリエッタはそう言った。

「そうか？　ありゃ立派かどうかは分からねえぞ」

「え？　どういう事？」

「明後日の方向に走って行っちまうかも――って事だ。素す直なおにメソメソ泣いてる方が、見てる側としちゃあまだ安心なんだがな」

「ふうん……でも、あなたもフィリアの事心配してるんだね。それは分かるよ」

「そりゃどうかねえ。それよりそろそろ時間だぜ、行くぞ」

『夜遊び』に出かけるのだ。

　それは、夜に紛まぎれて、街に展開する反乱軍兵を襲撃する事を指す。

　少しでも敵軍の戦力を削そぎ、注意を引きつけるためだ。

　もしこちらに気を取られてゴラントへの出兵が遅れるなら、その分本土からの派兵を待てる時間が増すという事である。こちらの損にはならない。

　リュミエール大結界が、夜の空を彩いろどり始めて数時間が経たった頃ころ、リオス達たちは商店の屋上から、それに面した通りの方に視線を落としていた。

　すっかり住民は屋内に引っ込んでしまい、街は死んだように静かである。

「フィリアちゃんとアリエッタちゃんはここから援えん護ごを。私とリオスさんは、敵兵が通りかかったら、前と後ろから挟み撃ちにしちゃいましょう」

「うん。分かった」

　ミレイユの指示に、フィリアが力強く頷く。

　戦せん闘とう以外の時は口数が以前より減ったが、その目には力があった。

　表面上は、確かに立派に見える。母を目の前で殺されて、数日しか経っていないのに。

「あっ。来たよ、反乱軍の兵士っ」

　アリエッタが気付いて指差したのは、五人程の兵隊の集団だ。

　皆みな銃じゆう剣けんを携たずさえ、通りを右方向からこちらに進んで来る。

　その中には一人、ぴんと立った耳に長い尻尾しつぽを持つ人ひと影かげが混ざっていた。

　それは茶色の毛に覆われており、犬などの動物を髣ほう髴ふつとさせる。

「……獣人パンサーか、こっちじゃ珍めずらしいな」

　魔法文明時代に生み出だされたと言われる、異人種の一種だ。

　人間と、犬や猫ねこ等の動物を掛け合わせた存在であるとされている。

　普ふ通つうの人間に比べ、身体能力や嗅きゆう覚かく聴ちよう覚かくに優すぐれており、魔力も高い傾向にある。

　魔法文明時代には、高い能力が単純に便利であるのと、外見的な装そう飾しよく性せいにより好んでこの種族になる者も多かったという。

　魔法文明が終わりを迎むかえた後には、迫はく害がいや忌き避ひの対象とされてしまう地域もあり、現在では数を減らしているが、ファスラーンではそれなりに見かける事もある。

　それも本土の場合は、という但ただし書がきがついてしまうのだが。

　この島では異人種を迫害してきた文化的背景から、あまり姿を見ることは無い。

　かつての文明が生み出した異人種は他にも存在するが、そちらは獣人よりも更さらに数が少なく、希少な存在である。

「やっちゃいましょう。リオスさん、相手の正面に飛び出して下さい。私は後ろから」

「分かった」

　リオスは頷いて、サラマンデルを展開した。赤い抗結界紋章に赤い尾おをした装甲が、瞬しゆん時じにリオスの体を覆う。それが済むとすぐに、屋上から飛び降りる。

　そして、兵隊達の前に着地。兵隊は面食らったように声を上げた。

　その混乱が収まる前に、攻撃を仕し掛かける！　リオスは即そく座ざに踏み出した。

　だがそれよりも更に早く、商店の屋上から発砲音が響ひびく。

　兵士の内の一人が首筋に銃弾を受け、盛大に血を噴出しながら倒れる。

　リオスも手近な一人を、精霊装甲の鉄てつ拳けんで殴なぐり倒した。

　残り三人。だがその内の二人が、精霊装甲を展開させた。

「！　ちっ、精霊操者か……！」

　片方――獣人の男は薄うす紫むらさきの文様に、背中には同じ色の翼。

　風属性に属ぞくし、象徴を雷かみなりとする下級精せい霊れい、サンダーバードだ。

　もう片方は水色の文様に、頭部からは髪かみを模したようなものが生えている。

　色は文様と同じ水色。水の下級精霊ウンディーネの精霊装甲。象徴は湧ゆう水すいだ。

　楽に制圧できる相手だと思っていたが、読みが外れたようだ。

　精霊装甲の数では、こちらと互ご角かくの二対二である。

「ミレイユ！　ウンディーネの方は頼たのむ！」

　敵の背後に回るミレイユにそう呼びかける。自分の相手はサンダーバードの方だ。

　精霊装甲同士の戦いにおいて、雷を操るという事は、かなりの利点となる。

　炎や爆発の衝撃は装甲で軽減できるが、雷は金属の装甲をそのまま伝い、装着者を襲うからだ。余よ程ほど強い魔力的な防ぼう御ぎよ手段に守られていないと、雷は装甲を素す通どおりする。

　例えばサラマンデルとサンダーバードで戦う場合、魔法に限って言えば、こちらは丸まる裸はだかのようなものである。これは大きな不利だ。

　とは言え風のシルフィードでも分が悪いのは同じである。

　それならば自分が引き受けるしかない。リオスは慎しん重ちように雷の精霊装甲と向き合った。

　また銃じゆう声せいがして、精霊操者ではない残りの一人の兵士が、胸を打うち抜ぬかれて倒れる。

　ジワリと地面に広がっていく血の染しみ。フィリアの銃じゆう撃げきは正確である。狙ねらって急所を撃っているのだ。前は腕うでや武器を狙っていたのに――である。

　雷の精霊操者が両手を弾き合わせる。リオスはそれまでの思考を追い出し、姿勢を低くしながら踏み込んだ。魔法を使わせたくは無い。接近戦で勝負したい。

　下から掬すくい上げる鉄の拳こぶし。敵は魔法のための予備動作を続けながら、軽く後ろに跳ちよう躍やくして軌道を避さける。自分の体勢を崩さず、最小限の動きの回かい避ひだった。

　その動きで分かる。結構な手練だ。やはり獣人の俊しゆん敏びん性は侮あなどれない。

　リオスは少し開いた間合いを一歩で詰つめ、左足を軸じく足あしに、上段蹴げりを放った。

　なんの捻ひねりもない、大おお振ぶりの攻撃である。敵は即座に軌道を見切り、指先で印を切りながら頭を沈しずめて、蹴撃を避けようとする。

　その動きは、予想の範はん囲い内ないだった。

　蹴り足が伸びきる前に体を大きく捻り、蹴りの軌道を胸むな元もとを突つき抜くように変へん更こう。印を切る事を最優先にしていた敵はそれを避けられず、まともに喰らって後ろに吹ふっ飛んだ。

　印を切る事に囚とらわれず、上段の蹴りを出した時点で向こうから踏み込んでくれば、向こうの攻撃がこっちに当たったはずだ。だが、そうしなかったためこうなった。

　雷の魔法が、精せい霊れい装そう甲こう同士の戦いに有利であるという利点に拘こだわり過ぎだ。簡単に勝負を決めようとしている。そこにこちらの付け入る隙がある。

　リオスは両手を弾き合わせ、『弾』の印を切った。

　身を起こした相手もしめたとばかりに『閃』の印を切る。これは、掌てのひらから迸ほとばしる雷を放つ効果のある魔法だ。まともに喰えば、精霊装甲でも一いち撃げきで勝負が決まる可能性がある。

　印を完成させるのはこっちが早かった。手の中に火球が生み出される。

「喰らっとけぇ！」

　叫さけびながら右手で火球を掲げ、振ふりかぶる。

　こちらの動作に釣つられ、相手も慌あわてて印を切り終え、掌をこちらに向ける。

　リオスは火球を投げず、動作を止めた。相手の動きは止まらない。掌から稲いな妻ずまが走る。

　狙いが甘あまい！　焦あせったせいだ。リオスは火球を掲げたまま、相手に突とつ進しんした。

　雷はサラマンデルの左ひだり肩かたを叩き、その部分の装甲を吹き飛ばした。が、それだけだ。

　大きな攻撃を出す時ほど、大きな隙が出来る。

　リオスは魔法を放つ姿勢のままの敵の懐ふところに、潜もぐり込む事に成功した。

　火球を維い持じしている右手を突き出す。焔ほのおの弾が直接サンダーバードの胸で炸さく裂れつした。

　爆ばく風ふうだけでも、炎だけでも、精せい霊れい装そう甲こう相手では決定打にはならない。ならば、最接近して直接ぶつける。これが一番効果が出る。

　雷の精霊装甲は、民家の壁かべに激しく叩きつけられる。

　その衝撃で気絶を――と思っていたが、まだ動く。よろよろと、立ち上がろうとする。

　ならば――リオスは敵兵の脇わきに積まれた酒さか樽だるに目を付けた。

　手早く駆かけ寄り、樽たるに直接魔ま法ほうの印を記す。その内容は、『爆』。

　これは、印を記した物体を、衝撃を受けると爆発する性質に変える魔法だ。

　直接記さなければ意味はないし、精霊装甲のような魔ま力りよくを帯びた物には通じにくい。

　そのため罠わなとして使うのが一いつ般ぱん的てきで、正面切っては使いにくい魔法だが、破は壊かい力りよくはサラマンデルの魔法の中で一番出る。

「うぉらああぁっ！」

　よろめく敵兵を捉とらえ、爆ばく発はつ物ぶつと化した樽に投げ飛ばす。

　先さき程ほどを上回る衝撃に、雷の精霊装甲の体は宙高く舞まい、地面に衝しよう突とつした。

　見ると全身の装甲はひしゃげ、変形していた。

　しかしその姿を見せるのも少しだけの事で、中の人間が気絶したか、装甲が解ける。

「……よし」

　こちらは『弾』の印の魔法を至近距きよ離りで炸裂させたせいで、右手の装甲が一部破損している。が、決定的な破は壊かいではない。

　リオスは身を起こし、大きく一つ息を吐いた。

　気絶した敵の精霊操者から、サンダーバードの腕うで輪わを剥はぎ取とる。かなり精霊装甲を破損させてしまったため、腕輪自体が変形、薄紫の抗結界紋章がいくつも潰つぶれていた。

「こりゃ使いもんにならねえなあ」

　リオス自身はこの精霊装甲に適性はないが、誰だれか使えるものが味方に居たら、戦力の増強になると思ったのだが。ここは敵の精霊操者を一人潰しただけで良しとする他ほかない。

「お疲つかれ様さまです。流石さすがですねえ」

　装そう甲こうを解くと、後ろからミレイユが声を掛けてくる。

　彼女もウンディーネの精霊装甲を相手に、勝利していた。

　遠目に見ていたが、精霊装甲の特性を活いかして、空中から衝撃波を放って相手を追おい詰つめ、装着者を気絶させていた。相手の精霊装甲自体を破損させていなかったため、精霊銀の腕輪を無傷でせしめている。

「そっちもな、やるじゃねえか」

　いくらウンディーネが精霊装甲同士の戦いに向かない能力であるとは言え、一方的に勝っていた。かなりのものである。

「二人とも、やるなあ！」

　ミレイユに屋上から降ろして貰もらうと、フィリアはそう声を弾はずませる。

「おいフィリア、お前わざわざ敵の急所狙うな。命まで取らなくてもいい」

　リオスはそう釘くぎを刺さした。タイゲイト監かん獄ごくでの事があってから、フィリアは変わった。

　それは、あまりいい方向ではないと思えるのだ。

「うっせーな。暗いんだからそんなに狙えねえよ。しょうがねーじゃねーか」

「ホントかよ？　お前の腕なら――」

　リオスの言葉は、ミレイユによって遮さえぎられる。

「まあまあ、そんな険悪にならないで下さいよう。こっちが無事でよかったじゃないですか。それを喜びましょう？」

　柔やわらかく、たおやかな笑えみ。それ以上追求できなくなる。リオスは舌打ちした。

「なあ、それよりそれ、どうするんだ？」

　フィリアはリオスが持っている、サンダーバードの精霊銀の腕輪を指差す。

「ああ、こりゃだめだな。壊こわしすぎて、修理しねえと使いモンにならねえ」

　修理には特別な技術が居る。専門の技術者の手の下に送らないといけない。

「そっちは？」

　フィリアは続いて、ミレイユが持つウンディーネの腕輪を指差す。

「こっちは無傷ですねえ。折せつ角かくの戦利品です。誰か適性がある人に回しちゃいましょう」

「なあそれ、オレに使わせてくれよ」

　フィリアがそんな事を申し出る。

「はあ？　馬ば鹿か言え、お前適性検査も訓練も何もしてねえだろうが」

　まず魔力を扱あつかえる素養があるかを審しん査さし、審査に通った者が魔力を操あやつるための訓練を半年から一年程ほど行い、それでようやく精霊装甲の展開が行える程度なのが普通だ。

　リュミエール大結界の影えい響きようで魔力の働きを抑よく制せいされる環かん境きようにおいては、魔力を認にん識しきし、操るという感覚を身に着けるだけでも大変なのである。

　リオスは二ヶか月げつ程ほどの訓練でサラマンデルの展開が出来るようになり、それでも特に早いという事で話題になった程だ。

「適性が分からねえって事は、使えるかもだろ!?」

「まあそうですけど……訓練はしないと難しいと思いますよう」

　そう言いながらも、ミレイユはフィリアに腕輪を手て渡わたす。

　駄だ々だをこねる子供を宥なだめる、といった様子だ。無む駄だに終わるのは分かりきっている。

「……えーと何だっけ？　なんて言うんだ？」

　腕輪を装着し、フィリアが首を捻る。

「『展開』だよ、フィリア」

　アリエッタがそう告げる。

「よーし。『展開』っ！」

　精霊銀の腕輪が光を放ち、一瞬で変形。フィリアの小さな体を覆おおう。

「えええええっ!?」

「何ぃッ!?」

　度ど肝ぎもを抜かれて、リオスとミレイユは思わず叫んだ。

「おお！　ほらできるじゃねーか！　気合だよ気合！」

　嬉うれしそうに、ぴょんぴょんとその場で跳はねる。

　額冠サークレツトの後頭部から伸のびる水色の毛に、全身の抗こう結けつ界かい紋もん章しようも水色。

　水の精霊装甲、ウンディーネ。

「うーん。ちょっと重いんだなあ」

「……それでも普通の鎧よろいに比べりゃあ全然軽い方だ。贅ぜい沢たく言うな」

　フィリアのような華きや奢しやな体でも動けるのが、その証しよう拠こである。

　防ぼう御ぎよ力りよくは銃じゆう弾だんでも一発で貫つらぬかれない程にあるので、見返りとしては十二分だ。

「ちょちょっとリオスさん！」

　ミレイユはリオスの手を引っ張り、はしゃいでいるフィリアとアリエッタから距離を取って、ひそひそと話はなし掛かけてくる。

「あの子……本当に訓練も何もしてないんですよねえ？」

「ああ、あの無知っぷりは間ま違ちがいねえと思うけどな」

「何落ち着いてるんですかあ!?　て、天才ですよあの子！　ちゃんと訓練すれば上級精霊でも操れるようになるかも――」

　確かにそれはその通りだと思う。普通あり得ない事だ。天才と形容するしかない。

　訓練をすれば、魔力の質は強力になるし、量も多くなる。何もしない段階でこれなのだから、本当にミレイユの言うように、上級精霊を扱える域まで達するかも知れない。

「なーなーリオス！　魔法！　魔法教えてくれ！」

　フィリアが駆け寄って来て、そう要求する。

「あー。パンと手を叩たたいて、文字書いてもう一回パンだ」

　リオスは指先で『霧きり』を表す魔法文字を描えがいて見せた。

「えっ？　どう書くんだ？　もう一回！」

　何度か見せてやるとフィリアは頷うなずいて、肩をぐるぐる回す。

「よーしやって見る！」

　そのフィリアは無視し、リオスはミレイユに耳打ちする。

「いいか？　あいつには天才とか言うなよ？　調子に乗るからな」

「わ、分かりました。リオスさんはフィリアちゃんの保護者さんみたいですねえ」

　冷やかすような笑顔。リオスはふんと鼻を鳴らした。

「そんなんじゃねえよ」

　その頃、フィリアは『霧』の魔法文字を書いて、発動のために両手を弾はじいていた。

　空中に、人一人を覆うくらいの範はん囲いの霧が現れる。

　それに巻き込まれたのは――アリエッタだ。

「くう」

　気弱な弾たま込め職人は一声発して、ばたんと倒たおれた。

「ああっ!?　アリエーッタ！　アリエッタがぁっ！」

　フィリアが悲鳴を上げる。

「アホーっ！　何で巻き込むんだよ！」

「て、適当にやったらこうなったんだもん！　な、なあアリエッタは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

『霧』の魔法は、体内に入ると眠ねむりを誘さそう霧を発生させる効果だ。殺傷能力はない。

「……寝ねてるだけだから大丈夫だ」

「そ、そっか。よかった……」

　フィリアはほっと平らな胸を撫なで下おろしていた。




◆◇◆




　中庭でフィリアの魔法の練習に付き合いながら、リオスはじっと腕に視線を落としていた。真しん紅くの抗結界紋章に包まれた精霊銀の腕輪は、一部がささくれ立ったように変形している。その部分だけは紋もん章しようが潰れており、元の美しい形は見る影かげもない。

　ごく一部分だけなので、まだまだ精霊装甲としての機能は十分なのだが、何となく気になる。自分で修理できればするのだが。

「おはよう。二人とも早いね」

　アリエッタが出てきて、そう挨あい拶さつする。

　リオスは椅い子すに座すわった姿勢のまま、そちらに顔を向けた。

「おう。こいつが魔法の稽けい古こつけろってうるせーんだよ。すっげーだりぃぞ」

　本当ならもっと寝ていたいのに。

　敵にはまだ動きがない。朝が遅おそくても、特に問題ないはずだったのだ。

「とか言いながらお前、稽古らしい事何もしてくれねーじゃねーか！」

　足を組んで地面に座り、瞑めい想そうしていたフィリアが文句を言って来る。

「まずは準備運動だ。それで魔力の流れを滑なめらかにするんだよ。ちゃんと集中しろ」

　そう窘たしなめると、ぶつぶつ言いながらも、フィリアは瞳ひとみを閉じて瞑想に戻もどる。

「ねえリオス。その腕輪、ちょっと貸してくれない？」

　リオスのサラマンデルの腕輪を指差して、アリエッタが言う。

「んお？　何でだ？」

「修理。しようかなって。そのくらいだったら応急処置で直せると思うから」

「へぇ？　お前、紋章工兵だったのか？」

　抗結界紋章の刻み方は軍事機密。使う方も知らない。

　が、戦場で全く手入れ出来ないのも問題である。そのため工兵の中のごく一部には、そういう技術を身に着けている者もいる。

「いや、普通の工兵だけど……わたし、前は中央造兵廠で働いてたんだ。だから、精霊装甲の事も分かるよ」

「何っ!?　マジか――」

　中央造兵廠――精霊装甲の開発、生産を行っている軍の施し設せつだ。

　そこに在ざい籍せきしているのは、優ゆう秀しゆうな技術者ばかりのはずだ。

　この穏おだやかで裏表の無さそうな娘むすめが、そうだというのか。正直驚おどろきを隠かくせなかった。

「ごめんね。すぐに言わなくて」

　自分はそれを非難できる立場にない。リオスは首を振った。

「別に構わねえよ。それより、いくら知ってるからって、勝手に手ぇ出すとまずいんじゃねえか？　軍事機密に関する事だぜ」

「うん、だから秘密にしておいてね」

　アリエッタは全く悪びれずに、笑え顔がおで答える。覚かく悟ごは出来ている、という事か。

「……そういう事なら頼むぜ。正直助かる」

「うん。分かったよ。出来たら持って来るね」

　サラマンデルを預けると、アリエッタは大事そうにそれを持ち、中庭を出て行った。

「なあ、あいつもしかして偉えらい奴やつだったのか？」

　やはり理解していなかったフィリアが、首を捻っていた。

「偉いかどうかは分からねーけど、精霊装甲を直してくれるんだってよ」

「おお!?　すげーじゃねーか。あいつただの弾込め職人じゃねーんだな！」

「……まあそうだな」

　だが実際、何者なのだろう？　ちょっと謎なぞである。

「よーしオレも頑がん張ばらなきゃな！　さぁ魔法教えてくれ！　すっげー強いやつな！」

　勢い込むフィリアに、リオスは溜ため息いきで応じた。

「そんなもん覚えてどうするつもりだよ？」

「決まってんだろ！　母ちゃんの仇かたきをぶっ飛ばす！」

「仇なあ……キルマールを殺せりゃ、お前は満足か？」

「シノン総そう督とくもだ。反乱なんて起こさなきゃ、あんな事にならなかったはずだし」

「……本当にそれだけで済ませられるか？」

　フィリアの様子を見る限り、復ふく讐しゆうの範囲がどんどん広がって行きそうなのだ。

　母を殺した本人、それに指示をした人間、それに加担した人間、それと同じ考えを持つ人間、それらの全すべてを憎にくみ、歯止めが利かなくなるのではないか。

　そんな危あやういフィリアに、余り強い力を持たせたくない。

　暴走した力を気の済むまで振りかざしても、後で彼かの女じよ自身が後こう悔かいする事になる。

「そんなの分かんねーよ」

　不ふ貞て腐くされたように、フィリアは答える。

「ま、残念ながらウンディーネじゃ、お前が使いたいような魔法は使えねえぞ」

「ええっ!?　何でだよ!?」

「ウンディーネってのは、そういうもんなんだよ。出来るのは相手を眠らせる事と、怪我けがを治してやる事だけだな。戦場じゃ負傷兵の治ち療りようが主な役割になる」

「何だよそれ……」

　フィリアは心底残念そうに絞しぼり出だした。

　それでも何か思い直したらしく、結局は訓練を続行する事になった。

　頭は弱いが魔法の覚えはすこぶる早く、見る見る上達して行くのが分かる。

「魔法ってさ、こいつに入ってる精霊に魔力をあげて、力を貸してもらうんだよな？」

　小休止を挟はさんでいると、フィリアは精霊銀の腕輪を指先で叩きながら、尋たずねて来る。

「ああ、そうだ」

「こいつ以外の精霊って、その辺にいないのか？　そいつの力を借りられねえのか？」

「無理だな。まず第一に殆ほとんどいねえはずだし、いたとしても、リュミエール大結界のせいで姿も見えねえし、魔力のやり取りも成立しねえからな」

　精霊とは、この世界と位相の違ちがう表ひよう裏り一いつ体たいの世界――精霊界に存在する『力あるもの』である。人の魔力を好み、かつては地脈を通して頻ひん繁ぱんにこちらにやって来ていたらしい。だが、リュミエール大結界が張られてからは、結界が壁となり、こちらにやって来る事ができない状態なのだそうだ。長い時が経たち、今ではこちら側にいる精霊は殆ど皆かい無むだと考えられている。まあ、いたとしても目には見えないわけだが。

　大結界の効果で、精霊との交信が断たたれている状じよう況きようでは、姿も見えないのだ。完全に抗結界紋章に覆われた空間内であれば、魔法の才能のある者になら、恐おそらく見えるだろう。

　精霊銀を作る際には、地脈に抗結界紋章で穴を穿うがち、そこから魔力を餌えさに精霊を呼び出し、金属の中に誘うらしい。詳しよう細さいは軍事機密なので、現場を見た事は無いが。

「抗結界紋章を通してな、人間と精霊がぴったりくっついてねえと駄だ目めなんだよ。じゃねえと、大結界のせいでやり取りは成立しねえんだ」

　リオスがそう言って長い説明を締しめくくると、フィリアは頭を抱かかえていた。

「……難しい。もういい、練習再開！」

　夕刻になるまでフィリアに付き合い、それを終えた頃ころには、サラマンデルの修理も完かん了りようしていた。アリエッタの腕は確かで、ほぼ元通りになって戻ってきた。

　ミレイユが拠きよ点てんを留守にしていたため、反乱軍兵の襲しゆう撃げきは行わず、そのまま思い思いの時間が過ぎて、深夜になった。

　床とこについて休んでいると、それを揺ゆり起おこす者がいた。

　それは、一日顔を見せていなかったミレイユだった。

　彼女に呼び出され、リオスは銀ぎん髪ぱつの美女と共に深夜の中庭に出た。

「何の用だよ。人が気持ちよく寝てたってのによ」

「ごめんなさい。他の人に聞かれたくないのかなあって思ったもので」

「……何だ？」

「反乱軍に動きがあります。明日にはゴラントへの軍が出発しそうです」

「へえ。いよいよ本番か」

　こっちはその隙すきを狙い、タイゲイト監獄を強きよう襲しゆうする。そして、捕つかまっている兵員を解放し、共に反乱軍の背後を突く計画だ。

「ええ。ですが……問題は闇やみの翼つばさです」

　闇の翼――キルマールの二つ名だ。

「もし彼かれがタイゲイト監獄にいたら、一人のために計画が失敗に追い込まれかねません」

「ああ、そりゃ前から俺おれが言ってるじゃねえか。それでもやるんだろ？」

　ミレイユには前から、タイゲイト監獄にキルマールがいた事は伝えてある。

「ええ。それは変わりませんが、何の手も用意しないわけには行きませんよねえ？」

「どうする気だよ？」

「お分かりなんじゃないですか？」

　にこり、と愛あい嬌きようのある笑顔。こちらの質問には答えず、逆に尋ねてくる。

「闇の翼キルマール。精霊操者の中でも三本の指に入る程の豪ごう傑けつ……でも、三本の指を十本いえ五本にすれば、あなたも入りますよねえ？　紅くれない剣けん鬼きさん？」

「……要は俺にあいつを押おし付つけたいって事だな？」

　なじるように言うと、ミレイユは困ったように唇くちびるを曲げる。

「倒せとは言いませんよお。ただ引きつけて、時間を稼かせいでもらえれば。一度は闇の翼を退けたあなたなら、不可能じゃないでしょう？　残念ながら私達には、あなた以上の使い手は居ません。あなたに頼たよるしかないんです」

「問題が二つだ。あの時と同じ装備が今はねえ。それにあの時、戦ったのは俺一人じゃねえぞ。俺一人で何とかなる相手じゃねえ」

　最終的にキルマールが退かざるを得ない程の傷を負った時、その前にいたのがたまたま自分だったというだけだ。他にも何人も戦っていた。自分の実力の結果ではない。

「もちろん何人か人員は付けます。それに装備は――ほら、ここに」

　ミレイユがこちらに手渡して来たのは、灰色の抗結界紋章に包まれた精せい霊れい銀の腕輪だ。

「……オーグルか？」

　中級精霊オーグル。鉄の角を持つ巨きよ人じんであると伝えられている。

　属性で言うと土。その象しよう徴ちようを鉄とする精霊である。

　リオスにとって、最良の相あい性しようを持つ精せい霊れい装そう甲こうだ。

「ええ。手配するの大変だったんですよう。褒ほめて下さい」

「嫌いやだね。そのせいで、二度とやり合いたくねえ奴とやらなきゃなんねーんだぞ。こんなにだりぃ事はねえ。むしろ怒おこりてえよ」

　リオスは文句を言いながら、オーグルの腕輪をサラマンデルと逆の手に装着した。

「ふふふ。有あり難がとうございます。でも、命は大事にしてくださいね。無理は禁物です」

「さぁな。キルマールに手加減するように言っといてくれよ」

　軽口を叩き、リオスは中庭の出口に向かう。

　その途と中ちゆうで足を止め、ミレイユの方を振ふり向むいた。

「ああ、紅剣鬼って言うの止めてくれ。恥はずかしいんだ」

「そうですかあ？　じゃあ、リオス・レンファーム大たい尉い殿どのがいいですか？」

「……お前、初めから気付いてただろ？」

　リオス・レンファーム。オフィンバンド島総そう督とく、シノン・レンファームの一人息子むすこ。

　フィリアの母親の仇の息子。それが自分だ。

「勿もち論ろんですよう。私、バーナード大たい佐さの副官ですよ？　大佐はあなたの事、よくお話しになりますからねえ。すぐにピンと来ました」

　バーナード大佐――バーナード・レンファーム。シノン・レンファームの弟。リオスにとっては叔父おじに当たる。独り身で子供もいないため、昔からリオスの事を実の息子のように気にかけてくれている。

「……フィリア達には黙だまっててくれるか？」

「ええ。そうお望みなら」

　笑顔でミレイユは引き受けてくれた。

「もう遅いっ！」

　リオスのものでもミレイユのものでもない声が、深夜の中庭に響ひびいた。

「あっ！　フィリアちゃん……」

　吃驚びつくりしたミレイユが、思わずその名を呟つぶやく。

　屋内に続く扉とびらの所に、柔らかな金きん髪ぱつの、少年のような少女が姿を現していた。

　その手には銃じゆう剣けん。その銃じゆう口こうがこちらに向いた。

「フィ、フィリアちゃん！　落ち着いて！　駄目ですよう！」

「うるさい！　お前は黙ってろ！」

　焦あせって制止するミレイユを、フィリアは一いつ喝かつする。

「ずーっとオレを騙だましてたんだな！　何かぐだぐだ言ってたのは、自分がオレに殺されないためか!?　卑ひ怯きようなんだよお前！」

「そうじゃねえ――って言った所で無駄だな。やりたきゃやれよ」

　両手を挙げて、リオスは無む抵てい抗こうの意思を示した。

「リオスさん！　簡単にそういう事言っちゃまずいですよお！」

「お前は黙ってろ」

「ううう……二人して酷ひどいですよう」

　ミレイユが悲しそうな表情を見せる。

「ただ、今俺を殺しても、後で困るのはお前だぜ。一人でキルマールの奴を殺せるか？」

「そう！　そうなんですよう！　リオスさんが居ないとキルマールを倒せません！　居なくなると私もすっごく困るんです！　だから止めましょう？　ね？」

　リオスに続いてミレイユが必死の形相で説得すると、フィリアは押し黙った。

「本気でやりあえば、どっちかが死ぬ。お前は残った方を撃うち殺ころせばいいだろ」

「……相あい討うちで両方死んじまえっ！」

　フィリアは大声で吐はき捨すてる。そして銃剣を抱えて、こちらに背を向けた。

「リオスさん、ごめんなさい、私……」

　立ち去る金髪の後姿を見ながら、ミレイユがしゅんとしてそう言う。

「いや、気にすんな。どうせいつかは分かる事だしな。遅いか早いかだ」

　自分からは、言い出せなかっただろう。ある意味すっきりした。

「相討ち――か。できるなら、してやるけどな……」

　ミレイユにも聞こえないように、リオスはそう呟いた。







◆　第三章　タイゲイト監かん獄ごくの戦い　◆







　今夜、タイゲイト監獄の襲撃を実行する。そう聞かされてから、フィリアは中庭に出てずっと魔ま法ほうの練習をしていた。少しでも、魔法の扱あつかいに慣れておきたい。

　手を弾いて、精霊装甲に宿るウンディーネに、魔法を使うことを伝える。

『霧』の印を指先で切って、魔法の内容を伝える。

　もう一度手を弾き、ウンディーネとの対話の終しゆう了りようを伝える。

　これで手続きは終わり。すると、伝えられた通りの内容を、精霊は実行する。

　フィリアが念じた通りの右前方に霧が出現し、十人位は巻き込めそうな範囲に広がる。

　練習を重ねたお陰かげで、狙ねらった場所に霧を展開エヴオルトできるし、その範囲も広がっていた。

　この霧には眠りを誘う効果があり、一いつ瞬しゆんで相手を無力化できる。ただし、精霊装甲のような魔ま力りよく的に保護されている相手には、効果が薄うすいとの事だ。

　ウンディーネの魔法はもう一つ、『癒』の印の魔法があるが、これは怪我の治ち癒ゆを行うための魔法であり、戦せん闘とう自体には役に立たない。

　もっと強力な攻こう撃げき手段が欲ほしい所だが、何も無いよりは全然いい。

『霧』の魔法も使いようだ。例えばキルマールが精霊装甲を展開していない時を狙えれば、寝かせて後は銃じゆうで撃ってしまえばいいのだから。

　とにかくより遠い場所を狙えるように、そしてより広こう範はん囲いに霧を展開できるように。

　それを考えて、ひたすら練習するのみだ。絶対に母の仇を討うつのだ。

「フィリア、ちょっとは休みなよ。疲つかれちゃうよ？」

　アリエッタが中庭に姿を見せ、そう声を掛けて来た。確かに少し疲れてきている。

　フィリアは装そう甲こうを解いて、近くに置いてある椅子に腰こし掛かけた。

　銃を携たずさえたアリエッタが、傍そばに寄ってくる。

「凄すごいねえ、フィリアは」

「ん？　何が？」

「ずーっと精霊装甲を使ってたんでしょ？　魔法も何回も使ってたよね？」

　何が言いたいのかは分からないが、その通りだったので、フィリアは頷いた。

「普ふ通つうあれだけ魔法を使ったら、魔力が切れて、装甲が維い持じできなくなるはずだよ。あなたは魔力の量が凄く多いんだね」

「え？　そうなのか？」

　これが普通だと思っていたので、アリエッタが言う事は意外だった。

「そうだよ。リオスは何も言ってなかったの？」

　その名前を出されると、胸がザラついて、嫌な気分になった。

「しらねえよ、あんな奴」

「……リオスと何かあったの？　昨日から二人ともおかしいよ」

「しらねえって言ってるだろ」

　答えずに突つき放はなすと、アリエッタは憂ゆう鬱うつそうに溜息を吐く。

「駄目だよ？　喧けん嘩かなんてしてちゃあ。仲良くしないと……」

「できねえよっ！」

　苛いら々いらして、フィリアは思わず声を荒あららげた。

「あいつ、シノン総督の子供なんだぞ！　母ちゃんの仇の子供だ！　何で仲良くしなきゃいけねえんだよ！」

「えええっ!?」

　アリエッタはびっくりして大声を出した。知らなかったらしい。

　それを知れば、もう勝手な事は言えないだろう。

「で、でも……リオスが悪いわけじゃないよ。リオスはずっとあなたの事心配して……」

　まだ言うのか。本当に苛々する。フィリアは手が出そうなのを必死に我が慢まんした。

「オレはそんな事頼たのんでない！　あんな奴に何されても嬉うれしくねえ！　お前は自分の母ちゃんが殺されてないから、勝手な事言えるんだ！　お前も母ちゃん殺されてみろ！」

　絶対に許さない。キルマールもシノンも、その家族も、独立だ何だと理由をつけて、母を殺した奴やつ等らに協力した人間も。全部に、自分と同じ痛みを味わわせてやる。

　そうでもしないと、気が済まない。

　もう家族の誰だれもこの世におらず、何の支えも無いのだ。それしかやる事がない。

「……そうだね……勝手な事言ってごめん」

「用はそれだけか？　だったらオレもう行くぞ」

　ちょっと寝よう、と思う。

　アリエッタのせいで苛々して落ち着かないし、疲れてもいる。

「あ、違うの。本当はこれ、見てもらおうと思って」

　アリエッタが取り出したのは、黒い銃じゆう弾だんだった。ただ、普通のものとは違っていて、表面に細かく模様が刻まれている。精霊装甲の腕うで輪わの表面に付いている模様に似ていた。

「何だこれ？」

「銃弾に抗こう結けつ界かい紋もん章しようを刻んでみたんだ。これで魔力を込めて、弾たまを強化できるかも知れない。ウンディーネは攻撃用の魔法が無いでしょ？　これならあなたの魔力を活いかして攻こう撃げき力りよくを上げられると思うんだ」

「おお!?　何かよく分かんねえけど、凄そうだな！」

　早くそれだけ言ってくれればよかったのに。そういう話は大だい歓かん迎げいだ。

「試ためし撃ち、してみない？」

　笑顔で、アリエッタが銃を手て渡わたして来る。

「するする！」

　フィリアは喜んで、それを受け取った。




◆◇◆




　リオスは頭上に視線を送った。すると、木の枝の間から、リュミエール大結界の文様が夜空に浮うかび上あがっているのが見える。

　森の中は静せい寂じやくそのものなのに、こちらの内心はそれとは真逆だった。

　手が汗あせばんで、無む駄だに力が入る。心なしか、少し震ふるえていた。

　これからキルマールと対たい峙じするかもしれない。そう思うと、自然とそうなった。

　死の匂におい――とでも形容すればいいのか。あの男からはそれを感じる。背筋がヒリつくような。首筋が薄ら寒さむくなるような。

　気構えはしているつもりだが、体は正直だと言う事なのだろう。

「何だい？　ビビッてんのかい？」

　側に居た、ややくすんだ色合いの金髪をした男が、そう声をかけてくる。

　年としの頃は二十代の中なか頃ごろ。ニヤけた顔と言うか、愛嬌のある顔と言うかは、見る人間の感性に依る所だろう。名前は確かクレオだ。彼もバーナード大佐の副官の一人らしい。

「あぁ、多分そうなんだろうな」

　彼はリオスと共に、キルマールが出てきた場合の足止めを行う人員の内の一人である。他ほかにも四人、計六人がキルマール対策のための人員だ。全て精霊操者エヴオルターで、扱える属性も、精霊装甲との戦いに向く者で固めてある。

「おいおい困るなあ。お前が頼りなんだぜ、あいつは俺が倒たおす！　くらい言ってくれよ」

「悪いな。俺は出来ねえ事を出来るとは言い張れねえよ。足止めで精せい一いつ杯ぱいだ」

「まぁ、必ずキルマールが居ると決まったわけじゃねえぜ？　ビビるのはあいつが出てきてからでいいんじゃねえか？　変に緊きん張ちようすると他の事でも失敗するぞ、ほら深呼吸だ」

　そう言うと大きく息を吸い、ゆっくり吐いて見せる。

「楽観的だなあ、あんたは」

　呆あきれて返すと、クレオはにいっと笑ってみせる。

「これが取とり柄えだからなぁ」

「ま、確かにビビり過ぎはよくねえかもな」

　リオス達の役割は、キルマールの足止めだけではない。真っ先に切り込んで、片かたっ端ぱしから敵の戦闘要員を倒して行く事も求められる。

　キルマールが現れたら、そちらの相手に専念する。そういう手て筈はずだった。

　今回の襲撃に参加する人員は、三十名余り。

　まずは、タイゲイト監獄の裏手の森に火を放って注意を引き付ける。

　敵が出てきた所を、正面近くに潜ひそむリオス達が突とつ撃げき、一気に雪崩なだれ込んでかく乱する。

　その後に続く人員が捕ほ虜りよの救出を担になう。

　フィリアとアリエッタは火を放つ人員の方に入り、ミレイユは捕虜救出の指揮を執る事になっている。リオスはクレオ率いる先せん鋒ぽうの一員だ。

「おっ。始まったみたいだぞ！」

　監獄の裏側に、焔ほむらが灯ともった。続いて破は裂れつ音おん。発破が始まったのだ。

　炎ほのおと爆ばく発はつが森の静寂を破り、明るく赤く、姿を変えていく。

　そそり立つ灰色の塀へいの内側が、俄にわかに騒さわがしくなる。

　堀ほりに橋が下りて来て、中から何事かと兵隊が飛び出して来た。

「さぁーて、俺おれ達たちの出番だな！　全員精霊装甲を展開！　派手に暴れようぜ！」

　クレオがそう号礼する。

　リオスはそれに従い、左ひだり腕うでに装着した鉄の精霊、オーグルの精霊装甲を展開した。

　身を覆おおう鎧よろいに刻まれた抗結界紋章の色は灰色。手甲部分が極端に大きく、額の部分からは太い一本角が生える。角のある巨人――オーグルの特とく徴ちようが反映されているのだ。

　クレオも雷かみなりの精霊、サンダーバードの精霊装甲を展開し、先せん陣じんを切って走り出した。

　外に出て来た兵隊達は、こちらに気が付くと、銃を向けて発はつ砲ぽうして来た。

　だが、全員が精霊装甲を展開している。

　銃弾をものともせずに兵隊を蹴け散ちらし、堀に掛かかった橋を越こえて監獄内に侵入した。

　中には小分けされた建屋が林立しており、石いし畳だたみの通路がそれぞれを結んでいる。

　敷しき地ちの中心にあるのは、大きな石造りの建物。牢ろう獄ごくはこの大きな建物の中らしい。

　後に続く人員が、この牢獄に安全に侵入できる道を作らねばならない。

　牢獄への通路の途中に、いくつもの道が交こう錯さくする広場になっている場所があった。

　そこには銃を構えた部隊と、四人の精霊操者が布ふ陣じんし、こちらを待ち構えていた。

「ちっ！　精霊操者のお出で迎むかえか！」

　クレオがそう舌打ちする。

　見た所、キルマールは居ない。今の内だ、精霊操者を一気に倒す！

「俺が突っ込む！」

　リオスは両手を弾はじき、『鉈なた』の印を切った。そして両手をもう一度弾き、締め括くくる。

　虚こ空くうに、身みの丈たけ程ほどもある分厚い刃はが出現する。真っ黒い色をしており、片かた刃は。刀身には波打つような反りがあり、無骨な形状をしている。

　巨人の鉈――これはそう呼ばれている。人間から見れば巨きよ大だいな刀とう剣けん以外の何物でもないが、巨人から見れば鉈なた程度の大きさである、という事らしい。『鉈』の魔法は、この巨人の鉈を生み出だすためのものである。

　石畳に突き刺ささった巨人の鉈は長く分厚く、人間の力では振るどころか持ち上げる事すらも困難に見える。が、リオスが右手を柄つかに掛けて引っ張ると、簡単に持ち上がる。

「おおっ!?」

　見ていたクレオが、驚きよう嘆たんして声を上げる。

　巨人の鉈は、それを生み出した者であれば、重みを殆ほとんど感じずに取り回す事が出来るのだ。これは精霊の――オーグルの働きによる。
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「行くぜぇっ！」

　柄を両手で握にぎり、下段に構えて一気に突とつ進しんする。

　銃弾が飛んで来るが、それは装甲を叩たたくだけ。

　魔法により生み出された火球は、走りながら切り捨てた。

　一番近い所に居た風の精霊操者に迫せまり、こちらの間合いに捉とらえる。

「うおおおおっ！」

　胴どうを薙なぐ一いち撃げきを放つ。刃では、鎧を切る事は難しい。ましてや相手は精霊装甲だ。

　だが巨人の鉈はリオスにとっては軽いが、他の者にとっては巨大な鉄の塊かたまりである。その重量がまともにぶち当たる衝しよう撃げきが、そのまま相手の脅きよう威いになる。

　一撃を喰くらった精霊操者は大きく吹ふき飛とび、昏倒し地面に伏ふせたまま装甲が解ける。

　次！　リオスは岩で出来た戦せん鎚ついを構えた精霊操者に目を付けた。

　土の下級精霊、グノームを宿した精霊装甲だ。土の精霊装甲は、他と比べて防ぼう御ぎよ力りよくが高い傾けい向こうにある――だが、相手が何であろうと関係ない！

　踏ふみ込もうとすると、右後にいた雷の精霊操者が、『閃』の魔法を放って来た。

　リオスは即そく座ざに反応し、それを刀身で弾いた。軌き道どうの逸それた雷は、足元に落ちて消しよう滅めつする。無骨だが精霊の力が通った鉄の塊だ。魔法も捌さばける。

　だがその隙すきに戦鎚の精霊操者が踏み込んで来ていて、上段から鎚つちを振り下おろす。

　それも見えている！　半歩――ギリギリ軌道の外に身を引く。

　戦鎚が地面の石畳を叩く。リオスは低くなった戦鎚の柄を上から踏みつけた。

　相手はそれでも、戦鎚を引ひき抜ぬこうとする。それが隙だ。肩かた口ぐちに巨人の鉈を打ち込む。

　衝撃の痛みに肩かたを押さえて、土の精霊操者は地面に膝ひざをつく。

　そこに顎あごを掬すくい上げる斬撃。相手は仰あお向むけに倒れ、装甲が解ける。

　あと二つ！　サンダーバードとサラマンデルだ。

　近いのは雷の精霊操者だ。放たれる魔法を切り落としながら、そちらに踏み込む。

　左から低く放った巨人の鉈は、敵の姿勢を大きく崩くずし、地面に転がす。

　横薙ぎの勢いを殺さずに、そのままくるりと回転。上段に刀身を振り上げ、腹部に叩き落おとす。低い呻うめき声ごえと共に、敵の装甲が消きえ失うせる。

「うう……」

　残った精霊操者を睨にらみつけると、怯おびえたような声を出す。

「降参するか？　俺おれも鬼じゃねえ、大人しくするなら何もしねえよ」

　そう声を掛けながら、他の様子を見る。

　クレオをはじめとする先鋒部隊の隊員が、精霊操者以外の兵隊を蹴散らしていた。

　残ったのは、今リオスの前にいる精霊操者だけだ。

「お前が何もしなくても、俺がするがなァ」

　頭上から、声が降ふって来た。その声には圧あつ倒とう的てきな冷れい徹てつさと、狂きよう気きめいたものが内包されている。忘れようと思っても忘れられない。

　体から、嫌な汗が噴出してくるのが分かる。一気に心臓の動きが早くなる。

「！　キルマール……」

　目を向けると、夜空に溶とけ込むような、精霊装甲の姿。黒い角に黒い翼つばさに黒い鈎かぎ爪づめ。

　圧倒的な死の気配を纏まとい、影かげを象徴とする精せい霊れい、ペリュトンの化け身しんが宙に浮いていた。

「さァどうする？　逃にげるなら俺が殺してやるぞ？」

　キルマールは残った敵の精霊操者の背後に降り立ち、面白おもしろがるようにそう宣告した。

「そ、そんな……うう――うああああっ！」

　精霊操者は錯さく乱らん気味に叫さけび声を上げて、こちらに突進してくる。

「ちっ――」

　向かっては来ているものの、隙だらけだ。腰こしが引けている。

　撃げき退たいするのは容易だった。巨人の鉈の一撃で、精霊操者は後方に弾はじき飛ばされる。

　キルマールが、その体を受け止め、囁ささやく。

「よーく頑がん張ばったなァ。ああ、一つ言い忘れてたが――」

　ドスッと鈍にぶい音がして、精霊操者の胸から黒い爪つめが生える。

　つまり――キルマールが後ろから鈎爪で突き刺したのだ。

「負け犬も殺す。悪いなァ、うっかり言い忘れてたよ」

　もはや動かない部下に向けて、キルマールは嬉しそうに言った。

「……相変わらずだな、ゲス野や郎ろう」

「お前も元気そうで何よりだなァ。また会えて嬉しいぞ。リオス・レンファーム」

　リオスの怒いかりなど何処どこ吹ふく風かぜ、キルマールは好意的とも取れるような口調で言う。

「俺は、二度とてめえの面は見たくなかったけどな」

「嫌きらわれたもんだ。俺はお前の事は気に入ってるんだがなァ」

「男に好かれて喜ぶ趣しゆ味みは無いんでね！　さっさと消えてくれると助かるんだがな！」

「消したきゃ自分でやるんだなァ」

　崩れ落おちた部下の体を蹴けり退けながら、ゆっくりと距きよ離りを詰つめて来る。

「皆みな気を付けろよ！」

　リオスはそう警告を発しながら、『盾たて』の印を切った。

　これは巨きよ人じんの小盾を作り出す魔法。小盾と言っても、こちらにとっては巨大な金属製の丸盾である。身をかがめれば、全身を覆ってしまう程ほどだ。

　これも術者にとっては、重みを殆ど感じずに扱える。

　右手に鉈、左手に盾。両方を握り締しめて、盾を前にして半身に構える。

　こちらの動きを見ながら、キルマールも魔法の印を切った。

　それは、『眷』を表す魔法文字だった。キルマールが手を弾き合わせると、その足元から、真っ黒い影が蠢うごめき、獣けものの姿を取って飛び出して来た。

　生み出された闇やみの獣――それは目だけが真っ赤に光り、その他は全すべて影を凝ぎよう縮しゆくしたような黒、足は四本、頭からは曲がりくねった角。雄お鹿じかの様な形だが、背に翼が生えている。

　闇の精霊ペリュトンの姿が反映されている。これはその眷けん属ぞくといった所か。それが三体生まれて、キルマールの周りを固める。

「何だぁ!?　こいつらは！」

　クレオが声を上げるのを合図として、闇の獣けもの達たちは一いつ斉せいに飛び上がり、先鋒役の精霊操者達たちに襲おそい掛かる。ある者は弾き飛ばされ、またある者は角によってその身を貫つらぬかれる。

「ちっ！」

　助けに入らなければ！　あの黒い獣は強い。あの事件の時も、これに何人もやられた。

　リオスは一歩踏み出そうとしたが、それはキルマールに防がれる。

「お前は俺の相手だよなァ!?」

　あっという間にこちらの間合いを侵しん略りやくし、右手の鈎爪が突き出される。

　早い！　何とか反応し、長い爪を横から盾で押おし、軌道を反らす。

　闇の精せい霊れい装そう甲こうは、勢いそのままにこちらの脇わきを通とおり抜ける――かと思ったが、簡単に姿勢を操あやつり、こちらの背後に飛び込んで来る。

　振ふり向むきざまに、巨人の鉈を振り下ろす。鉄の塊が地面を叩いた。

　キルマールは攻撃を見切り、半身になって避さけていた。

　下半身は沈しずみ込み、即座に動くに十分な姿勢を保っている。

　危ない！　攻撃を空から振ぶりした隙は大きい。

　リオスは右手に握った鉈を手放した。キルマールが左の爪を繰くり出す。

　右の拳こぶしを飛ばし、キルマールの左の手首を叩く、攻撃の方向がずれた。

　更さらに遅おくれて繰り出される右の爪には、左手の盾を叩きつけて防ぐ。

「野郎っ！」

　身を捻ひねって、右足で下段の蹴り。キルマールは高く飛び上がってそれを避け、そのまま滞たい空くうする。その間に、急いで地面に落ちた巨人の鉈を拾い上げる。

「いーい反応だ。腕うでは鈍ってないなァ」

　腕を組み、満足そうに述べるキルマールを、リオスは慎しん重ちように観察していた。

　キルマールは魔力は元より、接近戦の技量も図ず抜ぬけている。一瞬も油断できない。

　油断した瞬しゆん間かんに死ぬ。この男の力はさっき程度のものではない。

「だが、全力も出さずに戦うとは、どういうつもりかな？」

「……お前もだろ？　お互たがい様さまだ」

　力の配分と言うものがある。魔力は無限ではない。

　一気に燃やし尽つくす訳には行かないのだ。

「時間稼かせぎが目的って所かな？　まァ俺は別に構わんよ。いつまでもつか続けてみるといい。付き合ってやろう」

　そこまで自分に執しゆう着ちやくしてくれて、普ふ段だんなら気色悪いしいい迷めい惑わくだが、今はありがたい。

　出来るだけ、時間を稼ぐのだ。

　キルマールが空中で、魔法を発動させるべく印を切り始める。

　完成した印は――『奪』。

　ペリュトンの骨組みの翼が、どす黒い光に包まれる。

　擦するような気持ちの悪い音を立てて翼が伸のび、先せん端たんがこちらに向けて突進して来る。

　これも、見た事のある魔法だった。翼が変形し、槍やりのように襲って来る。

　かなりの速度！　だが見切れない程ではない。このままであれば――だが。

　その事は頭の隅すみに置きつつ、闇の槍の軌道を鉈で払はらう。

　それに反応したのか、先端がぐにゃりと方向を変える。刀身に当たらないように曲がりながら、更に進んで来る。

　やはり！　恐おそらくキルマールの意思で自在に変形するのだろう。厄やつ介かいだ。

　巨人の小盾を前に出して防ぐ。それ程の手て応ごたえは、感じない。

　なぜなら、骨の翼の先端は、肉厚の金属盾を貫かん通つうしたからだ。防げていない！

「くっそ！」

　リオスは焦しよう燥そうしながら、大きく後ろに跳ちよう躍やくした。




◆◇◆




　うねる炎が、肌はだを赤く照らす。燃える枝が、パチパチと弾けるような音を立てている。

　タイゲイト監かん獄ごくの方から、明かりがいくつも、近づいて来た。敵兵が、慌あわてて飛び出して来ているのだ。

「退くぞ！　後は他の部隊に任せよう！」
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　中年の顎あご鬚ひげを生やした男が、周囲にそう呼よび掛ける。

　皆それに従って、森の奥おくへと走って行った。

「フィリア！　わたし達も行こう！」

　銃じゆうを沢たく山さん持ち運ぶための木き枠わくを背せ負おったアリエッタが、傍そばに寄って来る。

「何で皆みな逃にげるんだ？　戦わねーのかよ!?」

「わたし等らは火をつけて、騒ぎを起こすだけの役だよ！　あなたも聞いてたでしょ？」

　そうだったっけ？　と思う。

　沢山人が集められて、何か説明を聞いた記き憶おくはある。が、言い方が難しくてよく分からなかったので、とりあえずアリエッタと一いつ緒しよにいればいいとしか覚えていなかった。

「聞いたかも知れないけど、覚えてねえ！　オレは逃げるなんて嫌いやだ！　キルマールを捜して倒すんだ！」

　逃げて行く味方とは逆方向、タイゲイト監獄の方に向かって、フィリアは走り出した。

「ちょ、ちょっとフィリア！　まずいよ！」

「うるせえな！　お前は行けばいいだろ！」

　付いて来るアリエッタに向けて、怒ど鳴なる。

「そ、そういうわけには行かないよ。あなたの事、リオスに頼まれてるし……」

「あいつの事なんてしらねえよ！」

　胸のむかつきを隠かくさずに叩きつけ、フィリアは更に走る足を早めた。

　アリエッタは息を切らせながらも追いかけて来る。

　敵兵の明かりが、すぐ側まで近づいて来ていた。このまま山道を行けば鉢はち合あわせする。

　フィリアはアリエッタの手を引っ張って、近くの藪やぶの陰かげに隠れた。

「フィリア、早く逃げようよ」

「シッ！　もう遅おそいぜ。敵はそこまで来てる」

　山道を登ってくる明かりを指差す。アリエッタがごくりと息を飲む。

「倒してやる。アリエッタ、あれ出してくれ」

　アリエッタが作った、魔ま力りよくで強化できる銃弾の事だ。

　あたふたとそれを取り出すアリエッタ。フィリアは奪うばい取るように銃弾を受け取り、水の精霊ウンディーネの精霊装甲を展開した。

「『展開』」

　体中を重みが包つつむ。ちょっと動きにくいが、これを着ていると何だか気持ちいい感じもする。体に馴な染じむと言うか、しっくり来る。

　フィリアは瞳ひとみを閉じて、右手の中にある銃弾に意識を集中した。

　強くなるように、硬かたくなるように。一心に念じると、ほんのりと温かくなる。

　右手を開く。銃じゆう弾だんは、微かすかに水色の光を放つ。

「よし、弾たま込め頼たのむ」

「う、うん。分かったよ」

　アリエッタが魔力を込めた弾を装そう填てんしている間、フィリアは明かりの様子を確かく認にんした。

　近づいて来るのは、十人程の集団だった。一人だけ精霊装甲を纏っていて、他は銃じゆう剣けんを携たずさえた兵士だ。

　どうしよう？　と考える。アリエッタはこういう時には頼たよりにならないし、自分が決めるしかないだろう。少しの迷いの後、フィリアは両手をパンと合わせた。

『霧きり』の魔ま法ほうを使う。これで巻き込めるだけ巻き込んで、精霊操者は魔力を込めた銃弾で撃うつのだ。強く集中しながら、『霧』の印を切った。

　狙ねらいは、敵の中心。出来るだけ深く広がれ！

　目め一いつ杯ぱいの魔力を込めて、フィリアは手を弾き合せた。

　霧はフィリアが頭の中で描えがいていた通りの場所に発生し、兵士達を包んだ。

　バタバタと、生身だった敵が倒れて行く。霧は十人程の集団全てを巻き込んでいた。

　残ったのは、精霊装甲を纏った精霊操者だけ。慌てて周囲を見み渡わたしている。

「アリエッタ！」

　小声だが鋭するどく呼びかけると、アリエッタは銃剣を手て渡わたして来る。

　フィリアは素す早ばやく、銃を構えて狙いを定めた。この距離ならやれる！

　フィリアは思い切って引き金を引いた。発はつ砲ぽう音おんが耳を打つ。

　魔力のこもった銃弾は、精霊操者の腹部に当たり、貫通した。敵はたまらず倒れ込む。

　その威い力りよくは凄すさまじく、敵兵の後ろにあった木までなぎ倒してしまった。

「よっし！」

　倒した。フィリアはぐっと拳を握った。やれる！　これでキルマールも倒す！

「よ、よかったぁ……」

　アリエッタが深々と溜ため息いきを吐つく。

「何だよそんな安心しなくても、オレもやれるって。心配し過ぎ！」

「だ、だってあれ外したらどうする気だったの？　見つかったら、のんびり魔力を込める時間なんて無いんだから。接近戦になったら勝てないでしょ？」

「ふん。気合で何とかしてた！」

「気合って……もう、そんなので――」

「よし、行くぞ！」

　フィリアはアリエッタの文句を無視し、藪の陰から出た。

　そして、眠ねむる敵兵達の間を通り抜けて行く途と中ちゆうで、足が止まる。

　銃剣を握る手に、自然と力が入っていた。

　こんな思いが頭をよぎったのだ。

　こいつら全員――殺した方が、母ちゃんは喜ぶのかな？　と。

　母親が殺された日から、フィリアは殆ど眠れていなかった。

　首が飛んで、ごろりと地面に転がるあの光景。それが頭から離はなれない。

　何度も何度も頭を駆かけ巡めぐって、その度に体に震ふるえが来る。

　それでも無理やり眠ろうとすると、首だけの母親が夢に出て来て、言うのだ。

　――私をこんなにした人間達も、私と同じにしてやって。お願い、フィリア。

　分かったと答えるまで、母親は何度もその台詞せりふを繰り返かえす。

　そして望みの答えを聞くと、満足そうに頷うなずき、消えて行くのだ。

　もう夢の中でしか会えないのだから、せめて、生きている時の優やさしい顔が見たい。

　母親の言う通りにしていれば、きっとその顔を見せてくれるに違ちがいない。

「……こいつらもキルマールも反乱軍なんだから、同じなのかな……」

　自然とそんな呟つぶやきを洩もらしつつ、手近なところで眠る兵士に向き直る。

　銃剣の穂ほ先さきを、首元に突つきつける。

　このまま刺せば、簡単に命を奪える。母親と同じにしてやれる。

　けれど――本当にいいのだろうか？

　戦っている最中ならまだしも、相手は眠っていて、無む抵てい抗こうなのに。

　そこまでしなければ、母は満足してくれないのだろうか？

　ほんの少しの、迷いが生じた。

　だがそれも、フィリアにしか聞こえない母親の声によって、やがてかき消されて行く。

「待ってフィリア！　駄だ目めだよ！　待って！」

　強く肩を揺ゆさぶられて、フィリアは我に返った。

「あ、アリエッタ……何？」

「何って……さっきから呼んでたのに……ね、ねえそんな事してないで、急がないとリオスがキルマールを倒たおしちゃうかもしれないよ！　じ、自分で倒したいでしょ？　ね？」

　その言葉に、フィリアの思考は逸れた。確かにアリエッタの言う通りだ。

　そしてほんのちょっとだけ、ほっとしたような感じもした。

「キルマール……！　うん。そうだな、じゃあ急いで行くぞ、アリエッタ！」

「う、うん。分かった」

　アリエッタはちょっと積極的な表情になって、頷いていた。




◆◇◆




　キルマールの攻こう撃げきをかいくぐり、少しずつ、監獄の門の方向へと身を退く。

　これを何度も繰り返し、何とか堀ほりに掛かかる橋の手前まで来た。

　一番外に近い建屋の陰に身を潜ひそめ、弾はずむ息を整える。巨人の小盾は途中で放ほう棄きしてしまったため、今は無い。新たに魔法で作りだす程の魔力は、惜おしい。

　巨人の鉈の方も、キルマールの『奪』の魔法で変形した翼に所々穴をあけられている。

　体の方はかすり傷程度で済んでいるので、善戦している方だろう。

「おーいリオス！　無事かぁ!?」

　近くの通路から、クレオの声がした。

「クレオ、こっちだ！」

　小声で鋭く、呼び掛ける。

　クレオはこっちに気が付くと、すぐに建屋の陰に入って来る。

「よぉ。調子はどうだ？」

　相変わらず、余よ裕ゆうがあると言うか、緊きん張ちよう感が無いと言うかを感性に任される。

「何とか死なずに立ってる。そっちは――大変だったみたいだな」

　クレオのサンダーバードは肩の部分が破損し、中は血に染まっていた。

「ああ。何とかあの黒い四本足は始末したが……俺以外は全ぜん滅めつだ。ったくとんでもねえ。あんなバケモンに好かれて、お前さんも大変だねえ」

「まあな――」

　その先を続ける事は許されなかった。建屋の壁かべを貫いて、闇の槍が飛び出だして来た。

「！　逃げろ！」

　気配に反応して、警告を発しながら一いつ瞬しゆん早く跳躍。

　自分は、何とか回かい避ひ出来た。だが、クレオは間に合わなかった。

　黒い尖とがった穂先は、サンダーバードの精霊装甲の胸と喉のどを貫通し、そこから赤いものが地面に滴したたり落ちる。

「クレオっ!?」

「早く……い……け……」

　ほんの小さな、かすれるような声。手が少しだけ動き、そして力なく垂れ下がった。

「……すまねえ！」

　感傷には浸ひたれない。その暇ひまが無い。すぐ次が来るはずだ。その前に距離を稼ぐ。

　リオスは橋を渡わたり、監獄の外に飛び出した。

　キルマールも空中を滑すべりながら、追って来る。

　何とか外に出た！　だが、出た所は平らな広場。身を隠すものが中より少ない。

　広場を突っ切きってしまえば森に入れるが、そこまでが厳しい。

　リオスは空中に浮うくキルマールに向き直った。何とか隙を作る！

「さァて何処どこまでもつかなァ！」

　変形した黒い骨組みの翼が、正面と左右から迫せまる。三方向から同時の攻撃だ。

　リオスは巨人の鉈なたを構え、腰を落として下半身のバネに力を溜ためた。

　直前まで攻撃を引き寄せ、思い切り左前方に跳躍し、全ての軌き道どうの外に体を運ぶ。

　着地後、即そく手近な骨組みを下から薙なぐ。

　固い手て触ざわり。渾こん身しんの力を込めても、黒い骨組みは断たち切る事が出来ない。

　三本の黒い槍が、今度は背後から迫る。

「ちいっ！」

　リオスは分厚い反りのある刀身を、地面に突き刺さした。

　勢いをつけ、それを支点に、自分の体を高く跳躍させる。

　目指す着地点は――長く伸びている黒い骨組みの上！

「何っ!?」

　鉈は手放したが、リオスの体は狙い通りの位置に降り立った。

　こちらの体重と精霊装甲の重量を支えても、黒い骨はびくともしない。

　好都合だ！　リオスは、その上をキルマールに向けて走った。

「おらああぁっ！」

　一気に肉にく薄はく。胸むな糞くその悪い顔面を、体重と加速を乗せて全力で蹴り込む。

「うおおおっ!?」

　驚おどろきの声を上げながら、キルマールは地面に墜つい落らくする。

　リオスは空中で一回転して着地を決め、すぐに巨人の鉈を拾い上げた。

　後ろに下がりながら、慎重に様子を見る。

　キルマールは、さして痛みも感じていないという風ふ情ぜいで、むっくりと起き上がる。

「訂てい正せいしよう。少し腕が上がったなァ」

「フン。てめーに褒ほめられも嬉うれしくも何ともねえよ」

「俺おれはお前の成長が、楽しみで楽しみでしょうがないんだがなァ。理解されんなァ」

　柔やわらかく、優しく。そんな口調。気色悪い。悪お寒かんが走る。

　リオスは後ずさりしようとした。だが、足が動かなかった。

「！　しまった！」

　驚いて足元に視線を落とすと、地面から生えた黒い骨組みが巻きついている。

「さァどうする？」

　からかうように言うキルマール。余裕の態度だ。

　だがその横よこ面つらを、何かが張り飛ばした。パァンと何かが弾はじける高い音。

　キルマールはいきなり横に吹ふっ飛とび、盛大に土つち煙けむりが上がった。

　リオスの足の戒いましめも解かれる。音のした方を、驚いて見る。

「よし！　ざまーみろ！　クソ野郎！」

　ウンディーネの精霊装甲。それを纏まとった小こ柄がらな精霊操者が、興奮して飛び跳はねていた。

　その側には、銃を多数保持するための木枠を背負った、気の弱そうな女性兵士。

　フィリアとアリエッタだ！　何でこんな所にいる!?

「おいフィリア！　さっさと逃にげろ！　殺されるぞっ！」

　それを聞いても、ぷいと顔を逸らすだけで、フィリアは何も答えない。無視する気だ。

「アリエッタ！　早くフィリアを連れて逃げろ！　ヤバいぞ！」

「で、でもまともに当たったよ……？」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　あんなモンであいつが殺せるか！」

「その通りだなァ」

　何事も無かったかのような、キルマールの声。

　土煙の中から、骨の翼つばさが変形した黒い腕が何本も伸びる。

　それは真まっ直すぐにフィリアに向かい、巻きついた。

「くぅ――あああっ……！」

　喉のど元もと、胴どう、両手、両足。それぞれを締め付つけられて、フィリアは苦しそうな呻うめき声ごえを上げた。それを見たアリエッタが、側でおろおろしている。

「フィリア！」

　あれは危ない。喉が絞しまっている。このままでは窒ちつ息そくしてしまう！

　助けるために近づこうとするが、途中で歩が止まった。

　また地面から変形した黒い骨先が生え、足に絡からまったのだ。

　巨きよ人じんの鉈で切り捨てようとするが、刃はが通らない。

「ちっ……くしょう！」

　こうなったら――やるしかない！

　リオスは一いつ旦たん、精霊装甲を解除した。巨人の鉈も消失する。

「お？　本気でやる気になったかなァ？」

「リ、リオス!?　諦あきらめるの!?」

「んな訳あるかっ！　黙だまって見てろ！」

　アリエッタを窘たしなめ、リオスは大きく息を吐き、呼吸を整えた。

　そして両手の腕うで輪わが交差するように腕を組み合わせ、叫さけぶ。

「『二重展開ツイン・エヴオルト』！」

　左右の腕に装着していた、サラマンデルとオーグルの精霊装甲が、同時に活性化する。

　装そう甲こうを覆おおう抗こう結けつ界かい紋もん章しようは、あるものは真しん紅く、ある物は灰色。配分は丁度半々。

　サラマンデルの赤い尾おと、オーグルの反り返った鉄の角が両方生える。

　これが、二種類の精霊装甲を同時に展開した姿だ。

「えええぇっ!?　あなた『異種同時展開能力者マルチエヴオルター』だったの!?」

　アリエッタが驚きよう愕がくに目を見開く。

「ああ！」

　精せい霊れいにはそれぞれ、好みの魔力の性質がある。

　その嗜し好こうの大まかな方向性が、属性である。焔ほむらの精霊に対してはそれに向いた性質の魔力を提供しなければならないし、鉄の精霊にも同じくである。

　だが普ふ通つうは、性質の違う魔力を同時に放出する事が出来ず、複数属性を扱あつかえる者でも、同時に展開できる精せい霊れい装そう甲こうは一つのみである。

　その『普通』が当てはまらない人間――それが『異種同時展開能力者』。

　歴代の精霊操者の中でも数える程ほどしかいない、希少な特異体質である。

　たとえ個々の力は上級精霊に及およばずとも、束ね合わせ、それに迫る事が可能なのだ。

　ただし装甲の強度は二体分になるが、魔力の消費は、繊せん細さいな制せい御ぎよが必要なため、二体分以上になる。それは強力な戦力であると共に、活動時間を縮める諸もろ刃はの剣けんだ。

　短期決戦以外ではなるべく使用したくないが、それを言っている場合ではない。

　リオスは両手を弾き合わせた。そして印を切る。

　切ったのは、オーグルの『鉈』と、サラマンデルの『弾』の、二種類の魔法文字。

　これを同時に発動させる！　締しめ括くくりのために再度両手を合わせる。

　現れた巨人の鉈は、刀身がサラマンデルの炎ほのおに覆われ、真っ赤に染まっていた。

　柄つかを握にぎり締め、足の戒めに刃を立てる。それは、端はしから溶とけたように千切れ飛ぶ。

　続いてフィリアを捕とらえる黒い腕うでに斬きりつけると、それも熱で溶よう断だんされる。

　元々の威力に炎の力を加えた紅あかい刀身は、それまでより格段に上の力を発揮する。

　これが、紅くれない剣けん鬼きなどと言う二つ名を付けられた理由でもある。
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　解放されたフィリアは地面に膝ひざをつき、苦しそうに咳せき込む。

　リオスは庇かばうようにその前に立ち、キルマールに対たい峙じした。

　切っ先で威い嚇かくしながら、背後に呼び掛ける。

「早く行け！　俺のこれはそんなに続かねえ！」

「う、うん。フィリア、行こう！」

「嫌だっ！　母ちゃんの仇かたきも取らずに、逃げられるかっ！」

　聞き分けの無い。リオスは舌打ちした。

　並の相手ならいいが、相手が悪過ぎるのだ。

「ならせめて離れて隠れてろ！　あいつがあんなのでやれるかよ！」

　この少女は、何としても殺させたくなかった。

　気持ちは分かるのだ。痛い程に。

　しかもその原因は、血の繋つながった父親が起こした事である。知らん顔はできない。

　世の中面めん倒どう臭くさい事が八割だが、フィリアを助ける事は、面倒臭くない方の二割の内だ。

「結構結構。楽しくなってきたなァ？」

　キルマールが再び『奪』の魔法を発動させる。

　伸のびた背中の骨組みの翼が、両手の鈎かぎ爪づめに絡まり付く。

　混ざり合った黒と黒が、薄うすく輝かがやきを発する両りよう刃ばの剣状に安定した。

　鈎爪に『奪』の魔法が上乗せされた形だ。それを構えたキルマールは、身を屈かがめた猫ねこ背ぜの姿勢で、こちらに駆け出した。フィリアはまだその場を動かない。

　迎むかえ撃つ！　だがその前に――

「おいフィリア、俺があいつと離れたら『霧』だ。いいな！」

　それだけ言い残し、地面を蹴ける。お互たがいの距きよ離りが一気に詰つまって行く。

　紅い巨人の鉈を両手で肩かたの高さに構え、叩き下ろす準備をしておく。

　キルマールがこの武器を使うのは、見た事がなかった。

　見た目で判断すると、獲え物ものの長さではこちらが上。反面小回りの利きでは向こうが有利だろう。武器の威力自体は、比べて見ないと分からない。

　更さらにこれまでの様子から、刃が伸びる可能性もある。慎しん重ちように戦わねば。

　黒い精霊装甲が、巨人の鉈の間合いの内に滑り込む。

　意識的に、両りよう肘ひじの位置を少し上げる。それに反応し、キルマールは左に跳ちよう躍やくした。

　上からの攻撃を予測したのだ。しかし、そう来るのは予測できていた。

　着地点を狙い、斜ななめ下したに薙ぐ軌道で巨人の鉈を振ふる。

　キルマールが地面に黒い剣けん先さきを向ける。その先せん端たんが伸び、地面に突き刺さった。

　そしてそのまま、その体を高く持ち上げる。

　結果こちらの刀身は、キルマールを支える黒い柱を叩くだけだった。

　その手触りは硬い。端に少し刃が食い込んだが、容易には断ち切れそうにない。

　リオスはすぐに諦め、次の行動のために剣を引き、構え直した。

「ヒュゥッ！」

　キルマールが空いた左手をこちらに突き出す。刃が伸びて、こちらの喉元を襲おそう。

　避さけるための体勢は作れている。左足を後ろに下げ、半身になってやり過ごす。

「だあっ！」

　沈しずめた腰こしを伸び上あがらせながら、空中のキルマールに対して切っ先を突き出す。

　キルマールは身を捻ひねって回転させながらかわし、軽い足音を立てて着地する。

　間かん髪はつ入いれずに、紅い刃を袈け裟さ掛けに打ち下ろす。

　元の長さに戻もどった黒い刃が、十字に交差してそれを受け止めた。

　炎と闇やみがせめぎ合う。二合、三合と打ち合う内に、巨人の鉈に纏わり付いた炎が力負けし、段々元の色に近づいて行った。

「ちっ……！」

　思わず呟く。獲物の威力でも負けている。間合いでも相手の武器が伸びる以上、こちらは不利。何一つ勝っている部分がない。

　横から薙ぐキルマールの一いち撃げきを受け止めると、とうとう巨人の鉈が元の黒色になった。

　それを見ると、黒い精霊操者は刃を引き、こちらと距離を取った。

「さァ――力を込め直せ」

「フン。余裕見せやがって――」

　巨人の鉈を地面に突き刺し、両手を弾いた。そうしながら、背後に視線を送る。

　フィリアが、両手を弾き合わせていた。キルマールを中心に、霧が発生する。

「ぬうっ!?」

　今だ！　リオスは『壁』の印を切りながら、全力でフィリアの方に駆けた。

　完成した印を発動。霧の外に炎の壁がせり上がり、完全にキルマールは見えなくなる。

「来い！」

　フィリアの手を掴つかんで、一目散に走る。アリエッタも後を追って来た。

「お、おいっ!?　逃げるのかよ!?」

「今はな！　出直しだ！」

　元々目的は時間稼かせぎ。もうその役割は果たした。

　監かん獄ごく内は大混乱で、あちこちから悲鳴や怒ど声せいが響ひびいているのだ。

　リオス達たちは森に駆け込んだ。

　走りながらもう一度切った壁の印で更に姿を隠かくし、ただひたすらに足を前に運んだ。

　キルマールを撒まいて森を抜ぬけると、リオスは大きく息を吐き、フィリアは悔くやしそうに舌打ちし、アリエッタは吐きそうなくらいに息切れして、地面に座すわり込んだ。




◆◇◆




　タイゲイト監獄から解放された兵員は、一気にライオードの街の中ちゆう枢すう部ぶ、総そう督とく府ふに雪崩なだれ込んだ。勿もち論ろん、ミレイユ達の手引きによるものだ。

　狙ねらいはここの武器庫から、残った武器等とうの物資を調達する事である。

　旧王国時代の王城は殆ほとんどもぬけの殻からであり、さしたる抵てい抗こうもなく制圧された。

　夜が明けてリュミエール大結界が姿を隠し、太陽が一番高い位置に昇のぼった頃ころ、次の行動を説明するための打ち合わせに召しよう集しゆうされた。

　場所は行政府内の会議室。艶つやのある木製の細長い机が中心にあり、それを囲むように椅い子すが配置されていた。中に居る人間は十人に満たず、席は余っている。

　リオスは足を組んで椅子の一つに腰こし掛かけ、机の上に広げられた、オフィンバンド島全体の地図に視線を落としていた。そうしながら、ミレイユの話に耳を傾かたむける。

「まずは皆みなさん、お疲つかれ様さまでした」

　そう挨あい拶さつし、ミレイユは状じよう況きようの整理に入る。

「タイゲイト監獄から救出できた兵員は三百名程、それに、二百名程義勇兵として加わりたいと申し出て下さった方がいらっしゃいます。合わせて五百名程の手勢になりました」

　引ひっ掛かりを感じた。監獄には千人近い兵員が居た筈はずだが。

　同じ事を感じた別の者が、質問を飛ばした。

　リオスも顔を上げて、ミレイユの方を見た。

　軍装になっており、柔らかい雰ふん囲い気きは残しつつも、引き締まった知性も感じる。

　女性用の制服の下は、スカートに膝ひざ下したまであるブーツだ。合間から白い脚あしが見える。

「かなりの数の兵員が既すでに殺されていました。無事だった方の証言によると、やったのは闇の翼――戯たわむれのために殺しているようにしか見えなかった、との事です」

　キルマールの名が出て、慄おののくような緊張感が室内を支配する。

「奴やつはどうなったんだ？　討うち取とったのか？」

　顎あご鬚ひげを生やした中年の男が、そう言った。ミレイユがこちらに視線を投げて来る。

「俺は――倒せてません。先せん鋒ぽうは俺以外全員あいつにやられました」

　リオスは首を振り、そう答えた。

「クレオもか……」

　中年の男が肩を落とす。

「すいません。俺の力不足です」

　他ほかの者も俯うつむいて、クレオの死を悼いたんでいるようだった。

「そこまでです。その犠ぎ牲せいがあったからこそ、私達は今ここでこうしていられます。無む駄だにしないためにも、やるべき事をやりましょう」

　ミレイユは軽く手を叩き、その場の空気を締めた。

「でも分からないのは、リオスさんと戦った後、キルマールが何処へ行ったかです。ここを攻せめ落おとす時にも、姿を見せませんでしたし……リオスさん、何か分かりませんか？」

「分からねえ。あいつは狂くるってやがるから、何するか予想もできねえよ」

「気にしても無駄ですかねえ……じゃあ、またキルマールが出てきたら、リオスさんに戦って頂くという事で。お願いしますね」

「ああ。分かった」

　リオスが頷うなずくと、ミレイユは硬かたかった表情を少し和やわらげて、笑え顔がおを見せた。

「ではこれからの行動のお話を――と言いたい所ですが、もう一つお知らせです。ルキア軍の大部隊が、北方の国境線を越こえて、領内に侵入して来たそうです」

「何っ!?」

　リオスは思わず声を上げていた。他の出席者も同様で、思わず腰を浮かす者もいた。

　ミレイユが言うには、今朝入港して来た定期船の乗員からの情報であるらしい。

　もしそれが本当であるならば、一大事だ。

　本土の軍がルキア軍の迎げい撃げきに手て一いつ杯ぱいとなり、オフィンバンド島の反乱を鎮ちん圧あつするための派兵が不可能になってしまう。時間を稼げば有利だった筈の前提が崩くずれる。

　それどころかこちらが負けてしまうと、全島を掌しよう握あくした反乱軍が、簡単に本土の脇わき腹ばらを突つける事になってしまう。それは、国自体の存亡の危機に繋がりかねない事態だ。

「もしかしたら――反乱軍とルキア軍は連れん携けいしているという線も考えられますね」

「無いとは言い切れねえな……」

　平時であるならば、この島で反乱を起こしても、すぐ鎮圧されるのは目に見えている。

　それが分からない程、父親は愚おろかではないし、息子むすこのように向こう見ずでもない。

　だがルキア軍が連携する算段がついていたら？　生き残る可能性は見み出いだせる。

　その可能性が、父親の胸に燻くすぶっていた暗い炎を燃え上がらせたのかも知れない。

「いずれにせよ、私達の戦いの結果が、この島だけでなく、国全体の命運をも左右しかねません。気を引き締めてかかりましょう」

　ミレイユは全員を見み渡わたし、そう述べる。

「ではこれからの行動ですが――当初からの方針通り、反乱軍の背後を突きます」

「反乱軍はもう大分前に出発してるぜ？　追いつけるのか？」

　今から出て急いでも、間に合わないかもしれない。

「はい。汽車を使いますから」

「しかし既に、反乱軍が破は壊かいしてしまったはずでは？」

　黒くろ髪かみの若い男が、そう口を挟はさんだ。

　その情報は知らなかったが、そう言うからにはそうなのだろう。

「ゴラント側の列車は無事ですから、そっちを使います。もう既に、ライオードに向けて出発している筈ですよ。今夜には着くと思います」

「五百人はいるんだろ？　そんなに乗れるのか？」

「人員輸送用の、特注の荷台を用意してます。それも一いつ緒しよにゴラントから届く予定です」

「なるほどな……」

　手回しのいい事だ。

　ミレイユは、机の上に広げられた地図の一点を指差す。

　それは、ゴラントの東に面する丘きゆう陵りよう地帯だった。

「主戦場はここになるでしょう。私達はその南西の森に潜ひそみ――機会を見て一気に反乱軍の背後を突きます。森の端っこは線路に面してますから、気付かれずに直通で行けます」

「何から何まで計算済みか。すげえな」

　リオスは感心して思わず唸うなった。

「いいえ。これは半分以上クレオさんが考えた作戦ですから。褒めるならクレオさんを褒めてあげて下さい」

　ミレイユはにこりと笑い、皆に向かって呼よび掛かける。

「他に質問はありますか？　無ければ出発の準備をしましょう。手が空いた方は休息を」

　特に誰だれも何も無かった。皆がそれぞれの仕事のために、動き出だした。







◆　第四章　少女の涙なみだ　◆







　闇の中を、汽車が疾しつ走そうして行く。進行方向を向いた座席に腰を下ろし、窓の外に目を遣やりながら、思おもい浮うかぶのは父親の事だった。

　文武共に鬼のように厳しかったが、温かみが無いわけではなかった。

　嫌きらっていたわけではない。尊敬もしている。だが、リオスは島から出る事を選んだ。

　王都の士官学校を出た後も、わざと希望して北方守備隊に行った。島に帰りたくなかったからだ。とうとう痺しびれを切らしたシノンが手を回して、リオスをオフィンバンド島の総督府に引っ張るまで、ずっと島に近寄ろうとはしなかった。

　そんな自分の振る舞まいを思うと、怒いかりや悲しみでは無く、後こう悔かいが胸を支配した。

　自分がずっと側にいれば、父を止められたのかもしれない。そう思えたからだ。

　妻と娘むすめは亡なくなり、唯ゆい一いつ残った息子は自分の元に寄り付かない。そんな状態では、流石さすがの石頭も寂さびしかっただろう。それが、父親を狂わせる要因になったのかも知れない。自分の事ばかりで、何も見ようとしてこなかったツケなのかも知れない。

　だがそのツケを払はらうのは、反逆者の息子という肩かた書がきを得た自分だけでは無い。フィリアの母のような、無関係な人間も巻まき添ぞえだ。

　故ゆえに、数年ぶりに父親の顔を見ることがあれば――そうなれば、自分のやるべき事は一つ、斬り捨すてる事だ。分かってはいるが、実際にできるだろうか？

　総督府にシノンはいなかった。反乱軍の指揮を自ら執とっているのである。

　この列車が着いたら、次の相手は父親の率いる軍だ。その時は刻一刻と迫せまっている。

「リオス、ちょっといい？」

　そう声が掛かり、リオスの思考は中断された。見ると、座席の脇わきに鮮あざやかな金きん髪ぱつの、中性的な雰囲気の少女が立っている。その隣となりには肩までの黒い髪かみの、愛あい嬌きようのある顔立ちの少女。二人とも軍装である。リオスを呼んだのは、アリエッタの方である。

「ん？　何だ？」

「ほら、フィリア」

　アリエッタは、仏ぶつ頂ちよう面づらのフィリアの背中を軽く押おす。

「その……ありがとう。キルマールから助けてくれて」

　拗すねたような顔をして、こちらと視線を合わせようとはしない。

　アリエッタに促うながされて、嫌いや々いや言わされているという感じだ。

　それでも銃じゆうを向けられたり、無視されるよりはましだろうか。リオスは苦く笑しようした。

「どうって事ねえよ。それより悪かったな、相あい討うちにしてやれなくてよ」

　少しだけ皮肉を込めて言うと、フィリアの表情が変わった。きっ、とこちらを睨にらむ。

「馬ば鹿かッ！」

　そう怒ど鳴なるついでに、向むこう脛ずねも蹴られた。

「いてぇな！　てめえ何しやがる！」

「まあまあまあまあ」

　ミレイユが前の座席の背もたれから、ひょこんと顔を出した。

「うおっ!?　いたのかよ!?」

　驚おどろくリオスに構わず、フィリアに向かって笑顔。

「フィリアちゃん。許してあげて下さいねえ、リオスさんは素す直なおじゃないから、好きな子には意地悪しちゃうんですよー」

「なっ……!?」

　フィリアは物もの凄すごく驚いた様子で、目を見開く。

「おいコラ、何を意味不明な事言ってんだ」

　文句を言ってもミレイユはにこにこするだけで、無視の姿勢。

「そ、そうだったんだ……」

　素直に信じ込むアリエッタ。

「アホーッ！　信じるな！」

「し、知らねえよ、こんな奴！」

　フィリアはそう言い捨て、逃にげるように別の車両の方に去って行った。

「あっ、フィリア！」

　アリエッタの呼び掛けも、聞こえない様子だった。

「……おい、ミレイユ。ひでえ嫌いやがらせだな、おい」

「あら？　でもああいうお転てん婆ばさんが好きなんでしょう？　リオスさんは」

「はぁ？　何でそんな事になってんだよ」

「だって保護者さんみたいって言ったら、違ちがうって仰おつしやったじゃないですかあ。だからそういう事なのかなあって」

「違うわいっ！　あんなの躾しつけのなってねえクソガキじゃねーか！」

「で、でも……フィリアはいい子だよ、うん」

　と、フィリアの肩を持とうとするアリエッタ。

「ああ、じゃあアリエッタちゃんみたいな子がお好きなんですか？」

「えぇっ!?　わ、わたしなんかそんな……何の取り柄えもないよ……」

　矛ほこ先さきを向けられたアリエッタの顔が、急に上気して赤くなり始める。

「あるじゃないですかあ、ここに。立派な女の子の取り柄ですよお？」

　ミレイユは、自分の胸のあたりを指差す。

　アリエッタはますます顔を赤くして、胸むな元もとを隠すような姿勢になる。

　まあ大き過ぎるので、隠そうとしても隠れないが。

「こ、これは……好きでこうなったわけじゃないんだよ、重いし……」

　やはり重いのか、とどうでもいい事に納なつ得とくしてしまった。

　まあ胸は女性らしさの象しよう徴ちようであるから、無いよりあった方がいいのは間ま違ちがいないが。

「……」

　何だか口が挟み辛いので、とりあえずリオスは黙だまった。

「も、もうやめてよ！　リオスだって困ってるよ！」

「んー。じゃあ、リオスさんはひょっとして私が良かったりします？」

「無いな。お前性格悪そうだし」

　即そく答とうする。見た目は美人なのに、残念な事である。

　と、ミレイユは何か思いついたようにぽんと手を打った。

　そして、真ま面じ目めな顔をする。

「分かりました！　リオスさん……男の人がお好きなんですね？」

「えええええぇぇぇっ!?」

　素直なアリエッタは、絶ぜつ叫きように近い驚きを発する。

「んなわけねーだろうがあぁっ！　おいアリエッタ！　違うぞ！　信じるなよ！」

「え？　う、うん。じゃあ、あなたはどういう感じの女の子が好きなの？」

　そういう質問をアリエッタが繰くり出して来るとは、予想外である。

「う、うーむ……？」

　腕うで組ぐみ。

「うーむ……」

　首を捻る。

「むむむ……」

　結論が出た！

「分からん！」

　断言。

「……やっぱり男の人がお好きなんじゃないんですかあ？」

　呆あきれ口調になるミレイユ。アリエッタも頷いていた。

「それは断じて違うけどよ……あんまそういうの考えた事ねえんだよ。縁えんがねえんだ」

「寂しい青春を過ごしてらしたんですねえ」

　同情されてしまった。

「余計なお世話だっ！」

「と、まあ冗じよう談だんはさておき――フィリアちゃんの事なんですけど、心配してはいるんでしょう？　だったらもう少し、態度を考えた方がいいと思いますよお？」

　急に話を引き戻し、温和な笑顔。その奥おくで何を考えているか、それは謎なぞだ。

「ふん。知るかよ」

「もー素直じゃないですねえ、リオスさんは。本当は優やさしいのに、損な性格ですよう」

「うるせーな。放っとけ」

　背中がむず痒がゆくなる。

「これでも昔は素直ないい子で、すっごく礼れい儀ぎ正ただしかったらしいですよ」

　ミレイユがアリエッタに耳打ちする。

「ええっ!?　それは想像つかない……」

「だーっ！　止めろコラ！」

「ま、まあまあ……それよりフィリアの事なんだけど、気になる事があったんだ」

　アリエッタはそう前置きして、フィリアが眠ねむっている敵兵を殺そうとした事を話した。

「ちっ。あの馬鹿が……」

「驚いたよ。あなたが言ってた事って、こういう事だったのかなって」

「気持ちは、分からないでもないですけどねえ。お母さんは何の罪もないのに、巻き込まれて殺されたんですから」

「だからってそれをまた違う奴にぶつけてたら、同じ事の繰り返かえしになるぞ。今度はフィリアを恨うらんだ誰かが、また別の奴を殺すだけだぜ」

　それに気が付いた時、フィリアはきっと虚むなしくなるだろう。

　そして、自分も自分が恨んだ人間と同じだと後悔するだろう。

　だがその時には、もう取り返しはつかないのだ。

　いつか現れる、自分を恨む者の影かげに怯おびえ続けるしかないのだ。

「私もそう思いますよ。でもそれを言って理解してもらえるかどうか……そう簡単な話なら、いつまでも独立だ恭きよう順じゆんだなんて、やっていないはずでしょう？」

「……変わらねえな、この島」

　恨みの連れん鎖さだ。その連鎖から逃げ出したくて、自分は島を出たのだ。

「それでも、ここ数年は大分落ち着いて来てたんですけどねえ。島民の生活水準も上がって、本国からの資金で鉄道も開通して……でも今回の事でこの先どうなるか――」

　頬ほおに手を当て、憂ゆう鬱うつそうに溜ため息いきを吐つく。

「とにかく、だ。またあいつが同じ事やろうとしたら、止めてやってくれ。このままじゃ後であいつが後悔する。それが分かってる俺おれ達たちは、止めてやらなきゃなんねえ」

　リオスはアリエッタの方に顔を向けて、そう頼たのんだ。

「うん。そうだね、分かったよ」

　アリエッタは頷いて、フィリアの後を追って行った。

「早く平和になって、同じような子が出なくなるといいですね」

「俺おれはそんなに器うつわデカくねえからな、知らねえ奴の事まで気にできねえよ」

　リオスがそう言うと、ミレイユはちょっと驚いたような顔をする。

「将来の総そう督とく候補が、そんな事言っちゃっていいんですかねえ」

「今はもう反逆者の息子だ。それに元々総督とか興味ねえよ」

「ただの精霊操者エヴオルターでいる方が、性に合ってますか？」

「ああ。俺みたいなのは、キルマールの野や郎ろうとやりあってるのがお似合いだ。戦って戦って――そのうち死ぬ。それだけだな」

「私はそうは思いませんけどねえ」

　ちょっと小首を傾かしげる仕草で、柔やわらかそうな唇くちびるは笑えみの形。

　心を覗のぞかれているような感じがして、リオスはミレイユから目を逸らした。

「買かい被かぶりだ。下らない事言ってんな」

「はーい。ごめんなさい」

　ミレイユは全然反省していなさそうな口調で、そう言った。




◆◇◆




　ガクン！　と大きな揺ゆれが来た。座席にもたれたまま眠っていたのだが、有う無むを言わさず叩たたき起おこされた格好だ。

　窓から差し込む太陽の光は、白から赤に変わろうとしていた。

「何だ……!?」

　リオスは窓から外を見た。列車はその両面を、緑の木々の絨じゆう毯たんに挟まれている。

　森の中だ。もう目的地はそう遠くない。ひょっとしたら到とう着ちやくしたのだろうか。

　車両の外に出てみる。同じように多数の人間が車外に出て来ていた。

「あっリオスさん！」

　長い銀ぎん髪ぱつを揺らし、ミレイユが駆かけ寄よって来る。

「おい。何事だ？　もう着いたのか？」

「いいえ、見て下さい。あれ――」

　ミレイユが列車の進行方向上の線路を指差す。そこに、大きな岩が転がっていた。

　青黒く、背は人の二倍はある。横よこ幅はばはそれ以上だった。

　これでは列車は進めない。急に止まったのはこれを発見したからなのだろう。

「なんであんなモンが……」

　この辺りに、他に大きな岩石は転がっていないように見える。

　つまり、誰かが持って来た？　妨ぼう害がい工作だろうか。それならば――

　リオスは森に視線を這はわせた。キラリ、と何かが光ったように見える。

　感じるのは――殺気！

「皆みな伏ふせろっ！」

　リオスはそう警告を発しつつ、自分はオーグルの精せい霊れい装そう甲こうを展開エヴオルトした。

　すぐに意図を察したミレイユも、シルフィードを展開していた。

「撃てぇッ！」

　号令が響ひびき、静かだった森が一いつ瞬しゆんにして砲ほう撃げきと銃じゆう撃げきの喧けん騒そうに包まれる。

　両側からの攻こう撃げきに、あちこちで悲鳴が上がり、バタバタと人が倒たおれて行く。

　何発かの衝しよう撃げきが、オーグルの装そう甲こうの表面を叩いて甲かん高だかい音を立てた。

　ミレイユが『翼つばさ』の印を切って、空中に舞い上あがる。

「皆みなさん右手の森に！　血路を開いて落ち延びましょう！　森を抜ぬければ、ゴラントはすぐそこです！」

　狙ねらいは完全に読まれていた。ならば、敵の背後からの不ふ意い討うちは不可能である。

　ミレイユの判断は正解だ。挟きよう撃げきは諦あきらめて、少しでも多くの人員をゴラントの軍に合流させるしかない。

「よう！　ミレイユ、リオス！」

　朗ほがらかとも軽けい薄はくとも言える、そんな声。

　線路上の岩石の側に姿を現したのは、見知った男だった。

「ク、クレオさんっ!?」

「何だと……!?」

　クレオは死んだはずだ。喉のどと胸を、キルマールの『奪』の印の魔ま法ほうで貫つらぬかれた。

　あれで生きていられるはずがない。何がどうなっているのか。空そら恐おそろしさを感じた。

「い、生きてたんですかあっ!?」

　流石のミレイユも驚きを隠かくせない様子である。

「よ、よかった。私てっきり……」

「いや死んだ！　あれで生きてられるわけがねえ！」

「で、でもどう見てもクレオさんですよお!?」

「俺が知るか！　おいてめえ、何モンだ!?」

　リオスは『鉈なた』の魔法を完成させ、長大で肉厚な片かた刃はの剣けんを召しよう喚かんした。

　巨きよ人じんの鉈を構えて、真っ黒い切っ先をクレオに突き付つける。

「お前の相手は俺じゃねえよ――こいつさ！」

　ぽん、と線路上の岩石を叩く。するとそれは、生き物のように蠢うごめき出す。

　いや、実際生きているのだ。

　太い四本の足に長い胴どう、尾おの先せん端たんは球状になっていて、これは敵を薙なぎ払うための槌つちとなる。細長い赤い瞳ひとみに、深く裂さけた口の牙きばは刃は物もののように尖とがり、鼻先から反り返った角が生えている。そして、表皮の全すべては青黒い岩石に覆おおわれている。

「戦岩獣……！」

　岩獣自体は、魔法文明時代に生み出された半獣半岩の生き物だ。過去の遺物と言われている。石炭等を食料とし、その性質は意外にも臆おく病びようで、人に危害を加えたりはしない。

　それだけに人が飼いならす事も可能で、戦いのために調教したものが戦岩獣だ。

　だが問題は、何故なぜそれがここにいるのかという事だ。現在岩獣の生息域は、ファスラーンの周辺地域では、ルキア領内だけなのだ。自然、戦岩獣はルキア軍の専売特許である。

「こりゃあ、反乱軍がルキアとつるんでやがるのは間違いなさそうだな……」

「んじゃ、頼みますよっ」

　戦岩獣の背面には鞍くらがあり、そこに長い髭ひげを蓄たくわえた小太りの人ひと影かげが見える。

　クレオはその人物に呼び掛けていた。

「ああ任せろ――さぁ踏ふみ潰せっ！」

　岩の獣はこちらに狙いをつけ、高い声で雄お叫たけびを上げる。

「クレオさんっ！　どういうつもりですか!?」

「ミレイユ！　ぼーっとすんな！　こいつは俺が相手する！　お前は早く皆を逃がせ！」

「は、はいっ！」

　ミレイユはこちらに背を向けて、後方に飛んで行った。

　フィリアとアリエッタが無事かどうか気になるが、今は戦岩獣をどうにかしなければ。

　北方守備隊で何度か戦岩獣と遭そう遇ぐうした事はあるが、目の前に居るものは、かつて見た事が無い程ほど大きい。その分力も体力もあるだろう。簡単な相手ではない。

　地じ響ひびきを立てて、岩の巨きよ獣じゆうが突とつ進しんして来る。速度は見た目の割りに早い！

　左足で踏みつける攻撃を、飛とび退のくではなく前に踏み込み、軌き道どうの内側に入り込んですり抜ける。そしてそのまま後足の側まで走はしり抜け、巨人の鉈の刃はを立てた。

　だが岩の皮ひ膚ふは、鉄の精せい霊れいの鉈を弾はじき返す。余りに硬かたく、手に痺れが残る程である。

「！　硬ってぇ奴やつだな！」

　以前に見た事のある戦岩獣は、巨人の鉈で多少なりとも傷がついたのに、今回は全く通じない。体格がいい個体は、皮膚の硬さも普ふ通つうのものを凌りよう駕がするのか。

　戦岩獣が腰こしを捻ひねる。尾の先端――球状の槌が一瞬で目の前に迫っていた。

　避さけられる速度ではない！

　巨人の鉈の腹で、受ける姿勢だけは作る。激げき突とつの瞬しゆん間かん、凄すさまじい衝撃が伝わって来た。

　簡単に体が吹ふっ飛んで、何度も地面を転がり続ける。

　その間、巨きよ大だいな鉈の柄つかを握にぎり締しめ、気を失わないように、必死に自分を叱しつ咤たした。

　意識が途と切ぎれたら装甲が解除され、それで終わりなのだ。

　かなり離はなれた所でようやく回転力が無くなり、リオスは地面に伏ふせた。

　立ち上がろうとすると全身痛かったが、動かない場所はなさそうだ。

「わはははははっ！」

　戦岩獣の飼い主は、勝かち誇ほこったような笑い声を上げながら、更さらにこちらを追つい撃げきさせる。

　鼻先の角の突とつ撃げきを、今度は斜ななめ後方に跳ちよう躍やくして避ける。

「調子に乗りやがって……！」

　腹は立つが、下手に反はん撃げきはしない。

　距きよ離りを取りながら、段々右手の森――脱だつ出しゆつ方向に近づいて行く。

　敵の包ほう囲い網もうのど真ん中で魔ま力りよくが尽つきれば、逃げる事が難しくなる。

　全力で戦うには、万が一魔力に限界が来ても、その後逃とう走そうし易やすい場所の方がいい。

　リオスはどんどん森の中に退いて行った。戦岩獣は執しつ拗ように、こちらを追いかけて来る。

　進路上の樹きはメキメキと悲鳴を上げて、どんどん薙ぎ倒される。

　幸い敵兵も戦岩獣が恐おそろしいのか近寄って来ず、戦いは完全に一対一だった。

　木こ陰かげに身を隠しながらある程度距きよ離りを取り、リオスはいったん装甲を解いた。

　そしてすぐに、両手の腕うで輪わを交差させる。

「『二重展開ツイン・エヴオルト』！」

　オーグルの角と、サラマンデルの尾を持った装甲が身を包つつむ。

　続けざまに『鉈』と『弾たま』の印を切り、炎ほのおに包まれた巨人の鉈を召喚する。

「ちょこまかしおって！」

　戦岩獣の乗り手がこちらを見つける。すぐに反応した巨獣は、突進して来る。

　鉈を地面に突つき刺さし、両手を叩く。『壁かべ』の印を切る。

　発動した魔法が炎の壁を生み出だす、それは高く噴ふき上がり、敵の視界を塞ふさぐ。

「おおっ!?」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいて立ち止まる隙すきに、リオスは壁の側面に回っていた。

「うおおおおっ！」

　右の前足部分に一気に肉にく薄はく。両手で握った巨人の鉈を、走りながら全力で叩きつける。

　一いち撃げきで切断とはいかないが、岩の肌はだが削けずれて刃が食い込む。

　それを確かく認にんすると、すぐに刃を引いて、また走る。巨獣の脇を通とおり抜けた。

　戦岩獣は高い声で鳴き、怒いかりを顕あらわにする。身をくねらせて尾の先端を飛ばしてくるが、その時リオスは既すでに範はん囲い外がいに身を引いていた。

　一いち撃げき離り脱だつ。戦岩獣の身のこなしは意外と早い。止まって攻撃していると、反撃を食う。だから目め眩くらましをした上で、一瞬だけ近づいて攻撃し、すぐに離れる。

　先手さえ取る事が出来れば、反撃の前に逃げることができる。

　リオスは同じ事を続けた。距離を取り、相手の注意を引き付けるための魔法を撃うち、その隙に走り抜けながら攻撃。狙うは右の前足のみ。

　立て続けに魔法を繰り返したため、息が上がり、魔力が心こころ許もと無なくなって来た頃ころ、岩の獣の右足が完全に壊こわれた。体が均きん衡こうを保てなくなり、地面に崩くずれ落おちる。

　騎き乗じよう者の方もそれついて行けず、鞍から転がり落ちた。

　リオスは素す早ばやく、地面に落ちた髭の男に鉈の切っ先を突きつけた。

　怯えたのか、男はごくりと喉を鳴らす。

「おい！　てめえルキア軍の奴か!?　この島に何の用だ!?　総督とつるんでファスラーンを潰つぶそうってか!?　答えろ！」

「フ、フフフ……」

「あん？」

　何が可笑おかしいのか。リオスは眉まゆをひそめた。

「ハーッハッハ！」

「てめえ！　馬鹿にしてんのか!?」

　男の体が、変わった。

　それは異様だった。真っ黒い、闇やみを集めたような輪りん郭かくだけの姿。

　しかしそれも一時の事で、どんどん姿が霞かすんで行き、やがて完全に消えた。

　それどころか、近くに崩れ落ちていた戦岩獣も。

「な……!?」

「よお。さすが紅くれない剣けん鬼きだけのことはあるねえ」

　声に振ふり返る。背中から薄うす紫むらさきの翼が生えた精霊装甲の姿があった。

　雷かみなりの精霊、サンダーバードのものだ。

「クレオ！　おいこりゃどういう事だ!?」

「さぁねえ。ま、そのうち分かるんじゃねえか？」

「ふざけんな！　お前何考えてんだよ！」

「怒おこるなよ。もう消えるさ」

　言うクレオの姿が黒ずんで、染まって行く。

　立ち上がった影かげ法ぼう師し――そんな印象を受けた。

　そして先さき程ほどの男と戦岩獣と同じく、靄もやのように消えた。

「な……んだよこれ」

　魔法？　いや、クレオは印を切ったりはしていなかった。

　なら、何だ？　そもそもクレオは死んだ筈はずだ。なら幽ゆう霊れいか怨おん霊りようの類たぐい？

「いや、そんなモンあるわけねえ」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい思考を、頭を振って追い出す。

　分からないものに拘こだわり過ぎても仕方がない。そんな場合ではないのだ。

　自分も早く離り脱だつしなければならない。

　リオスは慎しん重ちように周囲の様子を窺うかがいながら、精霊装甲を解いた。

　戦岩獣との戦いでの魔力の消しよう耗もうは激しく、もう装甲の展開維い持じが厳しかった。

　なるべく足音を殺し、森をゴラントに抜ける方向に歩を進める。

　見えないが、銃じゆう声せいや砲ほう撃げき音おんは耳に入って来た。

　上がっていた息も落ち着き、汗あせも引いて行った。

　やがて、川に突き当あたる。結構川かわ幅はばが広く、水深もありそうだった。

　橋が近くにあれば、そちらを渡わたりたい所だ。

「駄だ目めだよフィリア！　止めて！」

　悲鳴に近いその声は、求めていたもの――少し離れた所にある橋の上からだった。

「！」

　リオスは弾はじかれたように走り出した。

　橋上には何人かの敵兵と、フィリアとアリエッタの姿がある。

　兵隊の方は皆みな寝ね転ころがっていた。

　その中の一人の前にフィリアが立ち、アリエッタがそれにしがみついている。

　フィリアが、手に持った銃じゆう剣けんの穂ほ先さきを、足元の人間に突き刺そうとしていたからだ。

「でも――でもさあっ！　やらないと母ちゃんが……！　母ちゃんが笑ってくれないんだよ……！　オレ、母ちゃんに笑って欲ほしい！」

　駄目だ。それは駄目だ。そんな事をしても、何の解決にもならない。

　全力疾しつ走そうした。何としても止めないと。絶対に止めないと！

　アリエッタは、フィリアに振り払はらわれて尻しり餅もちをつく。

　邪じや魔まする者の居なくなったフィリアは、銃剣を高く持ち上げる。

　そして目を瞑つぶり、体重が乗り、穂先が下に向けて動き出す。

「止めろッ！」

　間に合え――！　念じながら、リオスは飛び込んだ。

「え……？」

　フィリアは大きな目を更に大きく見開き、震ふるえる唇は微かすかな呟つぶやきを発する。

　リオスは、敵兵に覆い被さっていた。左の肩かた口ぐちが熱くなり、痛みが疼うずきを発する。

「な――んで……？」

　銃剣の刃は、リオスの肩かたの肉を貫き、深々と突き刺さっていた。

「リオス！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　アリエッタが哀あわれなくらい慌あわてて、駆け寄って来た。

「ああ……何でもねえ。それより、これ抜いてくれねえか」

　穂先は、まだ肩に突き刺さったままなのだ。

「う、うん！」

　アリエッタは小さな手から銃じゆう身しんを取り上げ、顔を歪ゆがめながらそれを引っ張る。

　赤く汚よごれた鋭するどい鉄が、リオスの体から離れて行った。

　身を起こすと、血が流れて腕うでを伝い、指先から地面に滴したたり落ちた。

「フィリア！　何て事するの！　一歩間ま違ちがえたらリオスが死んでたかも知れないよ！」

　アリエッタが怒ど鳴なった。こんな姿は初めて見る。

　フィリアも驚おどろいたのか、ビクッと身を竦すくませる。

「止めろ。怖こわがってるじゃねーか」

「な、何言ってるの！　そういう問題じゃないでしょ!?」

　リオスは首を振って、アリエッタを制した。

　そして、青ざめて身を震わせるフィリアの頭に、汚れていない手を載のせた。

「お前は悪くねえ。俺が間ま抜ぬけだったんだよ。精霊装甲使うの忘れたからな」

　ぽんぽん、と軽く撫なでる。

　気が急せいて、精霊装甲の展開すら忘れてしまっていたのだ。笑い話である。

「で、でも……！」

　フィリアが何か言いかける。

　だがそれは、橋の向こう側からやって来る足音に掻かき消けされた。

　敵兵の集団。こちらを捕ほ捉そくして向かって来ようとしている。

「アリエッタ！　フィリアを連れてけ！　ここは俺が食い止める！」

「ええっ!?　あなた怪我けがしてるじゃない！」

「こんなもんかすり傷だ。北方守備隊にはよくある事だぜ。さぁ早く行け！」

　有無を言わさずに追い立てると、アリエッタはうなだれているフィリアを連れて、こちらを気にしながら離れて行く。

　リオスはそれに背を向けて、橋上で一人敵を待ち受けた。

　敵がどんどん迫せまって来る。

「……いてぇな。あいつ思いっきり刺しやがって……」

　思わずそう呟いていた。正直に言うと、涙なみだが出る程痛い。額に変な汗が滲にじんでいた。

　だがまあ、何とか誤ご魔ま化かせただろう。今はやるべき事に集中しよう。

　オーグルの精霊装甲を展開。すぐに巨人の鉈を呼び出し、右手一本で握る。

　魔力は、ほんの少し回復した程度だ。だが、ここは引けない！

「さぁ来い！　ここから先には進ませねえ！」

　リオスは敵兵に向かい、大声で啖たん呵かを切った。
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「ほら、着いたぞアリエッタ」

　フィリアはぐったりしているアリエッタに、声を掛かけた。

「う、うん」

　深夜。ゴラントの部隊の基地に着いた時、はじめはフィリアの手を引いていたアリエッタは、ゼエゼエと息を切らし、疲つかれ果はてていた。仕方がないので途と中ちゆうからはフィリアが肩を貸して、引っ張って来た。

　門の外側で警けい戒かいに当たっていた兵士に話をすると、中の建物に入って休きゆう憩けいするようにと言われた。自分たちの他ほかにも、何人も逃にげて来ているとも言っていた。

「ああ。疲れた……」

　アリエッタは敷しき物ものの上に倒れ込む。フィリアはその横に座すわって、膝ひざを抱かかえた。

　部屋はかなり大きくて、結構な人数の兵士達たちが休憩を取っていた。

　きっと自分達と同じように、森から逃げて来たのだろう。

「よかったねえ。無事に着いて」

　ほっと一息、と言った風ふ情ぜいだ。こっちはそんな気分ではないが。

　黙だまっていると、アリエッタはこちらを気き遣づかうような顔をする。

「大丈夫、リオスならきっと無事に逃げてくるよ」

「そんなの、分かるもんか。あいつ怪我してるんだぞ」

「だからこそ、だよ」

「え？」

「あの怪我のせいでやられた――なんてなったら、あなたが気にするでしょ？　だからそんな事はしないはず。リオスはあなたの事、凄すごく心配してるから」

「……だからあんな事したって言うのか？」

　分からない。相手は敵なのに。それに大おお怪け我がをしたのに、怒りもせず頭を撫でられた。

　びっくりしたけれども、優やさしくて、温かくて、決して嫌いやな感じはしなかった。

　母の仇かたきの子供だから、仲良くなんてできないはずなのに。

　フィリアは胸に手をやって、ぎゅっと握った。何だか辛い。苦しい。

「それはリオスに直接聞いた方がいいよ。だから信じて待ってよう？」

　アリエッタは優しげに微笑ほほえんで、そう言った。

「……うん」

「フィリアちゃん！　アリエッタちゃん！」

　声は、部屋の中に入って来たミレイユのものだった。こちらを見つけて、笑え顔がおになる。

「よかったぁ。無事だったんですねえ。リオスさんは一いつ緒しよですか？」

「分からない。わたし達を逃がすために、敵を食い止めるって言って残って……」

「えええっ!?　もう、無む茶ちやする人ですねえ」

　ふう、と憂ゆう鬱うつそうに溜ため息いき。

「待つしかないですねえ。無事だといいですけど」

「あの――それより、ちょっといい？」

「？　どうかしましたか？」

　そう言うミレイユに、アリエッタはどこか工こう房ぼうを借りたい、と申し出ていた。

「それならここの中にもありますよ。ご案内しましょうか？」

「ありがとう。じゃあフィリア、わたしちょっと行って来るね」

　アリエッタはそう微笑んで、荷物を抱えてミレイユに付いて行った。

　フィリアは膝に額をくっつけて、瞳を閉じた。
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　魔力が尽きるまで、敵を斬きり続けた。

　丁度敵が途切れた所で脱出。他に逃げていた味方と合流して、ゴラントを目指した。

　怪け我が人にんが多く、手を貸して連れて来たため、到とう着ちやくは朝方だった。

　ゴラントの部隊の駐ちゆう屯とん地ちは、街と東の丘きゆう陵りよう地帯の境目にあり、高い鉄てつ柵さくに周囲をぐるりと囲まれていた。訓練等ではよくその丘陵地帯を使うそうだが、今回はそこが反乱軍との主戦場になるだろう。来る途中では、反乱軍の本隊がそこまで達した様子は無かったが、森で別働隊が待ち受けていた以上、近くにはいるに違ちがいない。

　駐屯地の中に入り、怪我人を医務室に運び込んだ。ミレイユや他の人間も出て来て、手を貸してくれた。医務室の中はベッドがいくつも並んでおり、それらが白いカーテンで仕切られていた。

　そして、水の精せい霊れい装そう甲こうを扱あつかえる者が、『癒』の魔ま法ほうで怪我人の治ち癒ゆに取とり掛かる。

「リオスさんはこっちですよお」

　ミレイユがそう言って服を引っ張る。

「あん？　俺おれも怪我治して貰もらおうと思ってたんだけどな」

　肩の怪我は応急処置をしてあるが、治して貰わないとろくに動かない。

　早く治ち療りようして、反乱軍との戦いに備えたかった。

「分かってますよう。だから早く治療して貰おうと思って。ここは手て一いつ杯ぱいですから」

　よく分からないがついていくと、ベッドが二、三床並んでいるだけの、小さな部屋に通された。他には誰だれも居ない。

「ちょっと待ってて下さいねえ」

　ミレイユが出て行ってしまい、一人取り残される。

　やる事も無いので、ベッドに横になっていると、すぐに眠ねむ気けが襲おそって来る。

　そのまま意識が途切れ、次の瞬間には肩を揺ゆさぶられていた。

「起きて下さいよう」

「何だよったく……」

　体は睡すい眠みんを求めており、かなり重い。それに抗あらがって身を起こすのは中々の苦労だ。

　だが、ミレイユの後ろに居るフィリアを見つけると、緊きん張ちようのためかすぐに軽くなる。

「じゃあフィリアちゃん、よろしくお願いしますねえ」

「うん。分かった」

　フィリアが硬い表情で頷うなずくと、ミレイユはにこりと笑えみを見せ、部屋を出て行く。

「あ、リオスさんは後でバーナード大たい佐さの所にいらして下さいね」

　出口の所でそれだけ言い残し、バタンと扉とびらが閉まる。

　少女はすぐにウンディーネの精霊装甲を展開し、『癒』の印を切る。

　掌てのひらが、水色の柔やわらかい光に包まれる。

「……これを傷に当てればいいのか？」

「ああ、頼たのむ」

　フィリアが肩に触れると、傷から生じていた痛みや疼きが、徐々に引いて行った。

　この光は、人体が持つ傷を治そうとする力――治癒力を加速する効果がある。加速の具合は術者の魔力にもよるが、概おおむねかなり顕著で、普通なら快復に一月もかかるような怪我も、ものの数分で治せてしまう。

「もういいぜ、治った。ありがとよ」

　リオスがそう言うまで、一分も掛からなかっただろう。

　肩の痛みは無く、回しても伸ばしても、問題無さそうだった。

　フィリアは精霊装甲を解除し、ただ突っ立っている。

　何か言いたいが、言い出せない。そんな表情をしていた。

「……座れよ」

　自分の隣となりを指差して言うと、フィリアはこくんと頷いて、ベッドに腰こし掛かけた。

　沈黙。音も何も無く、部屋は薄うす暗ぐらい。

　脚あしの上で組み合わされたフィリアの細い指先は、落ち着き無く動いていた。

　リオスは一つ息を吐はき出した。それは、意を決した証だった。

「……話、聞いてくか？」

「うん」

　フィリアはこっちを見て、頷いてみせる。

「もう、五年前だな――俺の母ちゃんと妹がよ、殺されちまった」

「えっ!?」

　フィリアは驚いて声を上げる。

　買い物に出ていた母と妹が、その出先で襲しゆう撃げきを受けたのだ。立ち寄っていた店の店員や客ごと殺され、更に建物に火を放たれた。

　だからリオスが対面したのは、焼け爛れた母と妹の姿だった。身に着けた装そう飾しよく品で、辛うじてそれと分かる程ほどに変わり果てていた。

「お前も……？　オレと同じ……」

　それに対して、リオスは一つ頷き、続けた。

「やったのは、恭きよう順じゆん派の武装組織だった。ウチの親父の独立派への対処が手ぬるいってんで、その報復って事らしい。親父は、独立派も恭順派も融和させようとしてたからな。恭順派から見れば、戦争で負かした相手に何頭下げてんだって感じに見えたんだろうよ」

　事件の後、そういう趣旨の声明文が送り付けられて来たのだ。

「でも犯人は地下に潜っちまって、捕まらなかった。俺、我が慢まんできなかった。この手でやった奴やつをぶっ殺してやるって思った」

　だから、父親にも秘密にして、恭順派と対立する独立派の武装組織に入った。

　政治的な事はどうでもよかった、ただ、敵の敵は味方だという事だ。

「どいつがやったかは分からねえ。だから全員ぶっ殺せばいいって、その時は思ってた。そうすりゃ母ちゃんも妹も喜ぶってな。本国から来た奴も、移民も、本国に従おうとする奴も、全部が敵に見えたぜ。立場は違うけど、今のお前と同じだな」

「うん……」

「何人も何人も殺してよ、いい気味だって思ってたよ。でも、見ちまった――俺が殺した奴の葬式だ。その中に俺と同じくらいの年の奴も居てよ……俺と同じ顔してた」

　怒りに表情すら凍こおりつかせているような、無機質な表情。

　他の人間から見れば、涙も見せず、立派であると見えてしまう。

　でも違う、それは、報復の連れん鎖さに取り込まれる前兆なのだ。

「それを見て、俺のやった事って、何だったのかなって思ったよ。結局自分と同じ奴を増やしちまった。滅茶苦茶憎かった奴と、俺も一緒になっちまったんだ」

　フィリアは何も言えない様子で、ただ俯うつむいている。

「一気に虚むなしくなっちまった。でも後こう悔かいしても、俺が殺した奴が生き返る訳じゃねえ。どうしていいか分からなくなって……俺は島から逃げた」

　父に願い出て王都の士官学校に入り、そして卒業後もオフィンバンド島で働く事を望まず、北方守備隊に配属ぞくしてもらったのだ。

　北方守備隊では実戦がある。何も考えず、命令のままに敵と戦うのは、気が楽だった。その中でいつか自分も死ぬと思っていた。でも、それで良かった。

　島に戻もどるのは嫌だった。

　自分を恨うらむ者が現れた時、返す言葉も、償う方法も、リオスは持ち合わせていない。

　それに、母と妹を殺した者が居る島のために働く気にも、なれなかった。

　レンファーム家の人間として、島のために働くように幼い頃から教育されてきたが、それに何の価値も見出せなくなってしまったのである。

「なあフィリア。俺もお前も兵士だから、戦いになったら参加しなきゃなんねえ。そうなりゃ、相手を殺しちまうこともあるだろうよ。いくら、できるだけ相手を殺さないようにしたとしても――な」

　戦場というのは、非情なものだから。皆みな、生き残るのに必死なのだから。

「でもそこに自分の憎しみとか復ふく讐しゆうとか、そういうのを持ち込めば……それはもう、どうしようもなかったじゃ済まされねえ。お前自身の責任になっちまう。今は分からねえかも知れねえけど、そうやって奪った命ってのは、重いぜ。後になって後悔しても、ずっとお前のここにのしかかって来るんだよ」

　自分の左胸に手を当て、リオスは言った。

　心臓のある位置――つまり、心だ。

　奪った命の重みに耐たえられなければ、心は壊れてしまう。

　そして人の心というのは、弱いものだ。

　基本的に、そんな重みに耐えられるように出来ていない。

　この少女を見ていると、他人事とは思えなかった。

　自分と同じ過ちを犯すのを、見ていられない。前例を見て、考えて欲しかった。

「お前には、俺みたいになって欲しくねえ。今のままだと、お前も俺みたいに人格歪んじまうぞ。こんな死んだ魚みたいな目にはなりたくねえだろ？」

　我知らず、リオスはフィリアの両肩を掴つかんでいた。

　気が昂ぶって、自然とそうしていたのだ。

「……死んでねえよ」

　唇くちびるを震わせて、フィリアはこっちを見る。瞳ひとみは潤んで、涙が一いつ杯ぱいに溜まっていた。

「あん？」

「今のお前の目、死んでねえ。すっげえ優しいよ……」

「そ、そうか？」

　意外な事を言われ、ちょっと戸惑う。自分では分からない。

「今まで、ごめん。酷ひどい事言って、酷い事して……お前はいいやつだって、分かってたのに……でもオレ、ダメなんだ」

　フィリアは鼻をグスグス鳴らして、続ける。

「寝ねると――ゆ、夢の中に首だけの母ちゃんが出て来るんだ……それで私をこんなにしたやつらも、私と同じにしてやってって言うんだ……だからオレ、母ちゃんに笑って欲しくて……あんな怖い夢、もう見たくないから……」

「……そうか、俺も似たような経験はあるな」

　自分の場合、焼け爛れて真っ黒になってしまった母と妹の姿だったが。

　リオスはフィリアの頭に手を乗せ、手て触ざわりのいい金きん髪ぱつをゆっくりと撫でた。

　そして泣く子をあやすように、語りかける。

「いいか、それもお前のここが見せてるだけだよ。お前の気持ちが変われば、きっと母ちゃんは笑ってくれる。だから言う事なんて聞かなくていい」

　もう一度、自分の左胸に指を差す。

「でも……でも怖いんだよ……！　もうオレ、家族もいなくて……一人ぼっちで……どうすればいいのかわかんない……」

「大丈夫だって言ってんだろ。怖くなったら、俺んとこ来い。変な夢見ないように、ずっと見ててやるから。家族の代わりにはならねえけど……お前を一人ぼっちにはしねえ。キルマールにもウチの親父にも、やった事の責任は俺が取らせてやる。だから全部俺に任せて、お前はお前のままでいてくれよ。馬ば鹿かでも女らしくなくてもいいから、元気で明るいお前のままでさ……」

「う――うううぅ……」

　こっちを見る空色の瞳から、ぽろぽろと涙が流れ出だす。

　目元をごしごしとこするが、次から次に溢れて、止まらない。

「な？　分かったか？」

　リオスがそう言うと、フィリアはこくんと一つ頷いてくれた。

「わあああああぁぁっ！」

　そして、大声を上げ、抱きついて来る。

　リオスはそれをしっかり受け止めて、両手の中に包つつみ込んだ。

　背中と頭を、出来るだけ優しく撫でる。暫しばらく泣き止みそうに無かった。

「それでいい。泣いて泣いて、泣きまくって……それでしか治らねえ傷ってのもある」

　彼かの女じよの気が済むまで、こうしていよう。

　だから、次の戦いまで、少し時間が欲しい。

　リオスはそんな事を考えながら、意外と女っぽい柔らかさを備える、フィリアの体を抱き締めていた。
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　重量感のある木製の扉。縁ふちは鉄で補強されている。

　それを二、三度叩たたくと、中から野太い声で、入れ、と応えがあった。

　扉を開け中に入り、一礼。

　顔を上げると、どっしりと厚みのある木材で出来た机が目に入る。そこに座っている人物は、これもどっしりと厚みのある体格で、軍服に筋肉が押おし込められて、窮屈そうにしている。肌はだは浅黒く、顔はごつい。頭髪は剃っていて、一本も無い。

　バーナード・レンファーム。血が繋つながっているとは思えないが、自分の叔父おじである。

「よぉリオス！　来たな、久しぶりだなあ！」

　嬉しそうな笑顔が迎える。

「お久しぶりです。叔父さん」

「何だ何だ堅苦しいぜ。普ふ通つうに喋しやべれよ」

　そう言って来るが、バーナードが座る机の周りにはミレイユを始めとして、何人かの人間が居る。気を遣って世せ間けん体ていを保とうとしたのに。

「ああ、分かったよ」

　そう答えて机の方に近寄る。ミレイユがこっちを見て笑いかけて来た。

「フィリアちゃんと仲直りできたみたいですねえ。よかったです」

「盗み聞きか、お前は」

「違いますよお。すっきりした顔してらっしゃいますから、いい事あったのかなあって。リオスさんって、意外と顔に出やすいんですねえ」

　にこにこと、そんな事を言う。恥はずかしい。余計なお世話である。

「……放っとけっつーの」

「こいつは昔から不器用な奴だからなぁ」

「斜に構えてるけど、本当は素す直なおな人なんですねえ」

「止めろっての！　うるせえな！」

　耐えかねて怒ど鳴なるとミレイユは、はーいと緊張感なく言って、黙る。

「さて、と。ゆっくり話したいが時間がねえのは分かってるな？」

「ああ」

「いきなりで悪いが、お前に質問だ。リオス――親父を殺れるか？」

　バーナードは凄味のある目付きで、射抜ぬくようにこちらを見る。

「やれる」

　リオスは断言した。

「そうか――酷こくだが、能力的にはお前が一番適任だ。それに、レンファーム家の汚名は、レンファーム家の人間の手で返上したいしな。俺が行くわけにもいかんし」

「家の名誉とかどうでもいいけど……このままじゃこの島にもこの国にも、居場所が無くなっちまうからな。もうちょっとこの島で――生きてえんだ」

　フィリアが自分のように歪まずに成長するのを、見守りたい。

　そのためには、居場所を無くす訳にもいかないし、死ぬ訳にもいかない。

　彼女は、泣きながらこんな事を言っていた。

　キルマールと相あい討うちになれと言ったのは取り消す。だからもう一度戦う事になっても、絶対に死ぬな、と。泣きたくなった時、行く所が無くなると嫌なのだそうだ。

「お前なりの考えで構わんさ。やる事をやってくれればな。それが島のためにもなる」

　バーナードは、いかつい顔を歪めて笑顔にした。

　顔は怖こわいが、笑うと意外と愛あい嬌きようがあったりもする。

「お前とミレイユに、精霊操者だけの遊撃隊を任せる。目的は――分かってるな？」

「ああ、任せてくれ」

　リオスは頷き、それから、ミレイユや他の者との打ち合わせに入った。

　暫くするとまた別の者が部屋を訪れ、斥候が発見した反乱軍の本隊の位置を告げた。

　すぐ近くまで来ている。半日後――夕暮れの頃ころには、東の丘陵まで達するだろう。
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　駐屯地内の、広場。バーナードが壇の上に立ち、集まった将兵に対し、訓辞を行っていた。昼を迎え空気も温まり、空もいい陽気だった。

「なあ」

　隣に立っているフィリアが、こっそり口を開く。

「何だ？」

「何かみんな、ミレイユの方じろじろ見てねえ？」

　そんな事を言い出す。確かにその通りではあったが。

　バーナードの副官であるミレイユは、壇の傍そばでこちら側と対面して立っていた。

「そりゃあれだ、ミレイユがいい女だからだよ」

　ファスラーン軍は女性も入る事が出来るが、割合で言えば男の方が圧あつ倒とう的てきに多い。

　そこに非の打ちようのない美女が居れば、自然とそうなる。

「……お前もああいうの好きか？」

「まあ、見た目で言うなら、嫌いな奴は居ないんじゃねえ？　あいつ美人だからな。美人が嫌いな男なんていねえだろ」

「……」

　フィリアはぶすっとしながら、自分の胸に手を当てる。

「何対たい抗こう意識燃やしてんだ。お前じゃあいつにゃ勝てねえよ。諦あきらめろ」

「うるさいっ」

　思いっきり足を踏まれた。怒鳴りたいが、訓辞中なので騒げない。

「ってーな。お前の場合、そこがどうこうより、もっと直す所があるだろうが」

「……どこだよ？」

「寝ね相ぞうとか、食い方とか、言葉遣いとかな。女が自分の事オレって、どういう事だって話だぜ？　普通はわたし、だ。せめてあたし、とかだな」

「嫌だ。何か気持ち悪い」

　ぷいと顔を逸らして、拒きよ否ひする。

「んじゃ聞くな。それよりアリエッタはどうしたんだよ？」

　ここに着いてから、一度も見ていない。大体フィリアにくっついているのだが。

「何かミレイユに工こう房ぼうを借りるって言って、出て行ったままだ」

「また何か作ってやがるのか？」

「知らねえ。オレも何も聞いてないし」

「ふーん」

　まあアリエッタは人畜無害なので、気にしないでもいいだろう。

　どうせ戦場では役に立たないわけであるし。

　今回フィリアは、負傷兵の治癒を担当する水の精霊装甲の部隊に入る。だからアリエッタが傍に居て、弾たま込めをやらなくてもいいのだ。

　バーナードの訓辞が終わった。出撃のための整列が始まった。

「いよいよか。さぁ行って来いよ」

　フィリアの背中を押す。

「うん。あの、あのさ」

「ん？」

「あ、あたし……頑がん張ばるから、お前も頑張れよ！」

　恥ずかしいのか、ちょっと頬ほおを赤くしている。

　だったら言わなければいいのに。思わず笑ってしまった。

「わ、笑うなっ！　いいな、負けんなよ！　キルマールにも誰にもなっ！」

　出来ない事を出来ると言い張るのは、趣しゆ味みではない。

　でもここは、それを曲げるべき時なのだろう。

「任せとけ。あいつの弱点見つけたからな、出てきたら次は絶対ぶっ倒たおしてやるぜ。もし負けたらすげぇ美味いメシ奢おごってやるよ」

　ぽんとフィリアの頭に手を置いて、そう言う。

「おお!?　じゃあちょっと負けて欲ほしいかも」

「てめえ……」

「ウソに決まってるだろ。じゃあな、行って来る」

　フィリアはこちらに軽く手を振ふって、水の精せい霊れい装そう甲こうの部隊の方に駆かけて行った。

「あの男に弱点なんてあるんですかあ？」

　背後から声。吃驚びつくりして振り向くと、悪戯っぽい笑え顔がおのミレイユが立っていた。

「……ねえよ。あったら教えてもらいたいもんだ」

「出てきますかねえ。あれ以来行方は分かりませんけど」

「あいつの事は分からねえ。出てこねえ事を祈ってるけどな」

　リオス達たちの遊撃隊は、シノンを討ち取るのが一番の目標だ。

　キルマールが出て来たら、それどころでは無くなってしまうかもしれない。

「これっきりにしたいですねえ。同じ島の人間同士で殺し合うのは」

　ミレイユがちょっと真しん剣けんな目つきになった。

「そうなれば、いいけどな」

　答えながらも、それが難しそうである事は分かっていた。

　タイゲイト監かん獄ごくで見た、処しよ刑けいに熱狂する人々。

　犯罪者ならまだしも、殺されていたのは罪のない移民や入植者だ。

　それが死んで行くのを見て喜ぶような心を持つ人間が、多数いるのだ。

　人々の心の対立こそが、戦いを生む温床になる。

　それを考えると、まだまだ戦いの芽は残っていると言えるだろう。

「皆色々不満はあるんでしょうけど、戦いなんてしないのが一番ですよ。誰だれにだって、居なくなったら悲しむ人がいるんですから」

「それがはじめから分かってりゃ、苦労はねえんだけどな」

　気が付いていない者が、憎しみで人を殺す。そして気が付いた時には、もう遅おそい。自分と同じ者が、どこかで増えているのだ。

「そうですね。でも、一度間違っても……その後にどうするかも重要だと思いますよ？」

　こちらを覗のぞき込む眼差しは、黒水晶のように輝かがやいている。

　何でも見透かしている――そんな感じの不思議な瞳だ。

「あいつがあいつのままで居られるように。それだけだな。俺おれは」

「ふふっ。いいんじゃないですかあ、変に偉ぶって無くて」

　ミレイユは何故なぜだか分からないが、嬉うれしそうに笑った。

「今のリオスさん、凄すごくいい顔してらっしゃいますよ」

「そうか？　よく分かんねえよ」

「はい。格好いいですよ」

「……」

「あ、今照れましたね？」

　ミレイユはにこにこと、こっちの顔を覗き込もうとして来る。

　リオスは思わず顔を逸らす。

「うるせえな。照れてねえよ」

「えー？　じゃあこっち向いて下さいよお」

　言いつつこっちの顔を覗き込もうと回り込んで来るので、別の方向に逸らす。

　するとまた回り込んで来る。なので、また別方向に。

　もう一度。更さらにもう一度。

「だーっ！　うっとうしいんだよっ！」

　いい加減堪忍袋ぶくろの緒が切れたリオスは、ミレイユの頭に拳げん骨こつを落としていた。

「いったーい！　うう、ひどいですよお……女の子を殴るなんて」

　頭をさすり、ちょっと涙なみだ目のミレイユ。

「ふん。俺は男女差別はしねーんだよ。覚えとけ」

　とは言えこれでも、大分気を遣って我が慢まんしているつもりなのだ。

「はーい。じゃあ、私達も行きましょうか？」

　けろりと表情を変え、ミレイユはこちらを促す。

　どうも切り替えが早過ぎて、この美女について行くのは大変である。

「ああ、そうだな」

　それでも何とか気を取り直し、リオスは表情を引き締しめた。
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　空が茜色に染まる頃、両軍はゴラント東の丘きゆう陵りよう地帯の真ん中で対たい峙じしていた。

　中央は起伏の無い平野になっており、見通しがいい。

　風に草が揺ゆれて、サラサラと音を立てていた。

　このあたりは地形的に言うと鍋の底のようなもので、前後左右を盛り上がった丘に囲まれて、何処どこに行くにしろ、坂を上る事になる。

　底部の平原からは、上の様子はよく見えない。

　ゴラント守備隊の兵力は千二百人程ほどで、対する反乱軍は三千程のはずである。

　約三倍。だが、向かい合う敵の部隊は、こちらの倍程しかないように見える。

　後詰が居る。そう考えるのが妥当だ。

　合流されないうちに、各個撃げき破はが望ましい。が、今目の前に居る敵だけでもこちらの倍である。果たしてそう上手うまく行くか、それは自分達次第だ。

　こちら側の陣形は、三列横隊を組んだ歩兵部隊が前後に二つ連なり、それを中心に両翼を騎き兵へいが固めている。砲ほう兵へいはそれらの後ろに控える形だ。

　敵も同じような陣形で、こちらに当たろうとしている。

　元は同じ王国軍であるから、練度は大差ない。ならば同じ陣形で戦えば、兵の多い方が勝つ。そういう判断なのだろう。

　リオス達は、前後の歩兵横隊の隙すき間まに陣取っていた。

　全員徒歩で、数は三十名程。外見は歩兵以外の何者でもないが、全すべて精霊操者エヴオルターである。

　戦場での精霊操者は、密集隊列を成すのではなく、臨機応変に動き回る散兵となるのが基本だ。主な運用法は二通り、真っ先に敵に突っ込ませ、出鼻を挫くか、はじめは温存しておき、味方が危機に陥った時に投入し、それを支えさせるかである。

　精霊操者の戦力は強力、かつ連続活動時間は長くない。魔ま力りよくが尽つきれば、休息が必要になる。その事を念頭に置くと、どうしても運用法が限られて来る。

　今回もその基本には則る予定だが、一手間入れて、工夫をするつもりだった。

「うーん。緊きん張ちようしちゃいますねえ」

「……全然そう見えねえぞ」

　隣となりに並ぶミレイユは、いつもと変わらない様子に見える。

「そうですかあ？　ほら、私リオスさんと違って顔に出ないだけですよお」

「余計なお世話だっ！」

「あっ、ほら号令ですよ、行きましょう？」

　ミレイユの言う通り、前進の号令が掛かかっていた。

　変な時に変な事を言うから、緊張感が薄れてしまったではないか。

「俺おれ達たちも行くぞ！」

　自分の部隊の隊員達に、そう呼よび掛ける。

　皆みな頷うなずいて、歩兵部隊に合わせて前進を始める。敵軍の歩兵も動き出した。

　歩兵の戦列同士の戦いは、互いに銃じゆうの有効射程まで接近して撃うち合いを行い、先に隊列を維い持じできなくなった方が負ける。どちらの隊列も乱れずに、お互たがいが接近した場合は、銃じゆう剣けんでの接近戦となる。

　どちらが死の恐きよう怖ふに負けて列を乱すか――命を掛けた我慢比べだ。

　両軍の先頭が、互いの砲兵の射程内に入った。

　ドンと噴火するような音が響ひびき、着ちやく弾だんした地面が弾け飛ぶ。

　その恐怖にも打ち勝ち、更に戦列は前進しなければならない。

　逃にげようとする者は、隊列を指揮する士官に粛清されるのだ。

　が、手が回らないくらいに皆みなが逃げてしまえば、隊長もどうしようもない。

　今、それが起こった。こちらの前面に出ていた歩兵部隊が、列を乱し、一いつ斉せいに転進して逃げ出したのだ。

　兵力の差は明らか、ならば戦うまでもない。そう思う者がいたとて、不思議ではない。

　敵軍はしめたとばかりに勢いづき、前進の歩を早める。

　こちら側の後列の歩兵部隊や、騎兵部隊までも、波が引くように後方に散って行く。

　完全に戦列は決壊した。踏ふみとどまるのは、リオス達の部隊や、一部の兵士のみ。

　その数は、全体の一割程度だろう。

　だが――

「全員！　精霊装甲を展開エヴオルトしろッ！」

　リオスや、他ほかの士官の掛け声に反応し、残った兵士達は一斉に精霊装甲を展開した。

「突とつ撃げきだっ！」

　鬨の声が上がり、精霊操者達が敵軍に飛び込んで行く。

　火球が弾け、雷かみなりが奔り、岩の礫が暴れ、風の衝しよう撃げきが舞った。

　まるで魔ま法ほうの見本市、あちこちで精せい霊れいの力が発現し、敵兵を打ち倒して行く。

　前のめりになっていた敵軍は、突然の事に完全に対応が遅おくれていた。

　自分達も精霊操者を投入してぶつけるか、逃げ回って相手の魔力が尽きるのを待つか、さもなくば大損害を覚かく悟ごで数で押しつぶすかだが、混乱してどの指示も出来ていない。

　悪戯に被ひ害がいだけを拡大させている。

　そんな中、リオスは精霊装甲を展開せず、離はなれた所で戦況を見ていた。

　離れた所とは、つまり上空。ミレイユの『翼』の魔法だ。

　リオスの手をミレイユが掴つかみ、一いつ緒しよに飛んでくれている。

　風の精霊装甲の利点は、直接的な戦力としてよりも、むしろ空を飛べる事を活いかした偵察や、高速な情報の伝達、人員の輸送にある。

　こうしていると戦況がよく分かる。そして行くべき場所にすぐ行ける。

　それがどこか、分かるのをじっと待っていた。

「そろそろですかねえ」

　流石さすがに真しん剣けんな口調で、ミレイユが言う。

「ああ。いくら何でも、このままやられてはくれねえさ」

「あっ！　あれ……！」

　ミレイユが指差すのは、敵軍の最後列。混乱する前線に向けて、歩兵達が群れを成して離れて行く。途と中ちゆうで一斉に、精霊装甲を展開した。

「よしっ！　あれだ！　降ろしてくれ！」

「はいっ！」

　ミレイユは急降下して行く。勿もち論ろん手を繋いだリオスも。

　そして着地したのは、敵の精霊操者達の目の前だ。

　混乱した前線に赴く前に、それを叩たたく！　それが自分の役目！

　ここで敵の精霊操者を足止めすれば、味方の精霊操者は生身の敵兵を一方的に叩ける。

「『二重展開ツイン・エヴオルト』！」

　焔ほのおと鉄の精霊を、一気に呼び覚ます。

『鉈なた』の印を切りながら、ミレイユに呼び掛ける。

「ありがとよ！　合図したら迎え頼たのむ！」

「はい！　あんまり無理しないで下さいね！」

　ミレイユは上空に退たい避ひして行く。

　彼かの女じよには、リオス専用の足になってもらう事になっていた。

「おい――俺も暴れてえんだ。お前ら相手してくれよ！」

　リオスは巨きよ人じんの鉈を構えて、精霊操者の集団に飛び込んだ。

「うおおおおっ！」

　雄お叫たけびと共に、土の精霊装甲を纏まとった、体格のいい精霊操者の胴どうを薙なぐ。

　勢いのついた黒い刃はは、相手の体を浮き上がらせ、遠くに投げ出だす。

　今は、巨人の鉈は通常の黒色である。それには、考えがある。

「さぁ遠慮すんな！　どんどん来いよ！」

　叫さけびながら、敵部隊の中心を目指す。それを止められる者は、誰もいない。

　敵の魔法がこちらの装そう甲こうを叩いても、オーグルとサラマンデルの両方に守られた精霊銀は、それを全て弾はじき飛ばす。

　中心に到達！　リオスは、素す早ばやく巨人の鉈の刀身に指を滑らせた。

　ここは一気に行く！　強力な力を見せつけて、敵の戦意を喪失させる！

　描えがいた印は――『変』だ。

　オーグルの魔法で、巨人の鉈を術者の意思通りに変形させる効果がある。その魔力の消費度合いは、形の複雑さや増加する質量に比例する。

　締めくくりの合図に、刀身をぽんと一つ叩く。頭上に巨人の鉈を掲かかげ、命じる。

「伸のびろおおぉぉっ！」

　それに応え、黒い刀身は天に向けて昇るように伸長する。

　元の長さの十倍、いやそれ以上。ちょっとした城すら破は壊かいできそうな程の大質量。

　これだけ伸ばすと、魔力の消費はかなり重い。サラマンデルの炎ほのおを併用してしまうと、一気に尽きる恐れがある。そのため、炎を使わなかったのだ。

　被弾覚かく悟ごでの突入のため、二重展開の防ぼう御ぎよ力りよくだけは必要だったが。

　巨きよ大だいな黒い鉄塊の威圧感に慄いて、こちらを囲む敵兵は、距きよ離りを取ろうと後退りする。

「おせぇんだよっ！」

　体を前に折り曲げるようにして、鉄塊を振り下おろす。

　それが地面を撃つと、ドォンと轟音が響き、同時に軽い地じ響ひびきが起きる。

　十人近い敵兵が、その下敷きになって地面に伏ふせた。

　まだ、終わりではない！

　足を大きく開き、腰こしを落とす。そして体を思い切り捻じる。

「全員吹っ飛べえええぇぇっ！」

　巨大化した巨人の鉈が、周囲をぐるりと薙ぎ払はらう！

　間合いの中にいた数十人が、それに巻き込まれて一斉に吹き飛ぶ。

　地面に叩きつけられて気絶する者が続出。被害を免れた者も、完全に腰が引けた。

　遠巻きにこちらを取り囲むだけになり、向かって来ようとしない。

　リオスは鉈を元の長さに戻し、囲みに向かって走り込む。

　すると敵の精霊操者達は、転進して退たい却きやくに入る。

　こちらの魔力も、ずっと続くわけではない。

　それまで相手せずに、逃げればいいという判断だろう。それ自体は間違っていない。

　だが、この状じよう況きよう下に限れば、それは間ま違ちがいだ。

　前線はゴラント側の精霊操者により、混乱を来たしている。そして切り札の精霊操者達が、それを助ける事もできず、たった一人の精霊操者の為に逃げてしまった。

　それを見た他の兵士はどう思うか？　こちらの切り札でも逃げたのに、自分達がどうにか出来るわけがないと思うだろう。魔力が永続しないとは言え、続いている間はどうしようもない、そういう諦めを持たせてしまった。
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　これは賭かけだった。相手がこちらの魔力が切れるまで、戦意を保って向かって来ていれば、こっちは引くしかなかった。

　だが向こうが引いた。賭けに、勝ったのだ。

　リオスは方向を変え、敵の戦列の方に走った。

　一斉に波が引くように、敵が逃げて行く。たった一人の為に、戦列が滅茶苦茶だ。

　一人で千の敵を倒す事はできない。だが千の敵の士気を折る事は、出来た！

　リオスはぽっかりと穴が開くように乱れた敵陣の中央で、大声で叫んだ。

「さぁ後は頼むぜ！　叔父おじさん！」

　左右の丘から、凄すさまじい雄叫びが上がる。

　算を乱して逃げた――ふりをしていた味方の歩兵や騎兵は、丘を登ってぐるりと迂回、敵の側面に回っていたのだ。

　サーベルを抜ぬいた騎兵が先頭に立ち、鏃の形に並んで斜しや面めんを駆け下りて来る。

　士気を失っていた敵兵は、隊列を引き裂かれ、全軍が大混乱に陥った。

　リオスは上空を見て、手を振った。自分の役目は終しゆう了りようだ。

　ミレイユが降りて来て、空に運んでくれる。

「お見事でした！　凄かったですよお！」

「まだまだ。俺達の目的はこれだけじゃねえさ」

　最終目標は、シノン・レンファームを討ち取る事。そのための遊撃部隊だ。

「そうですね。この辺りには居ないみたいでしたけど……」

「とすれば後詰の方だな、来るまでちっと休きゆう憩けいだ」

　魔力の回復に努めないといけない。もう、殆ほとんど空だった。




◆◇◆




　小一時間の後、リオス達は森の中にいた。

　丘陵地帯を抜けると、ライオードへの街かい道どうは海と森に挟はさまれて続いている。

　森に紛まぎれて、敵の本陣を突つくつもりだった。

　本隊は部隊を再編成し、街道を進んで逃げた敵の追つい撃げきに入っている。

　どこかで逃げた敵と、敵の後詰に接触する筈はずだ。それを囮とする。本命はこちらだ。

　夕方も後半に入り、リュミエール大結界の姿が、うっすらと空に現れようとしていた。

　手に汗あせが滲にじんできた。もうすぐだ。もうすぐ、数年ぶりに父と顔を合わせる。

　これは、やはり親不孝になるのだろうか？

　それとも、過ちを正すのだから、親孝行なのだろうか？

　どちらとも取れるような気がする。なら、親孝行と捉とらえよう。

　離れた所から喧けん騒そうが聞こえる。銃じゆう声せいや、雄叫び、悲鳴。それらが入り混じったものだ。

　始まった。味方の本体が、敵と接触したのだ。

　それにじっと耳を傾けて、時を待つ。

　暫しばらくそのままでじっとしていると、頭上が揺れた。

　森の木の枝を掻き分けて、何かが降りて来る。

　黄緑色の精霊装甲。額冠サークレツトの側頭部に、大きな羽はね飾かざり。偵てい察さつに行っていたミレイユだ。

「リオスさん――見つけました」

　報告を聞き、リオスは大きく頷うなずいた。そして号令を下す。

「よし……行くぞっ！」

　この部隊の半数は、風の精霊装甲を扱あつかえる者で固めてある。

　各々一人の精霊操者を輸送し、臨機応変に何処にでも動けるように構成しているのだ。

　その対になるのは、戦せん闘とう力の高い属性を扱える者達だ。

　全員が、『翼』の魔法で空に舞まい上あがる。

　リオスを運ぶミレイユが先導し、街道上に長く伸びた敵陣の、丁度真ん中あたりに進んで行く。

「降りますよ！　いいですね!?」

　着地すれば周り中、敵だらけだ。それでも、斬きり込む！

「ああ！　やってくれ！」

　地面に降り立ち、即そく座ざにオーグルの精霊装甲を展開。獲え物ものを召しよう喚かんする。

　敵兵は突然の襲しゆう撃げきに動揺しながらも、ある一人の人物の周りを固めようとする。

　精霊装甲を展開する者もいた。また、戦岩獣の姿も二体ほど見える。

　それらに守られるのは――黒い馬に跨った、筋骨逞しい体格の男。軍服に収まった筋肉が、窮屈そうだ。彫りの深い顔立ちに、短く刈り込んだ赤茶けた髪かみをしている。

　自分が受け継いだのは、髪の色と戦い方くらいだろう。全然似ていない。

　シノン・レンファーム。オフィンバンド島総そう督とく、反乱軍の大将、そして自分の父。

　その姿が目に入った時、リオスは絶ぜつ叫きようしていた。

「クソ親父がぁっ！　息子むすこ様が里帰りしに来てやったぞ！」

　真まっ直すぐに、突っ込んだ。向かって来る敵兵は、全て巨人の鉈で叩きのめして行く。

「無む茶ちや過ぎますよっ！　皆さんリオスさんの援えん護ごを！　周りについて！」

　ミレイユが悲鳴を上げていたが、関係無かった。父親の姿しか見えなかった。

「リオスか!?　バーナードの差し金か!?」

　囲みの奥おくのシノンが、そう言ったのが耳に入る。

「ああそうだよ！　親父の尻しり拭いは息子がやれってさ！」

　全身の筋肉を総動員して放った薙ぎ払いが、敵の精霊操者を二人纏めて吹き飛ばす。

　更に前に。シノンとの距離が接近して行く。

　次に立ち塞がったのは、二体の戦岩獣。リオスは一度歩を止め、装甲を解いた。

「『二重展開』！」

　そして獲物を再び呼び出す。二種類の魔法の印で。

　右手の戦岩獣に斬りかかろうとしたが、後方から飛んで来た魔法が、それより早く岩の肌はだに着弾し、獣の悲鳴が上がる。倒たおせはしないが、ある程度効いている。

「私達たちが引き受けます！」

　ミレイユの声が掛かる。リオスはそれに従い、戦岩獣の間をすり抜けた。

　もう父親は目の前だった。

「答えろ！　何でこんな事をした!?　おかげで俺は反逆者の息子だ！　あんたを殺さねえと、この国にもこの島にも、居場所が無くなっちまったぞ！」

　最後の囲み――四人の精霊操者を一度に相手にしながら、怒ど鳴なる。

「それは、お前もよく分かっているだろう？　お前と同じだ」

　その答えを聞きながら、炎の刀身は、正面の敵の脚あしを斬り飛ばしていた。

　そして次の一手で、右手から飛んで来る火球を弾き飛ばす。

　地面に着弾し、大きな煙けむりが上がる。

　それに紛れて、火球の主であるサラマンデルの精霊操者に肉にく薄はくした。

　肩かた口ぐちに、波打つ切っ先を突き刺さす。

　残り、二人。

「だからって、ルキアとまで手を組むのかよ！　ふざけんなよ！　母さん達が死んで五年も経つってのに、今更暴発か！　人の迷めい惑わく考えやがれ！」

　左からの雷を、紅あかい刀身の腹で受けて逸らす。それは地面に穴を穿つ。

「機会を待っていただけだ！　勝算も無く事を起こす程、無謀ではなくてな！」

『壁かべ』の印を切り、せり上がる炎を呼び出す。それで姿を隠かくし、敵二人の脚を薙いだ。

「こうなっちまったら、それも終わりだ！」

　リオスは馬上のシノンに、燃え盛る巨人の鉈の切っ先を向けた。

「さぁ俺おれの最初で最後の親孝行だ。有難く受け取って貰もらおうじゃねえか！」

「止そう。それより、こちらに協力しろ。一緒に母さんたちの仇かたきを討とう」

　シノンはそう言って、手を差し伸べて来る。リオスは首を横に振ふった。

「やだね。そっちこそ今すぐ降伏しろ。軍事法廷くらいは用意して貰えるかも知れねえ」

「フン。そんなものに興味は無いな」

「なら……来いよ！　俺の手で終わらせてやる！」

　シノンが、巨漢に似合わぬ身軽さで馬を降りる。

　そして精せい霊れい装そう甲こうを展開。灰色の抗こう結けつ界かい紋もん章しように、鉄の一本角。鉄の精霊、オーグルだ。

　巨人の鉈を呼び出し、片手で握にぎり、こちらを待ち受けるように身構える。

　リオスは腹の底から吠えながら、踏み込んで行った。

　お互いの獲物が交こう錯さくし、腕うでが痺しびれるくらいの衝撃が伝わって来る。

　純じゆん粋すいな剣けんの腕だけで言えば、お互いに殆ど差は無いように感じた。

　だが、こちらは巨人の鉈に、炎を上乗せしている。その点で、優位に立っている。

　リオスは刃を交えながら、語り掛けていた。

「親父。俺――ずっと戦ってたよ……守りたいものもねえのにさ。何の意味もねえ、死ぬのを待つだけの時間だった。でもな、今ちょっとだけ感謝してる」

　上段、中段、下段。刃を交える度に、こちらの炎の刃が、シノンの巨人の鉈の端はしを溶かし、食い込んで行った。

　それは、別れへの秒読みだった。

「あの時間のおかげで……俺、強くなれた！　昔はまるで敵かなわなかったあんたに、勝てるくらいになぁ！」

　全身の力と思いを込めて、斜ななめ下したから切り上げる。

　それは、向こうの巨人の鉈を、真ん中から斬り飛ばした。

　黒い刃の先せん端たんが、地面に落ちて突き刺さる。

　リオスは腰を落とし、右足を引いて半身の姿勢を取った。

　思い切り胸を張り、右手を後ろに引く。切っ先は、正面の一点のみに照準を絞しぼる。

「うおおおおおおおっ！」

「この、不忠義息子がッ！」

　シノンの顔が歪み、そう言葉を紡いだ。

「ああ……出来の悪い息子ですまねえ」

　そう言った時、赤い切っ先は既すでにシノンの胸板を突き抜け、貫つらぬいていた。

　装甲が解け、力を失った大きな体は前のめりに、リオスの肩かたに覆おおい被かぶさる。

「顔を見せてくれ」

「ああ」

　真っ直ぐに、父親の顔を見つめる。頬ほおに、節くれ立った大きな手が触れた。

「いい面構えになったな……俺の若い頃ころに……そっくりだ」

　にやりと笑えみを見せ、シノンは地面に崩くずれ落おちた。

「嘘うそつけ……俺は母さん似だよ」

　最後の最後に冗じよう談だんとは。らしくない。まるでらしくない。

　あんなに強かったのに、立派だったのに。こんな事で死ぬなんて、本当にらしくない。

　リオスは大きく息を吐はき出した。

　シノンの討ち死にを見た敵兵達には、明らかな動揺が広がっていた。

　もう、これ以上の戦いは無意味だ。

「リオスさん……」

　ミレイユが、近くに寄って来た。

　大きくて、端の下がった切れ長の目は、涙なみだで潤んでいる。

「何でお前が泣いてんだ、泣きたいのはこっちだぜ」

「うう――だってぇ。仕方の無い事とはいえ、見てる方も辛くて……」

　何でこっちが慰めなければならないのか。

　ちょっと疑問を感じつつも、リオスはミレイユの肩をぽんと叩いた。

「とにかく、俺おれ達たちの役目は果たした。これで終わりだ」

「いいや。これからが始まりだ」

　その声は、目の前の美女からではなく、頭上から飛んで来た。

「！」

　雄お鹿じかのような二本の角。骨組みだけの翼つばさ。手の甲こうから伸びる鈎かぎ爪づめ。全身の抗結界紋章。全すべてが漆黒の闇やみの色。闇の上級精霊、ペリュトンの精霊装甲だ。

「キルマール！　今さら何の用だ!?　もう総大将は死んだ！　そっちの負けだぜ！」

　今は、こんな異常者の相手をしている気分ではない。

「死んだ？　それは違ちがうなァ」

「何だと!?」

「リオスさん！　これ見て下さい！」

　ミレイユが慌てた様子で、地面を指差す。

　シノンだったものが、人型の黒い影かげ法ぼう師しに変わっていた。

「!?　クレオと同じだ……」

　霞かすんで輪りん郭かくが歪み、やがて消えて行く所も同じだった。

「見せてやろう――」

　少し離れた地面に降り立ったキルマールが、両手を弾き合せた。

　やがて描かれる印は、『影かげ』だった。

　黒い精霊装甲の左右に並び立つように、二つの黒い影が盛り上がる。

　それは人の形になり、そして――シノンとクレオの姿になった。

「親父……！」

「クレオさんっ！」

「分かったかな？　死んだんじゃないのさ」

　キルマールの鈎爪が、一閃した。

「もう死んでたんだなァ！」

　首の落ちたシノンとクレオは、再び影に戻もどり、そして消えた。

　ペリュトン――殺した人間の影を奪うばう精霊。それは、こういう事だったのか。

「……つまり、親父は反乱なんか考えちゃいなかった。お前が親父を殺し、影を使って独立派の連中を煽あおった。そういう事でいいか？」

「ご名答」

　パチパチ、と拍手してくる。腸が、煮えくり返った。頭に血が昇り、沸騰しそうだ。

「あなた一人の考えじゃないですね？　背後にルキア軍がいる……そうですね？」

「その通りだ。俺は奴やつ等らに雇われたんだなァ、一応はな」

「どいつだ!?　これを仕組んだルキア軍の頭はよ!?」

「もうとっくに死んでるさァ。お前も森で戦っただろう？」

「……！　あいつか」

　戦岩獣を操あやつる、長い髭ひげの男。確かにあの戦岩獣は普ふ通つうのものより強力だった。

「鬱陶しかったからなァ。消えてもらったよ。俺に命令できるのは、この世で俺だけって事さァ。ま、面白そうなんで途中までは付き合ってやったがね」

　キルマールは、ひょいと肩を竦め、事も無げに言った。

　リオスがキルマールと話す間に、ミレイユは空に身を運んでいた。そして、周囲を取り巻く兵達に呼よび掛かける。

「皆みなさん！　今回の戦いは全て、あの男が原因です！　シノン総督は蜂起前に殺され、あの男が用意した影武者が皆さんを騙だまし、反乱に駆り立てたんです！　もう、島の人間同士で殺し合うのは止めましょう！　そして、シノン総督の仇を討ちましょう！」

　戸惑っていた兵士達の間に、怒いかりと、決心のようなものが広がって行く。

　キルマールの方に向けて、じりじりと、輪が狭まって行った。

　だがその場全てを敵に回しても、キルマールは全く動じない。

「奪った影は、色々使い方があってなァ――純粋な破壊にも使えるのさ。この島に来て随ずい分ぶん影かげの数も増えた、多少無む駄だ遣いさせてもらうかなァ」

　キルマールが、両手を合わせる。それだけで、その体が強力な黒い光に覆われた。

　とてつもない力が動き出そうとしているのが、肌で分かった。

　何か分からないが、この魔ま法ほうは危険だ！

　リオスは『盾たて』と『壁』の印を大急ぎで切った。

「ミレイユ！　降りて来い！　みんな俺の後ろに隠れろっ！」

　呼び掛けながら、手を叩たたく。

　真っ赤に渦巻く炎を纏った、円形の巨大な盾が現れる。

　リオスはそれを地面に突き立て、しっかりと掴つかみながら、身を低くして体を隠した。

　ゆっくりと刻んだ、キルマールの印が完成する。

　爆ばく発はつ的に、黒い光の衝しよう撃げきが広がった。

　それは地面を抉り取りながら、人の体を跡あと形かたもない程ほどに破壊し、広く広く腕を広げた。

　悲鳴すら発せず、一いつ瞬しゆんで多くの命が消えて行った。

　盾からは、腕ごと持って行かれそうな程の衝撃が伝わって来る。

　何とかそれに耐たえて、やり過ごした。

　背面の森の一部まで巻き込んだ破壊の後に、残ったものは何も無かった。

　草花に覆われて緑だった地面が引き剥がされ、土の肌が露出している。

「と、とんでもないですね……これが上級精せい霊れいの力……」

　こちらの背中に隠れていたミレイユが、唖然と呟つぶやきを漏らす。

「ああ――バケモンだ」

　巨きよ人じんの小盾はぐちゃぐちゃにひしゃげて、もう原形を留めていない。

　リオスはそれを放ほう棄きし、虚こ空くうに消し去った。

　他ほかにも何人か、リオスの後ろに居た人間が助かっていた。が、それ以外には、巻き込まれて生きている者はいないようだ。

　それまで遠くから聞こえていた戦いの喧騒は、ぴたりと止やんでいる。皆この事態に固唾を呑んでいるのだ。

「まだまだ楽しんでもらおうかなァ」

　破壊痕の中心にいるキルマールが、また印を切る。

『眷』を表す魔法文字。黒い四本足の獣が、次々と生まれる。

　その数は、十や二十ではない。百は軽く超こえていた。

「！　す、凄すごい数ですよお！」

「なんて魔ま力りよくしてやがる……」

　これ程の大規模な魔法を連発して、よく平気でいられる。本当に同じ人間なのか。

「さァ喰らえ！　貪れ！　皆お前達と同じにしてやるがいい！」

　闇の獣けもの達たちは、リオス達を無視して遠くに散って行く。

　そして、破は壊かい痕の外から遠巻きにこちらを眺める、両軍の兵士達に襲おそいかかった。

　戦いの喧騒が、また辺りを包つつむ。あちこちで、消えなくてもいい命が消えていく。

「奴等はまだまだ生み出せる。このままじゃあ、どっちの軍も全ぜん滅めつだなァ？　それに、お前の父親の影もまだ生める。総督の名で、もっともっと島の人間を殺せるなァ？　また馬ば鹿か共を煽って、本土に攻め入るのも悪くないしなァ？」

「やめなさい！　あなた、何を考えているんですか!?　楽しみのために人を殺すつもりですか!?　そんなの許せません！」

　眉まゆを吊り上げ、本来柔やわらかい声色は、怒気をはらんで鋭するどく尖る。

「なら俺を殺して止めるんだなァ。俺を止めるのに言葉はいらん。できないなら死ね」

　キルマールには、一切の澱みも揺らぎも無かった。

「な――狂くるってます！　何であなたみたいな人にそんな力が……！」

「やめとけ、あんなのと喋しやべるな。お前まで頭おかしくなるぞ。ん？　ああ、元々……」

「こんな時に何言ってるんですかあ！　私は真ま面じ目めに……」

　ミレイユはこちらに顔を向け、文句を言う。リオスはその肩を掴んで耳打ちした。

「いいか……俺は死んでも、あいつも半殺しだ。だから後は頼たのむ。今の内に何とか人数を集めとけ」

「リオスさん……」

「いいな！」

　そう念押おしすると、ミレイユは口を真一文字に結んで、首を縦に振った。

「さァどうする？　リオス・レンファーム。お前が逃にげるなら、俺は止めはせんよ？　ただし、お前以外は皆死んじまうがなァ」

　リオスは何も言わず、ゆっくりと、キルマールに向けて一歩踏ふみ出した。

（フィリア、ごめんな）

　足を運びながら、胸中でそう呼びかける。見つけてしまったのだ。

　皮肉なものだ。『いつ死んでもいい』が『もう少し生きたい』に変わった直後に、見つけてしまうなんて。

（ここが俺の――死に場所だ！）

　死ぬのに相応しい場所。自分は死んでも、やらなければならない事がある場所。

　背を向けるわけには、いかないのだ。

　リオスが目の前にやって来ると、キルマールは歓かん迎げいの意を表して両腕を広げる。

「ようこそ。俺が欲しかったのは、この舞台だ」

「……あん？」

　訝しむこちらの前で、キルマールは『奪』の印を切って見せる。

　そして生み出された黒の刃はの切っ先が、こちらを向く。

「こいつは最高の玩具でなァ。これで殺した相手の影を奪う事が出来る。なァ、影を奪うってのはどういう事だと思う？」

「『影』の印で実体を生んで、操れる」

　淡々と、リオスは応じる。

「まァそうだが、それだけじゃない。影を奪った相手の記き憶おくや感情――そういう頭の中にしかないものも、俺のものにできる。例えばお前の父親が死ぬ直前、何を考えていたかとか――それも手に取るように分かるのさ」

「……」

「お前や、お前の母親、妹に済まない、とさ。自分のせいで辛い目に合わせてしまったってな。ククク……お前の母親や妹は、酷ひどい死に方してるみたいだなァ。そのせいでお前が歪ゆがんじまった事に、父親は大層責任を感じていたみたいだぞ。最後の最後まで、お前の幸せを願っていたよ、健気なくらいになァ。ま、無駄になっちまうがなァ」

「てめえ……！　親父を汚すんじゃねえっ！」

　こちらが怒気を発すると、キルマールの表情が嬉うれしそうに歪む。

「ククク……いいぞ。心底俺を殺したがるお前が俺の前にいる。これこそが俺の望みなんだなァ。その覚かく悟ごがへし折れた時、お前は絶望し、恐きよう怖ふし、悲しむだろう？　その心を、お前の全てを、影にして俺が頂く。俺にとって最高の飴玉だよ。死ぬまでずっと舐め続けて楽しめる……何度も何度も何度もなァ！　これこそが俺の愛情表現なのさァ！　さぁずっと俺と一いつ緒しよにいよう！　リオス・レンファーム！」

　――狂っている。完全に。

　だからもう、話す事など何もない。

「うるせぇクズが」

　唾棄して、『鉈なた』と『弾たま』の印を切る。紅い鉄塊が、虚空から姿を現した。

「口だけじゃ俺は殺せねえんだよ！　こっちで来い！」

　リオスは炎ほのおを身に纏まとった巨人の鉈を、キルマールに向けて突つきつけた。




◆◇◆




　水の精霊、ウンディーネを宿した精霊操者による治ち癒ゆ係は、人数で言うと十と少しくらいだった。本隊はもうはじめの戦場だった丘から出発してしまったが、フィリア達の部隊は残って負傷兵の怪我けがを治ち療りようしていた。それを先さき程ほど終えたところだ。

　遅おそくなったが次の戦場に向けて街かい道どうを進んでいると、部隊の長である女性が話はなし掛けてきた。肩までの栗色の髪で、フィリアより一回りは上の年ねん齢れいに見える。

　彼かの女じよはフィリアの『癒』の魔法の力は凄く強く、他の人が扱あつかうものより随ずい分ぶん早く怪我が治せていたと言い、褒ほめてくれた。

　それから少しの雑談を交わしていると、前の方の遠い所に、いきなり半球状の黒い光が広がった。

「な……何だよあれ!?」

　地面がめくれ上がり、吹ふき飛とんでいた。信じられない威い力りよくだった。

　そして、そのどす黒くて胸がむかつくような力の感じは、覚えがあった。

　キルマールだ。間ま違ちがいない。フィリアは本能的に悟さとっていた。

　リオスが戦っているのだろうか。あの光に巻き込まれて、無事なのだろうか。

　不安になって来た。でも、どうする事もできない。

　次は倒すと言っていたのを、信じるしかないのだ。

「フィリアーっ！」

　後方から、自分を呼ぶ声がした。振り向くと、茶色の毛の馬が地面を蹴けり進んでくる。

　その背には、やたらと胸の大きな、肩までの髪かみの女。今にも振り落とされそうだ。

「アリエッタ……!?」

「と、止めて、止めてーっ！」

「何やってんだよ！　もう！」

　フィリアは馬を宥めて、下から手綱を掴んだ。そうすると大人しくなり、足を止める。

　馬は好きだし、扱いは得意だ。元々兵学校では、騎き兵へいの訓練を受けていたのだし。

「あ、ありがとう……助かったよ。ねえ、さっきの黒い光は何なの？」

　馬から降りると、アリエッタは肩で息をして背中を屈める。

「わかんねえけど、多分キルマールの仕業だ。何となく感じる」

「ええっ!?　よ、よかった。何とか間に合ったね！」

「？　何がだよ？」

　アリエッタはフィリアの言葉も聞こえない様子で、馬の鞍くらに結びつけた袋ふくろを弄り出す。鞍の色は赤い色で、袋の他に銃じゆうも何挺か括り付けられていた。

「これだよ！　見て！」

「ん？　これ――」

　アリエッタの掌てのひらの上にあるのは、抗結界紋章の刻まれた銃じゆう弾だんだった。

　前にキルマールに撃うって通じなかったものと、一緒に見える。

「それ、あいつに効かなかったやつじゃねえか」

「見た目はそうだよね。でも、前は全部鉛だったけど、今度は精霊銀を鉛で包んであるんだ。精霊銀には被ひ覆ふく現象があるから、魔力を込めるには、こうやって何かで包まないと、銃弾の形を維い持じできなくって。やっぱり魔力を込めるには、精霊銀が一番だから。全部鉛だと、込めた魔力が結構逃げちゃってたと思うんだ――あ、ごめん、難しかった？」

「うん。分かんない」

　フィリアは素す直なおに、きっぱりと頷うなずいた。

「えーっとね。とにかく、これは前のやつより強いの。これならキルマールにもきっと通じるはずだよ！　二発だけしか作れなかったけど――さぁ行こう！」

　アリエッタはフィリアの手を引っ張ろうとするが、フィリアは動かなかった。

「？　フィリア、どうしたの？」

　きょとんとするアリエッタに、フィリアは首を振って答えた。

「オレ、いいよ。止めとく。別の奴やつにそれ使わせてやってくれ」

「ええっ!?　どうしたの!?」

「あいつが、リオスが言ってたんだ。憎いだけで、人を殺そうとしちゃいけないって」

　フィリアは強く拳こぶしを握った。湧き上がってくる黒い衝動を、無理やり抑えつける。

　母が殺された光景は、はっきり思い出せる。多分、一生忘れない。

「オレ、キルマールが憎い。ぶっ殺してやりてえ。でも――だから、我が慢まんするんだ。リオスはきっと、オレの事すごく考えてくれてるから……言う事、聞こうと思う」

　胸を焦がす真っ黒い炎と、頭を撫なでる温かい手。

　どちらにすがるか――フィリアの答えは、後者だった。

「そっか……フィリア、リオスと仲直りしたんだね」

「う、うん」

　フィリアがおずおずと頷くと、アリエッタは嬉しそうな顔をした。

「良かった。でもね、違うよ」

「え？」

　アリエッタは真しん剣けんな目つきをして、こちらの両肩を掴む。

「憎くて、殺しに行くわけじゃないよ。リオスを助けるために行くの。キルマールが相手だと、リオスだって殺されるかもしれない。助けてあげないと！」

「助ける……？」

「うん！　これはあなたにしかできないの。あなたの射しや撃げきの腕うでと、魔力の強さがないとキルマールには通じない！　大だい丈じよう夫ぶ、後で怒られたら、わたしも一緒に謝るから！」

　こちらを射抜ぬく瞳ひとみは、必死そのものだった。

　決心した。フィリアは真まっ直すぐ向き合って、強く頷いた。

「よ、よし分かった！　行く！」

　憎い敵を殺すためでなく、大事な人を助けるために。

　鐙に足を掛け、馬の背に飛び乗る。アリエッタも引っ張り上げて、後ろに座らせる。

「おばちゃん！　ごめん、オレちょっと行って来る！」

　部隊長の女性にそう断ると、目を白黒とさせる。

「お、おば――!?　あ、ちょっと！」

　もうフィリア達たちを乗せた馬は、戦場を駆かける風になっていた。

　両軍の兵士が先程の光に驚おどろき、手を止めている中を一気に走はしり抜けて行く。

「な、何!?　あれ!?」

　前方に見えて来た光景に、アリエッタが息を呑む。

　闇で塗り固めたような、四本足の影。

　それが沢たく山さん押おし寄せて、反乱軍もゴラント守備隊も関係無く襲いかかっていた。

「あ、あれもキルマールのせいかな……!?」

「知らねえよ！　無視だ、無視！」

「で、でも前塞がってるよ！」

「こっちだ！」

　戦場となっている街道の脇わきには、森が広がっている。

　フィリアは森の方に馬首を向けた。森を抜けて、光の発生点を目指すのだ。

　馬蹄が緑の木々の門に立ち入ろうとした瞬しゆん間かん、その奥おくから黒い影が飛び出してきた。

　それは馬の首に喰い付き、牙きばを立てた。悲鳴のような嘶きが上がる。

「うわっ!?」

　馬は大きく姿勢を崩し、フィリア達も地面に投げ出された。

　背中を強く打ち、一瞬息が詰つまる。咳せき込みながら何とか身を起こした時、闇の獣けものは目の前に迫せまっていた。真っ赤な双眸が、こちらに狙ねらいを定めている。

「くそっ！」

　戦うしかない！　フィリアはウンディーネの精せい霊れい装そう甲こうを展開した。

　多少の重みと、心地の良い感覚が全身を包む。

　闇の獣は、すぐに飛び掛って来た。組み付かれないように横に避さけ、走って距きよ離りを取った。『霧きり』の印を切り、両手を弾いて魔法を発動させる。

　発生した霧が、敵の影を包み隠かくす。効いただろうか？　霧の奥を注視する。

　しかし敵は、前からはやって来なかった。左から、横よこ殴なぐりの衝撃を受けたのだ。

　回り込まれていた！　音が無かったので、分からなかった。

　仰あお向むけに倒たおれたフィリアを、四本足の影は踏みつけて来る。

　凄い圧力で、抜け出そうとしても抜け出せない。

「うあああああっ！」

　半ばやけくそのような、叫さけび声ごえ。そして、体を抑えつける圧力が消えた。

　アリエッタが、フィリアに伸し掛かる影に体当たりしたのだ。

　影は引き剥がされて、アリエッタと共に地面に転がる。

「フィリア！　行って！　道具はそこにあるから！」

　殆ほとんど振ふり払はらわれそうなアリエッタが、そう言って来る。

　すぐ近くに、二挺の銃と弾だん丸がんを入れる袋が転がっていた。

「そ、そんなわけに行くかっ！」

　フィリアは銃を拾い上げ、思い切り闇やみの獣に殴りかかった。多少は怯んでくれて、後ろに飛び退き、アリエッタから離はなれる。

「貸して！」

　立ち上がったアリエッタに、銃を奪い取られた。

「は、早く行って！　わたしが引きつけるから！」

「無む茶ちや言うなよ！　お前じゃやられるだけだろ！」

「二人ともやられるよりはいいよ！　リオスが待ってるよ！」

　口論するこちらに構わず、闇の獣は飛び掛って来る。

「うわわっ!?」

　だがこちらに到達する前に、強烈な風が吹いて、獣は真後ろに弾はじき飛ばされる。

「フィリアちゃん！　アリエッタちゃん！」

　上から舞まい降りてきたのは、黄緑の文様に覆おおわれて、頭に同じ色の羽はね飾かざりをした精霊装甲だ。聞き覚えのある、柔らかい声色だった。

「ミレイユ！」

　フィリアが名前を呼ぶと、ミレイユは一つ頷いてみせる。

「アリエッタちゃん！　例の弾は出来たんですか？」

「う、うん。二発だけ！　フィリアと一緒に向かう所だったんだ。今、キルマールと戦ってるんでしょ!?」

「ええ、リオスさんが一人で！　あのままじゃ危険です、早く助けてあげて下さい！」

　言いながら、ミレイユは綺麗な上段蹴りで、襲い来る黒い影かげを迎げい撃げきしていた。

「わ、分かった！　さぁフィリア、行くよ！」

　アリエッタは地面から銃と袋を抱かかえ上げ、促してくる。

「うん！」

　駆け出そうとしたが、きゃっと短い悲鳴が上がったのを聞き、振り返かえった。何処どこから出てきたのか、敵の数が増えて三体になり、ミレイユに襲いかかっていた。

　三対一では分が悪く、ミレイユは追おい詰められていた。

「アリエッタ！　新しい弾！　貸してくれ！」

「ええっ!?　二発しかないんだよ!?」

「まだ一発残るだろ！　早く！」

　このままではミレイユが危ない！

　フィリアは差し出された弾丸を奪うばい取とるように受け取り、きつく握にぎり締しめた。

　硬かたく、強く、相手を貫つらぬき通すように。そう念じると、弾丸は眩い光を放つ。

　それをアリエッタに手て渡わたすと、手早く弾込めを終えて銃が戻もどって来た。

「よし！」

　膝ひざを落とし、狙いを付ける。

　ミレイユに迫る敵達は、フィリアから見て横に一直線に並んでいた。

　フィリアは躊躇わずに引き金を引いた。発射の反動は、普ふ通つうに銃を撃つ時よりずっと大きかった。思わず尻しり餅もちをついてしまう。

　銃じゆう口こうから飛び出した弾丸は、軌き道どうに水色の光を残しながら、敵を全すべて貫かん通つうした。威力の余波が地面を抉り、轍のように跡をつけた。それは森の奥まで、ずっと続いている。

「す、すげぇ……」

　闇の獣が消えていくのを見ながら、思わずそう漏らす。前の物より、遥はるかに強力だ。

「うん。あなたの魔力があってこそだけど」

「凄いですよ！　これならきっと！　さぁリオスさんの所に！」

　ミレイユは『翼つばさ』の魔法で、フィリアとアリエッタを空に誘った。

　飛び上がるとすぐに、地面が円形に抉れた、巨きよ大だいな跡が目に入る。

　そこに食い込むように、一部だけ森がせり出している部分があった。

　ミレイユは迷わずそこに着地する。

　木こ陰かげから覗くと、目まぐるしく動く二つの精霊装甲が目に入った。

　赤と灰色の文様に、巨大な剣けんを軽々と振り回しているのは、きっとリオスだ。

　戦っているのは、真っ黒な紋もん章しように、真っ黒な角の生えた精霊装甲。

　キルマールに間違いない。両手の甲こうから伸のびる黒い刃で、リオスと切り結んでいる。

　見た感じ、リオスの方が不利だった。装そう甲こうのあちこちに傷が入り、一部は体まで傷つけているようで、血が流れていた。

　対してキルマールの装甲にもいくつかの傷はついているが、明らかに数は少ない。

「リオスさん、押されてますね……さぁフィリアちゃん！」

「うん！」

　精霊装甲を纏い、アリエッタが差し出した弾丸をぎゅっと握り、強く念じる。

　リオスは人の事を馬ば鹿か扱あつかいするし、すぐ怒おこるし、口も悪い。手も出る。でも、いざという時は頼たよりになるし、何より、時々だが驚く程ほどに優やさしい。

　あの温かい手を、失いたくなかった。

　ここまで、ずっと守ってもらっていた。だから今度は自分が守る！

　弾丸は、先程よりも更さらに眩く、綺麗な水色の光を放った。

　それをアリエッタに手渡し、装そう填てんを終えた銃を受け取る。

「もうこれだけだから、よく狙ってね」

　息を落ち着けながら、頷いて発射姿勢を取った。

　二人の動きは素す早ばやく、次から次に立ち位置を変えてしまう。

　弾は一発しかない。絶対外せないのに、これはという機会が掴めなかった。

　でも、リオスが危ないのは明らかだ。このままではいつやられるか分からない。

　早く撃ちたいのに、撃てない。

　段々焦あせりが胸を支配して、余計な力が銃じゆう身しんを支える手に入る。銃口が少し震ふるえ出だした。

「フィリアちゃん、駄だ目めですよ。焦らないで」

　ミレイユの手が、銃身を持ち上げる。内心を見透かしたかのような言葉を添えて。

「で、でもさ！　早くしないとあいつ……」

「いいえ。絶対当たる瞬間を狙わないと。落ち着いて待って下さい」

「でも――！　あいつがやられてからじゃ遅いだろ!?」

　装甲を解除したミレイユは、ゆっくりと首を振る。

　長い銀色の髪が、動きに合わせて柔やわらかく揺ゆれた。

「……リオスさんは、はじめから死ぬつもりで戦っています。それは私達を――いいえ、フィリアちゃん、あなたを守るためです。もしそれを外せば、リオスさんは勿もち論ろん、私達の命もありません。そうなったら、リオスさんが命懸けで戦っているのが、無む駄だになってしまうんですよ？　だから――」

「……」

　何も返せずにいると、ミレイユはきつく抱き締めて来る。そして、耳元で囁ささやく。

「リオスさんの気持ちを無駄にしないで下さい。撃つ以上、絶対に当てるんです！」

「……そんな事言ったって」

　悲しい。キルマールの弱点を見つけたと言っていたのに。次は絶対倒すと。

　もし負けたら、美味しいものを食べさせてくれるとも言っていた。

　それはつまり、負けたとしても、絶対生きて帰ると、いなくなったりしないと、そう約束してくれたのだと思っていた。

「あいつ、嘘うそつきだ……」

「ごめんなさい。リオスさんやあなたにばかり、大変な事を押し付けて……出来るなら私が代わってあげたいのに……私じゃ力不足なんです。悔しいですけど……」

「ミレイユ……」

「二人とも！　まだ決まったわけじゃないよ！　信じて待とうよ。リオスはきっと、チャンスを作ってくれるって！」

　アリエッタはフィリアとミレイユの両方の肩かたを掴つかんで、強く言い切った。

「そうですね。ね？　フィリアちゃん。出来ますね？」

「うん……やる！」

　信じよう。そうするしかない。

　フィリアはもう一度、銃を撃つための姿勢を作り直した。
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　巨きよ人じんの鉈は段々と力を失い、色が元々の黒に近づいて行く。

　リオスは後ろに跳ちよう躍やくして距離を取りながら、刀身に直接『弾』の印を描えがいた。

　描き終えてぽんと一つ叩たたくと、サラマンデルはそれに反応して、再び巨人の鉈に炎の力を与えてくれる。

　魔ま力りよくは残り少なくなって来ている。このまま同じ事を繰くり返していては、勝機は見えない。やがて魔力が底を尽き、何もできなくなるだけ。

　そうなれば、こちらの負けは明らかだ。

　つまり、一か八かの賭かけに出るしかない！

　キルマールは、こちらに追いすがって突っ込んで来る。

　リオスも地面を蹴って、真っ向から迎え撃った。

　巨人の鉈を右手一本で構え、前面に刀身の腹を見せる形で走る。

　そうしながら、左手で矢継ぎ早に二つの印を描く。向こうからは見えない位置で。

　仕込みが完かん了りよう！

　どんどん距離は縮まる。

　キルマールの右手が下を向いた。

　伸びる刃はは地中に潜もぐり込み、姿を隠す。

　リオスがもう二、三歩進んだ所で背面から姿を現し、背中を襲おそって来る。

　前と後ろからの挟はさみ撃ちだ。リオスは左に大きく跳んだ。

　そして着地した所で、足を取られて姿勢が崩れた――ふりをする。

「ちいっ！」

「終わりだなァ！」

　キルマールは、すかさず左手の刃を振りかざす。

　それはこちらの腹部に向けて、伸びて来る。

　少し息を吐はく。これから起こる事に、覚かく悟ごを決める。

　肉を切らせて骨を断つ。などとは言っていられない。相手はキルマールなのだ。

　こちらの骨は断たたせる。ただし、向こうの骨も断つ！

　黒い刃の切っ先が、腹部の装甲に喰い込む。だが、それだけでは止まらない。

　体の中に、異物が進入して来る感触。痛いのか、熱いのか、判断がつかない。

　ただ本能的にそれを拒きよ否ひしたがる体は、全身の汗腺から脂汗を出しはじめる。

　刃は皮と肉を破り、背面に突き抜けていた。

「フハハハハハハッ！　これでお前は俺おれのモノだなァ！」

　キルマールは笑い声を上げた。勝ちを確信したのだろう。

　だが、こっちの姿勢は、崩れたふりをしただけだ。狙いは、ここからなのだ。

　命を囮にした罠わなに、引っかかった！

「それは――どうかねっ！」

　左手で、キルマールを逃にがさぬよう、黒の刃を強く強く握り締める。

　そして右手を振り上あげる！　密かに描いた印の一つ、それは『変』だ。

「伸びろおっ！」

　炎ほのおの刃が、一いつ瞬しゆんで膨張して天に腕を伸ばす。

　その長さは、こちらとキルマールの距離を補って余りある。

「うぬっ!?」

「てめーも道連れだよっ！」

　轟音を立て、巨人の鉈なたの刀身は黒い精霊操者を襲う！

　キルマールは避けるのを諦あきらめて、受ける姿勢を取る。

　空いた右の刃が変形し、大きな盾たての形に変わったのだ。

　だが、関係ない。触れさえすればそれでいいのだ。

　もう一つ描いた印は、『爆』である。

　普通、魔力を帯びた物には通じにくい魔ま法ほうだ。

　だが、それが自分で生み出したものであれば、話は別である。

　今の巨人の鉈は、ただの巨大な炎の剣ではない。

　衝しよう撃げきを与えれば起爆する、超高質量の爆薬の塊かたまりなのだ。

　それが爆ばく発はつすれば、盾だろうが何だろうが、纏まとめて吹き飛ばす。

　ただし、こちらも当然巻き込まれる。
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　だが、関係ない。始めから命は捨てている！

「ブッ飛べええええええええぇぇ！」

　巨人の鉈が、キルマールの盾を叩く手て触ざわり。

　直後――起爆！

　それは、空を突つき破りそうな程の轟音を立てる。

　そして、キルマールが大地につけた破は壊かい痕を、更に深く抉り取った。

　凄すさまじい衝撃に、一時リオスの意識は断絶した。

　が、自分の体が強烈に地面を叩くと、その痛みに起こされて覚かく醒せいする。

「ぐっ……！」

　まだ、生きているようだ。口の中に広がる血の味が生々しい。

　相当な距離を吹ふき飛とばされていて、破壊痕の縁ふちに着地していた。

　すぐ近くに、首を齧り取られた、兵士の遺体。

　キルマールが生み出した、闇の獣にやられたのだろう。

　その兵士が携たずさえていたものであろうサーベルが、手の届く所に転がっている。

　リオスはそれを掴み、杖代わりに立ち上がった。

　オーグルとサラマンデルの精霊装甲は、完全に吹き飛んでしまい、跡あと形かたも無い。

　ぼろぼろの腕うで輪わが腕から落ちて、地面を叩く。

　全身に激痛。腹から流れる出血は止まらない。

　刻一刻と、命の灯が消える瞬間は近づいている。

「あいつは……？」

　周囲を覆う土つち煙けむりのせいで、姿は見えない。

　せめて、キルマールが倒れた事を確かく認にんしたい。

　守りたいものを守れたのだと、そう誇って、死んで行きたい。

　土煙が少しずつ晴れて、やがてリオスの視界に現れる人ひと影かげ。

「クソッたれ……」

　ペリュトンの精霊装甲は、頭から胸むな元もとまでが完全に吹き飛び、残りも破損がひどい。

　頭からは出血もしていて、それが顔を汚している。

　が、表情は何とも言えず嬉しそうであり、満足げだ。

「見上げた覚悟だったなァ」

　こちらに近づくキルマールの顔が、にやりと歪む。

　そして目の前で立ち止まると、右みぎ腕うでから闇の刃が伸びる。

「お別れ、いや違ちがう。これからずっと一いつ緒しよだなァ」

　キルマールはこちらに刃を翳し――そしてビクンと体を震わせた。

　何か、視界の端はしから水色の光が走ったのが見えた。それがキルマールを貫いたのだ。

「な……んだ！」

　キルマールは唖然と、首を光の飛んで来た方に向けている。

　だが、リオスは気にしていなかった。倒すべき敵しか、目に入っていなかった。

「何を――」

　まだ、動ける！　動かないといけない！

「他所見してんだこの野や郎ろうッ！」

　名も無き兵士のサーベルが、キルマールの首元を通り過ぎる。

　進路上にあるものを断ち切って。

　首を失った体は崩れ落ち、魔力を断たれたペリュトンも精せい霊れい銀の腕輪に戻る。

「ざまぁ見ろ。クズが」

　ちょっと言葉を漏らすと、一緒に口の中から赤い液体が流れ出て来る。

　もう、立っていられなかった。リオスはそのまま前のめりに地面に倒れた。

　見上げると、少し霞み出した視界に、リュミエール大結界の美しい姿。

　悪くない。やるだけやった。満足だ。

　自分の名を呼ぶ声が聞こえた。

　でも、答える力は残っていなかった。
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　ライオードの街は、バーナード大たい佐さが臨時に総そう督とく府ふに入る事によって、一応の平静を取り戻した。今はどこかよそよそしい、気まずい雰ふん囲い気きを醸し出しながらも、静かに時間を過ごしている。普ふ段だんは活気に溢れる港や商店街も、どこかしら、陰があるように見える。

　本土の方では、攻め入って来たルキア軍との戦況が、膠着状態に陥っているらしい。もう暫しばらくすれば、敵地で兵站に難のあるルキア軍は、撤退せざるを得ないだろう。

　ともあれ、島の方に新たな命令は無いのだから、見ているしかないが。

　今は、状じよう況きようが落ち着いて、新たな総そう督とくが任命されるのを待つのみである。

　高台の上にある墓地を歩く男は、風に吹かれて飛んで来た木の葉が頬ほおに張り付くと、顔をしかめてそれを取り除いた。

「あーだりぃ」

　家から遠いのだ。この墓地は。途と中ちゆう商店街を抜けてくるので、供える花を調達するのには苦労しないが。今リオスの手には、個別に包まれた三輪の花があった。

　それをぶらぶらさせながら、墓地の奥おくの方に歩を進めて行く。

　キルマールとの戦いの後、すぐにフィリアが『癒』の魔法で治ち療りようしてくれたため、辛うじて一命を取り留めていた。怪我けがの後遺症も特に無いように感じる。

　聞くと、最後の瞬しゆん間かん、キルマールを狙撃したのもフィリアだったそうだ。

　完全に命を救われる結果になってしまった。別にいいのだが、少しだけ悔しくもある。

　目的の場所に着いた。父と、母と、妹の墓。

　黒い石の墓標が、地面に三つ横並びになっている。

　一番左、妹の墓の前に片膝をつき、花を一輪供えた。

　墓標に刻まれた名前は、フィリア・レンファーム。

　妹と同じ名だったので、放って置けなくなってしまった。

　自分と同じ過ちを犯おかしそうだったので、どうしても止めたくなった。

　分かってくれたので、その先を、歪まずに生きてくれるのを、見たくなった。

　その結果、今自分は、こうしてここにいる。

「フィリア。お前と同じ名前の子と知り合ったんだ。お前と違って馬ば鹿かだし、お淑やかでもねえけど……お前と同じで、素す直なおないい子だったよ。おかげで、またここに来れた」

　それだけ言って、少し瞳ひとみを閉じて黙祷した。

　妹の姿を、笑いかけてくれる笑え顔がおを、思い浮うかべてこちらも笑顔になれた。

　続いて母親の前に花を手向け、目を瞑ると、微笑ほほえんでくれたような気がした。

　最後に、父親の墓の前に立つ。膝をついて、花を置く。

　風が一瞬強く吹いて、髪かみを揺らすのが分かった。

「すまねえ、親父……こんな事になっちまって」

　キルマールの目的は、リオスだった。

　自分が総督の息子むすこだから、怒いかりを誘い、追い詰つめるために、キルマールはシノンを殺して影を奪った。リオスとの因縁が無ければ、キルマールは今回の企みになど、興味を示さなかっただろう。つまり、シノンは死なずに済んだ。

　キルマールと関わり合いになってしまったのは、馬鹿な自分が、島から逃げ続けていたからだ。北方守備隊に行っていなければ、会うことも無かっただろう。

　間接的ではあるが、自分の過ちが巡めぐり巡って父親を殺したようにも思える。

「でもな、褒ほめてくれ。馬鹿だけど素直ないい子を、馬鹿だけど素直なままでいさせてやれそうだぜ。初めてだよ、胸を張って、誰だれかのために何か出来たって言えるのは」

　面映さからか、口の端が自然と持ち上がって、笑えみの形を作った。

「おかしなもんでさ、俺が助けてやった筈はずなのに、何か俺の方がすげえスッキリしてるんだよな。最後は助けられちまったけど、それでもさ――いいもんだよな、誰かのためにってのも。これからはあんたのためにも、何が出来るかゆっくり考えるよ」

　リオスは腰こしを上げた。父にひとまずの、別れを述べる。

「じゃあな。また来るよ……父さん」

　視界の端が少しだけ滲にじんだのは、きっと気のせいだ。そうに違いない。

　飛んでくる木の葉に顔をしかめながら、リオスは墓地の出口に向かった。

　これから、フィリアを食事に連れて行かなければならない。

　お前だけじゃ負けてたんだから、メシは奢おごって貰もらうからな！

　これが、意識を取り戻したリオスに向けられた第一声だった。

　目を赤くしていたのが分かったので、素直に承諾してしまったのだ。

「あーめんどくせえ……」

　口程には重くない足取りで、リオスは市街地に戻る坂道を下り始めた。

　待ち合わせの場所は、商店街の中にある公園だ。狭せまいが、噴水や色とりどりの花壇があって、訪れる人達の憩いの場となっている。

　約束していた時間より、少し早く到とう着ちやくした。

　まだフィリアは来ていないようなので、空いているベンチに座すわり、待つ。

　だんだん空が茜色に染まり、夕刻の訪れを告げていた。

「……おせえ」

　十分も時間を過ぎている。段々苛いら々いらして来た。

　更に五分。まだ、来ない。

　限界だ。帰ろう。リオスは立ち上がった。

　その時、忙しい足音が後ろから近付いて、止まった。

「ごめん！　遅れた！」

　息を弾はずませた、フィリアの声。

「おっせーぞコラ！　奢って貰う分際でいい度胸だな！」

　怒鳴りながら振ふり向むいて、リオスは固まってしまった。

　違う。フィリアなのに、フィリアではない。

「誰だお前……」

　刺繍とレースで彩いろどられた、若草色のワンピース。

　肩かた口ぐちが開いた形をしていて、首からの線にかけて、きめ細やかな白い肌はだが覗く。

　踵の高い靴に、黄色い花を模した髪飾り。

　これではまるで、どこかのお嬢様だ。

「あ、その……ミレイユ達に今日の事言ったらさ、せっかくお呼ばれするんだから、ちゃんとした格好で行かなきゃダメ！　とか言われてさ、何か着させられた……」

　体の前で指先をもじもじさせて、フィリアは言う。

「や……やっぱ変かな？」

「……」

　馬子にも衣装と言うが、ちゃんと女の子に見える。それどころか、かなり――

　例えるなら、蕾だ。

　今はまだ、咲いていない。けれど、暫く経たてばきっと綺麗な花になる。

　だが、それをそのまま口に出せる程、リオスは素直な性格ではない。

「別に。つーかんな女装してる暇があったら、時間通りに来いっての」

　口から出たのは、そんな言い草だった。

「じょ、女装って何だよ!?　女が女の格好して何が悪いんだ！」

「うるせえなあ。お前、女扱あつかいするなって俺に言ってただろうが」

　怒り出すフィリアに、リオスはさらっとやり返した。

「言ったけど……」
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　不機嫌そうにぶつぶつ呟つぶやくフィリア。

「ほれ、行くぞ」

　構わず歩き出す。

「あ！　待てよ！　歩きにくいんだよコレ」

　ばたん！　言ったそばからフィリアは盛大に転んだ。

「何やってんだよ。慣れねえ事するからだ」

「うー……」

　靴まですっぽ抜けている。リオスはそれを拾い上げた。

「あーあ。折れちまってるぞ」

　高くなっている踵の所が、折れていた。これでは、この靴はもう駄目だ。

「ええっ!?　そんなぁ……最悪だ、もう」

　深い溜息。それから、半ベソ。

「こんななら、普ふ通つうに来ればよかった……」

「来ちまったモンはしょうがねえだろ。ほれ、乗れよ」

　裸足で歩かせるわけにも行かない。リオスは背を向けて、フィリアの前に屈んだ。

「え？」

「背せ負おってってやる。早くしろよ」

「あ、うん……」

　軽い体重を乗せて、立ち上がる。

　フィリアの胸は控えめだが、それでもこっちの背中の上で潰つぶれて、感触を伝えて来た。

　何となくむず痒がゆくて、やや落ち着かない。

「新しい靴がいるな。先に靴屋に寄って行かねえとなぁ」

「……金ない」

　しゅんとしてフィリアは答える。

「俺が買ってやるよ。同じようなやつでいいよな？」

「でも悪いし、似合わないからいい」

　後ろで、ぐすっと鼻を鳴らす音。

「気にすんな。俺ぁこう見えてもボンボンだから、金はある。それに――さっきの靴はあれだ、まあまあ似合ってたぞ。靴だけじゃなくて、その服も、髪飾りもな」

「えっ!?　ホントか？」

　ぱっと明るくなる声。

「ああ。まぁさっきはムカついてたり驚おどろいたりで、上手うまく感想が出てこなかったんだ。悪かったよ」

　実際は見とれてしまったのが悔しくて、思わず憎まれ口を叩いたわけだが、丸めて言うとそうなった。

「ううん！　元はと言えばオ――いや、あたしが遅れたのが悪いしさ」

「それはマジで反省しろよ。次やったらぶん殴るぞ」

「分かってるって。ほらもっと早く行ってくれよ、腹減っちゃった。急ごうぜ！」

「……急に元気になりやがって」

　文句を言いつつも、リオスは歩を速めた。

　暫く歩くと、背中の上のフィリアが囁ささやくように言う。

「あのさ。昨日、母ちゃんの夢見たんだ」

「ん、怖こわい夢か？」

「ううん。母ちゃん、笑ってたよ。幸せになってねって言ってくれた」

「そっか――よかったな」

　リオスはちょっと笑顔になって、振り向いた。

「うん。お前の言ってた通りだった……だからさ、ありがとう」

「ああ、どーってことねえよ」

　誇らしいではないか。

　この可愛らしい笑顔とありがとうが、自分が守れたものの証明なのだから。





完









あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠まことにありがとうございます。

　はじめまして、ハヤケンと申します。第６回ＨＪ文庫大賞にて銀賞を頂き、本書にてデビューさせて頂く事となりました。拙せつ作さくですが少しでもお楽しみ頂けたら幸いです。

　と、まあ御ご挨あい拶さつさせて頂きましたが、こうしてあとがきを書く段階に至っても、『ホンマにええんか？』という思いが物もの凄すごくしてます。現実感がないと言いますか……

　私事になりますけれど、僕は小説を書いてみよう！　と思ったのが遅おそくて、三十歳の春の事でした。それまでは某ネットゲームにハマりまくり、会社に行っている時間以外は殆ほとんどそれに費やすという立派な準廃ライフを送っていたのですが、三み十そ路じを過ぎると、このままで嫁よめ共々定年まで生きて行けるのか？　なんて不安になってきました。

　僕らが子供の頃は親とか見てると、まだ終身雇こ用ようとか年功序列とかあった時代ですし、会社員やってれば安心って感じでしたけど、いつの間にかそんなご時世じゃなくなってしまいましたから。とにかく給料が上がらんのですねえ。世せ知ち辛がらいです。

　なんでまあ、収入がちょっとでも上がるように久しぶりに資格の勉強でもするかーと、テクニカルエンジニア（エンベデッドシステム）っていう資格の参考書を買ったものの、つまらなくてですね。ネトゲ脳には急な勉強は辛つらかった……。

　で、何故なぜだか知りませんがそこで、『作家だったら兼けん業ぎようできるし、小説書く方が資格の勉強より楽しいんじゃない？』なんて思いついてしまいました。よしんば無む駄だに終わっても、ネトゲよりは健康で文化的な趣しゆ味みだろうと。高校生の頃まではライトノベルを読んでましたし、憧あこがれてた作家さんもいましたので、書くのは自然とライトノベルです。ジャンルもスクウェア・エニックスさん信者の僕としては、自然とファンタジーです。

　それから二年。今こうしていますけれども……確かに楽しかったんですが、ここまで来るのが早すぎる気が。はじめて一次選考通ったー！　って喜んでいたら、いきなり受賞とか……何か別の所で不幸が起きそうで怖こわいです。ですが、機会を与えて頂いた以上、一生懸けん命めいやりますので、どうかよろしくお願いします。

　最後になりましたが、沢たく山さんの素す敵てきなアドバイスを下さった担当編集のＫ様、ヤバいくらい格好いいイラストを描いて下さった凱がい様、拙作に銀賞を与えて下さった編集部の方々、どうもありがとうございました。御恩返しできるように頑がん張ばります。

　それでは、次巻もお手に取って頂ける事を祈いのりつつ、お別れさせて頂きます。
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




ハヤケン先生／凱先生
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